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　その学園は――戦場、だった。







プロローグ







　古来の闘とう技ぎ場じようを模した【戦せん技ぎ盤ばん】。中央のバトルフィールドに、ぐるりと囲む観客席から熱気と歓かん声せいが送られる。

「唸うなり狂くるえ――《蓬莱の鞭エナジー・クラツジ》っ！」

　叫さけび声ごえとともに茶ちや髪ぱつ男の右みぎ腕うでに巨きよ大だいな雷かみなりが生じた。神の権能により物理法則を無視して象かたどられたその事象は、男の挙動モーシヨンに呼応して放たれる。

　だが男から雷らい撃げきを向けられた存在――レイジ・アドヴェントは直ちよく撃げきのタイミングを見切っていた。上体を刹せつ那なに逸そらし、躱かわし切る。膨ぼう大だいなエネルギーがレイジの顔の真横を通過し、赤しやく銅どう色いろの髪かみをわずかに焦こがした。

「……避よけ切れたと思ったんだけどな」

　レイジは嘯うそぶきながら、そのまま大きくその場を離り脱だつする。距きよ離りを取り体勢を整えてから、対たい峙じした男を見やる。すると男は不満げな顔をしていた。

「運がいいじゃねぇか、レイジ・アドヴェント」

　男が手首を返すと、腕うでから放たれていた雷撃がうねりながら彼かれの手元に戻もどる。

「自分を不幸だと思ったことはないくらいには運がいいかな、えーと……第七十二位者？」

　名を呼び返そうと思ったのだが咄とつ嗟さに出てこず、レイジは相手を【神格序列】の順位で呼び返してしまった。

　神々の奇き跡せきを扱あつかう為ために共に学び合い互たがいに競きそい合う、【ルディフォウン学園】。

　皆みなが強さを求めより強い者がより貴とうといこの場所には、学園内での強さを示す【神格序列】が存在する。

「ラディだ！」

　小こ馬ば鹿かにされたと思ったのか第七十二位・ラディはより厳しくこちらを睨にらむ。

「オープニングで目立ったからっていきがってんじゃねぇぞ！」

「別にそういうつもりはないんだが……」

　いま行われているのは最強の神遺使いレガリアを決める【神話の再演】の一戦なのだが、レイジは十日ほど前にその開幕を告げるオープニング・バトルを飾かざっていた。

　レイジは第七位者にして灼しやく熱ねつ姫ひめの異名を持つ実力者・フレアと激戦を繰くり広ひろげた……だが乱入者による騒そう動どうにより決着はつかずに終わっていた。

「テメェの大だい活かつ躍やく……所しよ詮せんはヤラセだろうが」

「まぁ……それはそう思われても仕方ないかもな」

　その後、その乱入事件はオープニングを盛り上げる為のイベントとして公表・処理されていた。その結果、レイジの実力まで演出の一いつ環かんと周囲には見なされていた。

〈――レイジは強いよっ!!〉

「のわっ！」

　ラディの侮あなどりを納なつ得とく顔がおで受け止めていたら、急に愛らしい声が頭に響ひびいた。同時に背中に乗っかられるような形で少女に抱だきつかれる。

　さらにそのまま少女の華きや奢しやな両りよう腕うでがレイジの首に回される。くすぐったさを感じて首を動かすと、美び麗れいな少女の顔が触ふれそうなほど近くにあった。

「か、カナン」

〈もうっ、レイジはあんな風に言われてヤじゃないの？〉

　透すき通とおるような白い肌はだに、思わず魅み入いってしまう碧あお色の瞳ひとみ。愛いとおしさを感じずにはいられない顔が、いまは不ふ機き嫌げんそうにしている。

「他人にどう思われても別にな……いや、それよりも、な？」

　大切なのは自分自身の強さであり、レイジにとって他者からどう思われるかはあまり重要ではなかった。

　だがそんな返答が気に入らないらしいカナンが、さらにまじまじとこちらへ顔を近づけてくる。

　さっきの距離ですでにドギマギしていたレイジは、たまらずに顔を逸らした。

　カナンが美少女だからこそ仕方ない反応だとは思うのだが、彼かの女じよはなぜか負けじと距離を詰つめてきた。

〈レイジは強いのっ！　しかもいまは私もついてるんだよ！　レイジが誰だれにも負けるハズないんだからっ〉

　カナンは自分の身体をレイジに託たくしながら、小さな右掌てのひらでレイジの右腕を撫なでる。

　細い指を沿わすのは――漆しつ黒こくの装そう甲こう。

　レイジの右腕を覆おおうのは、武骨な形状に精せい緻ちな意い匠しようが施ほどこされた異質のガントレットだ。彼女の視線を追って、レイジも自分の漆黒の右腕を見み据すえる。

　目に映るそれは――【神遺物レガシイ】。

　神話の時代、この世界に存在し、悠ゆう久きゆうの闘とう争そうを繰り広げた神々。その神が戦いの果て、この世界に残した鋳い型がたの残ざん滓したる【神遺物】が右腕に在った。

「確かに誰にも負ける気は無いが――」

「なにを一人でブツブツといってんだよ！」

「……やっぱカナンの声も姿も見えないよな」

　レイジは視線を戻し、カナンを見つめる。少女は純白のワンピースを着ており、煌きらめく金色の長ちよう髪はつが良く映はえていた。

　最初に出会った時に心を奪うばわれた、少女の美しさは変わらない。だがいまその姿は淡あわく透き通っている。

　その不可思議な姿かたちからレイジは、彼女自身が【神遺物】であり、自分がそんな彼女と同調していることを改めて実感する。

　同調時、象しよう徴ちようのようにこの漆黒の装甲が齎もたらされ、代わりに彼女の声や姿は同調者であるレイジしか認にん識しきできなくなるのだ。

（……そりゃ独り言に見えるよな）

　心の中で呟つぶやき、レイジは息を一つ吐つく。するとそれを見たラディが溜ため息いきの意味を誤解したのか、片眉まゆを吊つり上あげる。

「いつまでもふざけたマネしてんじゃねぇよ！」

　ラディが腕を大きく振ふるうとそこから伸のびた雷撃も大きく撓しなり、地表を焦がす。雷の威い力りよくと速度を誇こ示じするように、ラディは同じ動作を何度も繰り返かえした。

「いや、いまの溜息はお前にじゃ――」

「あぁん？　もうテメェの態度なんて知るかっ。これで終わるんだからよ！」

　レイジの言葉を遮さえぎり、ラディは《蓬莱の鞭エナジー・クラツジ》を放つ。

　鞭の物性を備えた雷撃はただ真まっ直すぐには進まず、変へん幻げん自じ在ざいの軌き道どうを描えがきながら超ちようスピードでレイジへと襲おそい掛かかる。

　その速度から射程外へ離脱する時間は取れず、だが動きから紙かみ一ひと重えで避けることも難かたい。ラディが決着を宣言した通り、《蓬莱の鞭エナジー・クラツジ》は不ふ可か避ひの一いち撃げきと化していた。

　その結論に至ったレイジは――あえて笑う。

「仕方ない――が、なら撃ち落とすまでだ」

　レイジは迫せまる雷撃に怯ひるみもせず、その場で漆黒の拳こぶしを突つき出だした。

　ヴァンッ――とモノが弾けるような音とともに雷撃が弾け散る。

「な!?」

〈わわわわっ！〉

　ラディが驚きよう愕がくし、カナンまでも驚おどろきの声を上げていた。

「ら、雷撃が……」

　雷撃が迎げい撃げきされたと理解し、ラディは驚きの色をより濃こくする。

　レイジは雷撃の速度に反応し、その軌道を読み切り、なおかつガントレッドをぶち当て――撃ち落としたのだ。

「……運がいいじゃねぇか、テメェ」

　だがラディはレイジの実力を認めず、まぐれだと吐き捨すてた。そして、茶髪を掻かき乱みだしながら、再び片かた腕うでに雷撃を宿す。

「今度で終わりだ……いいか、今度で終わりだからな!!」

　レイジはラディから向けられる戦意を受け止める。動どう揺ようは隠かくし切れていないが、ラディの戦意自体は本物だ。

　彼は力ちから一いつ杯ぱいに拳を握にぎり締しめ、先ほどよりも激しい雷を巻き起こしていく。

「ああ、そろそろ終わらせようか――カナン！」

〈オーケー、レイジっ！〉

　カナンへの声掛けとともに、レイジもまた拳を握り締める。瞬しゆん間かん、漆黒のガントレットに描かれた刻印に光が奔はしった。

〈――拘こう束そく封ふう式しき・限定破は砕さい解除――〉

　脳内でカナンの声が音色のように紡つむがれていく。声に伴ともない、レイジの中で奇跡のイメージが想起され、その想像を現実の事象へと引き上げる為、神の権能が行使される。

「第二神権発動――」

　顕けん現げんの為の起点トリガーとして、レイジも声を上げた。

〈「――《極点衝撃ブラスト・デバイン》!!」〉

　そして、レイジとカナンの声が重なった瞬間、漆黒の右腕が輝かがやきに染まる。

「唸れ唸れ――唸り狂え、《蓬莱の鞭エナジー・クラツジ》!!」

　同時に、限界まで力を込めただろうラディの雷撃が広こう範はん囲いに亘わたって放たれた。《蓬莱の鞭エナジー・クラツジ》はすでに鞭というよりも巨大な一つの壁かべとも思えるほどになっている。

　避けようがない規模の、抗あらがえない程の威力の雷撃。それは放ったラディが己おのれの勝利を信じるに足る渾こん身しんの攻こう撃げきだっただろう。

　だが――レイジはその迫る雷の壁へ、わずかの躊躇ためらいもなくまたも拳を撃ち出していた。

　拳が雷に撃ち付けられる。その瞬間、ラディが笑った。

　見方を変えれば、それは雷撃がレイジに当たった瞬間でもある――触れさえすれば勝てるという威力への自信からの、勝利を確信した愉ゆ悦えつだろう。

　けれども、レイジの拳もまた先ほどとは異なっていた。




　そして――無数の稲いな妻ずまが落ち続けるように、閃せん光こうとともに轟ごう音おんが鳴なり響く。




　視界が晴れ、レイジとラディの視線が重なる。笑えみのまま表情を固めるラディへ、レイジもまた笑いかけた。

　絶対不ふ可か侵しん領域たる【神域】を拳一点に圧縮し、攻性力場にまで昇しよう華かさせた《極点衝撃ブラスト・デバイン》が、雷撃の壁かべ全すべてを吹ふき飛とばしたのだ。

　ラディは自身の全力を見事なまでに打うち砕くだかれ、感情が追いついていないようだった。

　茫ぼう然ぜんと立たち尽つくすラディへ、レイジはゆっくりと歩を進めた。

　レイジが目の前に立つとラディはようやく我に返ったようだったが、すでに遅おそい。

「――テメェ！」

「悪いな、最強目指してるんで――」

　相手のがら空きの脇わき腹ばらに向かい、淀よどみなくレイジは拳を決める。

「――ここで足あし踏ぶみはできないんだよ」

〈私とレイジは、無敵だよっ!!〉

　カナンの宣言とともに漆黒の拳が、ラディの神域を打ち砕いた。




　　　　　◆




　神々が遺のこした【神遺物】を操あやつり、神の権能を意のままとして奇跡を描く存モ在ノ――【神遺使い】。

　ミドガルド大陸に唯ゆい一いつ存在する【浮ふ遊ゆう島】には、同じく大陸で唯一のそれら【神遺使い】を養成・育成する【ルディフォウン学園】がある。

　そしてその学園では四年に一度、全生徒中・上位選せん抜ばつ百名から最強者を決める【神話の再演】という催もよおしが開かれていた。

　それは――およそ一年の期間をかけ、配られた勲章ポイントを奪い合あう、争いの祭さい宴えん。

　遥はるかなる昔、神々が演じた闘争の宴うたげに倣ならい、生徒は神話の演者となり奇跡を描き、神自身を模す。

　最強という称しよう号ごうの為、国家の威い信しんの為、齎される栄えい誉よの為、演者は最強の神遺使い【全一の極者】を目指すのだ。




　――そんな宴の中の一戦の幕が閉じた。レイジがラディを軽々と下す様に、場内に歓かん喜きが沸わく。

　学園横に設置された、修練としても使用される円形闘技場【戦技盤】。

　ルール上は時間も場所も無制限な【神話の再演】のバトルだが、住民の安全や都市の保全を考こう慮りよして学園に併へい設せつされた戦技盤で行われるのが一いつ般ぱん的てきとなっていた。

　その為、注目カードには見物人が後を絶たない。

「このランクでは相手にならない……ですね」

　そんな盛せい況きような観客席の一角に、少女は静かに立つ。

　銀ぎん髪ぱつを個性的に二つに結ゆった少女は、他の観客と同じくルディフォウン学園の制服を着ながらも、周囲の喧けん騒そうに染まらない粛しゆく然ぜんとした空気を纏まとっていた。

　そんな少女――レネ・クリスタニアは、レイジの様子を細大漏もらさず観察していた。

　戦いの終わりを見届けるとレネは踵を返し、その場を立ち去っていく。




　――レネの佇たたずまいは最後まで、【神話の再演】を祭宴として楽しむ周囲とはどこか異なっていた。







第一章　少女と少女と少年の日常







　ラディとの【神話の再演】に勝利した後、レイジは自宅へと戻り、いまはキッチンに立っていた。

「そろそろ、だな。カナン、大皿出しといてくれるか？」

「もうテーブルの上に置いてるよ。あとこのサラダも取り分けとくからね」

「お、悪いな」

　レイジが調理しながら声を掛けると、こなれた感じでカナンが言い返してきた。彼女がパタパタと後ろで動き回ってくれているのをレイジは背中で感じる。

（しかし、あのカナンがこうもちゃんと手伝ってくれるとはな）

　パスタの出来を確かく認にんしながらレイジは感かん慨がい深ぶかげに思う。

　最初に食事を振る舞まった時からカナンはレイジの料理をとても喜んでくれていた。そして何度目の時からか、彼女は自然と料理の手伝いをしてくれた。

　器用にフライパンを振りながら、レイジはその過程を思い出す。

　楽しそうに手伝ってくれていたので「自分で料理してみるか？」と聞いたこともあった。

　だがその際の返事は「いや」だった。

　カナン曰いわく『料理をするのが好きなんじゃなく、レイジの料理を手伝うのが好き』とのことで、調理自体に興味はないらしかった。

（どういう違ちがいなのか、いまだによくわからんが……）

　理由をつっこんで聞いたら「レイジが私の為につくってくれるのがいいの！」と、なぜか怒おこられた。

　それ以来、レイジの手伝いがカナンの役目となったのである。

「よし、出来上がりだな」

　カナンと本格的に暮らし始めて十日そこそこだが、『自然に息が合うようになったよなぁ』などと思いながらレイジはレジンガス式の焜こん炉ろの火を止める。

　フライパンごとパスタをダイニングテーブルへ運ぶと、カナンが用意してくれた大皿にそのまま移した。ちなみに今日のメインはキノコと野菜を絡からめたパスタだ。

「うぅうっ、やっぱレイジの料理は美お味いしそう！　いただきま――」

「待て待て、取り分けくらいさせろ」

　カナンが大皿のまま一人で食べようとしたので制止する。

「今日はラディとの戦いもあって腹減ってるのはわかるけど、な？」

「べ、別に食い意地を張ったわけじゃないよ！」

　フォークを握り締めながらという説得力ゼロの格好のまま、カナンが弁解をする。

「私の為につくってくれた料理をすこ～しでも早く食べてあげようとしただけなんだよ！」

「……作り甲が斐いのあることをいってくれるな」

　別にカナンの食い意地を怒っているわけではないレイジは、カナンの皿にパスタを盛りつけながら今日の戦せん闘とうを振り返る。

「今日はありがとな」

　自然に湧いた感謝を口にした。神権をぶつけ合い雌し雄ゆうを決する【神話の再演】の戦いを演じられたのも、そしてその勝利もカナン在ってのものだからだ。

「べ、べつに私がレイジの為に頑がん張ばるのは当然なんだから、そんなことはいわなくてもいいの！　…………でも」

　カナンは少し俯うつむきがちになりながら、ぽつりと洩らす。

「そういってくれると……やっぱりうれしい、かも」

　彼女の照れる仕草にレイジもまた嬉うれしさを覚える。

「なら、良かった……んで、これがカナンの分」

　レイジも気き恥はずかしく、目を伏ふせながら彼女へ皿を渡わたす。

「あ、うん……ありがと」

　頬ほおを赤くする彼女を横目に、レイジは照てれ隠しにテキパキと盛り付けの続きを行う。

　カナンに渡し終えたので、もう二皿。

「これが俺おれの分で、」

　そして、一つを自分の側に寄せ、もう一つをカナン横の席に置く。

「レネの分、と」

「ありがとうございます、です」

　カナンの横の席に座すわる少女――レネがペコリとお辞じ儀ぎをした。

　そこにいるのはサウガウド出身にしてレイジと同じく【神話の再演】の演者、レネ。双ふた房ふさの髪かみ形がたが個性的な彼女が当然のようにちょこんと椅い子すに座っていた。

「ですが……毎度私の分まで用意しなくてもいいのですよ？」

「別に二人も三人もそんなに手間は変わらないからいいんだよ、ねっレイジ」

「カナンがそれをいうか……ま、確かにそうだしな」

　カナンが堂々と言い切り、レイジもそれに乗っかった。それを受けてレネは逡しゆん巡じゆんする仕草をする。

「……ありがとうございます、です」

　そして改めてペコリと頭を下げてきた。

　カナンとのドギマギした感じのやり取りの後だと、レネのかしこまった挨あい拶さつも一服の清せい涼りよう剤ざいに感じられる。

「ん。どういたしまして」

　彼女の言葉を受け取りながらレイジは椅子に座る。

　相変わらず性格や振る舞いは律りち儀ぎだ。けれどもその表情や仕草の端はし々ばしに、最近レイジはやわらかさを感じていた。

　それはレネの態度自体が柔にゆう和わになったのか、レイジがちょっとした機き微びに気付けるようになったのか……多分、その両方なのだろう。

（まぁ、ようやく慣れたってことなのかな、お互い）

　もはやレネが家にいて食事するのを不思議にも思わないが、無論最初からそうだったわけではない。

（最初はホントいったいなんなんだって感じだったな……）




　　　　　◆




　十日前――【神話の再演】のオープニング・バトルの後日、フレアとレネが家を訪ねてきた日をレイジは思い出す。

　一ひと悶もん着ちやくあったあの後、フレアは生徒会の用事もあるというのでなんとか帰ってくれた。レネもそのうちに引き上げるだろうと考えていたのだが……帰らなかった。

　帰らなかったのだ、本当に。

「？　私は帰らないですよ」

「いや……帰らないって」

　レネが帰らないと宣言したここは、ダクダ煉れん瓦が造づくりの年季の入ったレイジの自宅。

　レイジがちらりと古びた窓から外を覗のぞくと、すでに日は沈しずみ切っている。

　昼過ぎに訪おとずれてからレネはまったく去る気配を出していなかった。探さぐりを入れるつもりでレイジが訊きいたら、本当に帰る気がなかったらしい。

「私との【神話の再演】を承しよう認にんしてくれるまでは帰らないです。逆に戦ってくれるのならいますぐにでも帰るですが」

「……そういえば、そんなコト言ってたよな」

　確かにレネはレイジのところに「試合の承認」を求めて来ていたのだ。レイジは彼女の言葉を受けながら、【儀式証オーダー・カード】を取り出す。

　そのカード・プレートを指で撫でると、自分への試合申しん請せい者しやの一覧が現れた。

　開幕の一戦と騒動で有名になったレイジへの申しん請せいが殺さつ到とうし、手元の一覧にはズラリと名前が並ぶ。

　【神話の再演】開始直後ということで誰とどう戦うか迷い、かといってランク上じよう位い陣じんへの挑ちよう戦せんは躊ちゆう躇ちよしてしまう、そんな者たちや他の出方を探る者たちにとって、名が知しれ渡りながらランク下位のレイジは格好の標的なのだろう。

　レネの名前も載のるそのリストを見つめる。そして、少し考え込んでからレネへ答えを返した。

「レネ――悪いが、ちょっと待っててくれ」

「何な故ぜ、ですか？」

　申し訳なさげなレイジの返事に対して、慌あわてもせずレネは端たん的てきに聞き返してきた。

「私とは、戦いたくないですか？」

「いや戦うのはいいんだ……ただ俺はこのリストの順に戦おうと思う」

　ひとまず申請を受け付けない礼れい儀ぎとして、レイジは自分の考えを隠さず明らかにする。けれどもレネはさらに問う。

「……なぜそんなことをしようとするのですか？　そんな必要も利点もどこにもありませんです」

　【神話の再演】のルールでは、自分の神格序列より下位者からの挑戦は受けなければならないが、逆に上位者からの挑戦に強制力はない。ランク下位も下位な現時点のレイジにとって挑ちよう戦せん者しやからの強制力はないに等しい。

　そして、このような上位者から下位者への試合申請は、あくまでも相手への戦う意志の表明にすぎない。正式な試合申請と承認は通常、儀式証を提示し合う対面のみで行われ、認められる。

　故ゆえにいま殺到している対戦希望にレイジが律儀に答える必要は全くないのだ。

「わかってる」

　だが、あえてレイジはその自分への挑ちよう戦せん全すべてを受ける気でいた。

「ここで頂点に立つ気なんだ――戦意を示した相手の誰だれ一人ひとり、避ける理由はないだろ？」

　儀式証を握りながらレイジは不敵に笑ってみせる。

「というワケだから……レネはちょっと待っててくれよ」

「……まったく非効率的な理由、ですね」

「そこは否定しないさ」

　レイジが真っ直ぐな眼まな差ざしをレネへ向ける。レイジの頑かたくなな決意を汲くみ取とってくれたようで、少女は嘆たん息そくとともに頷うなずいた。

「悪いな、ただ戦う時が来たら……」

「――でしたら、それまで帰るワケにはいかないですね」

「…………ん？」

　納なつ得とくしてくれたのだろうと思ったレネの発言に、レイジは自分の耳を疑った。

「戦うべき時が来た時にすぐに戦えるように、ここにいますです」

「…………んんん？」

　レネの言っていることが理解できず、レイジは頭の中で何度か聞いたことを反はん芻すうさせる。

「戦うまであなたの傍にいますですから」

　……だが、どうやら比ひ喩ゆや暗あん喩ゆや言葉遊びではない、らしい。

「いやいやいやいや」

「あなたがそう戦うというのなら従わざるを得ませんです。ですが、そうならばこちらもそれに準じて行動させていただきますです」

「お、俺のせいなのか……？」

　レネの言葉は冗じよう談だんでも脅おどしでもないらしい。自分の勝手な我わが儘ままなだけにレイジも強く言い返せない。

「いや、ずっとここに居るって……俺と戦うまで他の演者とは戦わないのか？」

「はい、です」

「はいです、って……なんでだよ」

　レネはレイジへ試合申請しているが、あくまでも申請だ。レイジと戦うまで他の者と戦っていけないわけではない。

　自分の順番が来るまで張り付いて待つより、ちゃんとバトルをして勲章を稼かせいだ方が実力者にとってはよっぽど効率的だろう。

「そもそも第十三位のレネが俺と戦うこと自体、効率的でもなんでもないしな。そこまで俺にこだわる必要なんて……」

　奇跡を駆く使しする神遺使いレガリアの強さは見た目では測れない。レネも小さく華奢な印象とは裏腹に、神格序列・上位者だった。

「いまの私の任務――最優先事じ項こうはレイジとの実戦調査と監かん視しですから」

「任務……？」

「ですので、それ以上に優先すべきことは無いのです」

「それはどういう――」

「ねぇ！　じゃあレネはレイジと戦えるまでココにいるってコト!?」

　レネの意図がわからず聞き返した声は、横から入ってきたカナンの声に攫さらわれた。

「のわっ、カ……カナン！」

　部屋の整理の為、ちょこちょこと動き回っていたカナンが暇ひまになったのかこちらにやってきた。そして、そのままレイジの脇わきに張り付いてくる。

「はい、です。長期の滞たい在ざいも事前調査と考えればマイナスではありませんです。すぐに戦えない以上、所要時間といえますですから……よろしくです」

「えええ!?　ホントに、ず……ずっといる気なの?!」

「ずっとではありませんです。私の番……リストの九番目ですから大体、目安としては一か月程度でしょうか、です」

「ええええええええええええええええええ」

　具体的な日数を提示され、カナンがさらに大きく声を上げる。レイジはレイジで、自分がリストを見た時にチェックしていたのだろう、レネの観察眼と記き憶おく力りよくに内心感かん嘆たんした。

「そ、それまでレイジと二人っきりになれないってコト？　……そんなのダメだよ！」

「……カナン、別にそれはいいだろ……いや、でも、本気なのか？」

「？　必要であるから必要な手段を取るだけですから……当然だと思うですが」

　覚かく悟ごを問うと、逆にレネに首を傾かしげられた。その仕草と言葉の通り、彼女にとっては気負うまでもなく不可欠な行動のようだった。

「レネ！　どうしても変えないの？」

「はい、です」

「うぅ！　どうしてもどうしても?!」

「はい、です」

　カナンが涙なみだ目になりながら追つい及きゆうするが、レネは動じずに返す。

「どうして――」

「レイジが己を曲げないように、私も任務を全まつとうする為に曲げませんです」

　カナンも食い下がろうとしたが、最後には言葉の途と中ちゆうでバッサリと断言されてしまった。

「な、なぁカナン……」

　本当に泣き出しそうな感じのカナンを、レイジがフォローしようと声を掛ける。するとなぜかカナンからキッと睨まれた。

「レイジが悪い！」

「お、俺が!?」

「そうだよ！　レイジが悪いんだよ、だっていまレネと戦っちゃえばいいじゃん!!」

　いじけた顔でカナンがレネに向けられない文句をレイジへぶつけてくる。

「どうしても戦いたいヤツがいたらそりゃこっちから挑いどんで戦うが……いまはじっくりと戦っていきたいんだよ」

　カナンが言うこともわかるので、レイジは返す言葉に困る。

　だが落ちこぼれとして周囲から歯し牙がにもかけられず過ごしてきたレイジにとって、現在の状じよう況きようは考えられないことだった。故にいま自分に向けられる戦意に対して一つ一つ応こたえたかったのだ。

「レイジのせい！　レイジのせいなんだよ!!」

「うん、……悪い、カナン」

　そのようなやりとりの後、レネはレイジの家にいることになったのである。

　ただ彼女はレイジの世話になるつもりはなく、本当にただ居い座すわるだけのつもりだったようだ。

　だがレイジにとってはそちらの方が逆に居い心地ごこちが悪かったので、要求されたわけでもなく食事を振る舞い、寝ね床どこなどを提供した。

　彼女はそんなことをされる理由はないと最初は断ってきたが、『一いつ緒しよに暮らすか、帰るか』の二択たくを提示したら、あっさり受け入れてくれた。




　……そんな感じで三人での生活が始まったのだった。




「ねぇレネ……まだ帰らないの？」

　レネが同居を始めて三日目。宣言通りまったく帰る素そ振ぶりを見せないレネに、カナンがまじまじと問う。

「帰りませんですよ？」

　レネは首を傾げながら当然のように答えた。夕食を終えたテーブルに座ったまま、二人が見つめ合う。

「うぅっ……なんで帰らないの？　レネ、別になにもしないで、ずっとレイジのこと見てるだけじゃん！」

「それが任務――命令ですから」

　わめくカナンの様子を気にもせず、レネは淡たん々たんと返す。

「私とレイジの時間をジャマして……それ、なんの意味があるのよ」

「命令ですからです。意味など……私には関係ないのです」

「？　じゃあじゃあ、レネはレイジには興味ないってことでいいの？　いいんだね?!」

（あいつら……なにやってんだ）

　食事の後片付けをしながらレイジは、ふたりの会話を眺ながめる。

（でも……だんだんと慣れていってるってコトでいいのかな）

　食事の時に呼べばレネは自然にテーブルに着いてくれるようになり、とげとげしさはまだあるがこうしてカナンもレネに話しかけるようになっていた。

　胸の中でレイジは一人、安あん堵どの言葉を洩もらす。

「別に興味がないわけではないですよ」

「……？　どういう意味？」

　レネの答えがまた予想外だったらしくカナンが眉を顰しかめる。

「レイジ・アドヴェント――神遺物レガシイ無しで神格序列・百位内に到とう達たつしたその規格外の実力イレギユラーには、興味があります……です」

　レネが目線を動かし、こちらを見つめてくる。レイジはこそばゆくなり「それはどうも」と愛あい想そ笑わらいを返す。

　そのやりとりが気に入らなかったのか、カナンがぐいっと身体を動かしてレネとレイジの間に割り込んできた。

「でもさっきここにいるのは命令だっていったよ！」

「その通りです。ここにいるのは任務故です。私の興味とそれとは関係ありませんです」

「？　？　？　……レイジ、レネが難しいコトを言ってくるよ」

「言葉通りの意味なのですが……」

　カナンがこちらをすがるように見つめ、レネがそんなカナンをキョトンと見つめる。

　レイジもレネの言葉が少し引ひっ掛かり、真意を知りたいと思った。だがカナンの涙目に気け圧おされ、レイジは空気を変える為ために言葉を投げた。

「食事も終わったんだから、どっちかから風ふ呂ろにでも入ってきたらどうだ？」

　首を軽く振りながらレイジは風ふ呂ろ場ばの方を親指で示す。するとカナンはしぶしぶといった風に椅子を下りた。

「……わかったよぉ。じゃあレネも一緒に行こう」

「私も、ですか？　なぜです？」

　さらりとカナンに誘さそわれてレネが聞き返す。するとカナンはジト目をレネへ向けた。

「……レネ、昨日レイジと一緒に入ろうとしてたでしょ」

「そうですね、お風呂に入るように言われたので、です。レイジもまだのようだったので、一緒に入れば私もレイジの監視を続けられますので効率的ではないですか」

「いや、効率的と言われてもな……ダメだろ」

　無む茶ちやな誘いをされたことをレイジは思い出す。もちろん断ったのだが、いまも『なぜ？』という顔をレネがこちらへ向けていた。

「なぜダメなのですか？　どうせだったらカナンも一緒に済ませてしまえば、さらに――」

「な!?　だ……ダメだよっ！」

　言葉の途中でカナンがダメ出しをする。

「お風呂は好きだけど、そんなレイジと一緒なんて……」

　呟きながらカナンはチラリとレイジを見る。そして、こちらと目が合った瞬間にバッと目を逸そらした。

「レイジ、やっぱりそんなのダメ……っ！　む、ムリだよっ！」

「な……なんで俺が誘ってる感じになってるんだよ！」

　顔を赤くするカナンに釣つられてレイジも顔を熱くしてしまう。色々と想像しかけてしまい、レイジは慌てて自制する。

「……確かに三人だと狭せますぎて逆に効率悪いですか」

「そ、そうだよ！」

　ダメな理由はまったくそんな理由ではないのだが、わたわたするカナンはレネの言葉に『うんうん！』と勢いよく同意した。

「だから…………そう！　間を取ってレネは私と入るの！」

「いえ、二人でなのでしたら私は監視も一緒に済むレイジと……」

「私となの！　レイジとは…………ダメなのっ！」

　なぜかカナンはレイジにきつい眼差しを送る。

「どうして俺が睨にらまれるんだ……」

　どの間が取られたのかはわからないが、とにかくカナンが最初に提案した流れになったらしい。

「……これなら私が入ってる時にもレネとレイジが二人っきりになっちゃわないし……うん、これからレネは私と入るんだよ」

　自分の考えを反芻するように言いながらカナンは、レネへそう諭さとした。

「それがこの家のルールなのですか？」

「るーる？　……うん、そう！　いまからそうなんだよ！」

「了りよう解かいしました、です」

　カナンからの無茶というか我儘な提案に対し、レネは素す直なおにコクリと頷く。

　するとカナンは一仕事成なし遂とげたようにエヘンと無い胸を張って見せてきた。

「レイジもわかった？」

　天真爛らん漫まんな笑みに対し、レイジも素直に頷いて見せた。




　　　　　◆




（一緒に住んでると色々あったが……あれからもう十日なんだよな）

　レネが居座るようになった経けい緯いとこれまでの日々を思い返したレイジは、並んで座るカナンとレネの二人を眺める。

　当初はどうなることかと懸け念ねんしたのだが、二人はすっかり打ち解けていた。

（あと……予想外に助かったこともあったんだよな）

　そもそもカナンとの生活もなし崩くずし的に始まった為、レイジは美少女なカナンと二人っきりだといまだに緊きん張ちようしてしまう場面が多々ある。

　レネも十分に美少女なのだが、二人きりではなく第三者がいてくれると……非常に気が楽なのだ。

　風呂とか着き替がえとかでの無防備すぎるカナンを思い出し、記き憶おくだというのに焦あせる。

（いや二人っきりになったら、なにかあったりなにかするワケじゃないけどさ）

　思わず広がりそうになる妄もう想そうをレイジは振ふり払はらった。

「？　どうしたのレイジ？　なんか考え事してたみたいだけど」

「い、いや、それより食べよう！　冷めちまうからな」

「？　？」

　思わず上うわ擦ずったレイジの声に、カナンがキョトンと見つめてくる。レイジは深呼吸してから食事を始めた。

　怪け訝げんな表情をしていたカナンだったが、一口食べると食事の方に夢中になってくれた。ぱくぱくとテンポよく食べる様は見ていて心地ここちがいい。

「うん、旨うまいな」

　レイジも食べてみて、自分の料理の出来に頷く。元々自じ炊すいはしていたのだが、人に食べてもらうとやりがいが違った。

　自分ひとりの時は適当につくっていたのだが、いまは旨いと思って貰もらえる料理をつくろうと色々考えていた。

　そんなレイジの目に、静かにパスタを口にするレネの姿が映る。

　特に感想も漏らさず、淡々と食事をしている――風に見える。

　一見そう見えるのだが、実はそうではないとレイジは気づいていた。

　カナンのように明めい瞭りような表現ではないが、彼かの女じよも食事の時などはわずかに頬をゆるめ、喜んでくれているのだった。

　一緒に過ごすうちにレイジは、レネの微び妙みような心情に気付けるようになっていた。

　そしてさらに最近では、彼女の表情の変化自体もわずかずつだが大きくなっているように思える。

　つまりレネ自身がこちらに対して少しずつ心を開いてくれているのかもしれない。

（これは正直……嬉しいかもな）

　食べている人が喜んでくれている、というのは料理のし甲斐がある。二人の笑みを見ながら、レイジも自然と頬がゆるんだ。

「なぁ、レネは好きな料理とかないのか？」

　食事風景を眺めながらレイジは今後の参考になればと思い、ふとレネに話しかける。すると彼女は首を傾げ、こちらをキョトンと見つめ返してきた。

「好きな料理……ですか？」

「あ、ああ。俺、そんなにヘンなコト聞いたか？」

　軽い問いかけのつもりだったのだが、予想外にレネは真しん剣けんに吟ぎん味みするように俯く。それからしばらく考え込んでから彼女は顔を上げてきた。

「すみませんですが……わからない、です」

「へ？」

　ようやくの答えはなぜか謝罪を伴ともなっていた。

「普ふ段だん食事を摂とる際にそういったことを勘かん案あんしたことがないのです。ですから……わからないのです」

「そ、そうなのか？　俺んちの他ほかだと食事はどうしてたんだ？」

「大半は学生食堂などです。それ以外は栄養のバランスを考えて、必要な食材を必要量摂っていますです」

「しょ、食材……うん、いやでも食堂とかで好きなメニューとかは……？」

「？　その時、必要な栄養が含ふくまれているものを選びますですが？」

「…………そうか。なんかわかった」

　いまの答え方から、どうやらこの少女はホントに好すき嫌きらいなどではなく、要不要でメニューを決めているらしかった。彼女のことだから必要な栄養素はしっかりと摂っているのだろうが。

（けど……実際、そこまで割り切れるものなのか？）

　レネの極きよく端たんな食生活にレイジは驚おどろきというよりも戸と惑まどいを覚えた。

「私はレイジの料理が好きだよ！」

　困こん惑わくの最中、早くも全部食べ切ったカナンが唐とう突とつに会話へ加わってきた。

「いや、うん……ありがとな、カナン」

　カナンの答えも微妙にレイジが求めているものとは違ったが、レイジは笑えみを返す。カナンは「へへっ」と照れ笑いを浮うかべてから、そのまま横のレネに問いかけた。

「レネもレイジの料理は美お味いしいでしょ？」

「それは…………はい、です」

「だよね！　レネもいつも美お味いしそうに食べているもんねっ」

　レネの答えにカナンが満足そうにニッコリと微笑ほほえむ。どうやらカナンもレネの表情にちゃんと気づいていたらしい。

「そうでしょうか？　……です」

　感情の起き伏ふくを指し摘てきされたのが恥はずかしいのか、レネの頬がわずかに赤くなった。そんな可か愛わいらしい反応をするレネへカナンがさらに追い撃うちをかける。

「そうだよ！　でさ、レイジの料理の中で一番美お味いしかったのは？」

「？　あの、その…………あ……えとシチュー、ですか？」

　答えはなぜか疑問形だった。多分、本当に咄とつ嗟さに思いついたものを答えたのだろう。

「やっぱり？　あれは美味しかったし、レネもおかわりしてたもんね！」

「シチューっていうと……あれか、あのチーズシチューか？」

　二日前にラヂスタ産の旨いチーズが手に入ったので、それを使ったホワイトシチューが晩飯だった。

　カナンも旨い旨いと食べてくれていた。そして、そういえば……とレイジは思い出す。

（あの時、カナンがレネにやたらとおかわりするように言ってたよな……）

　どうやらあれはレネの反応を読んでのもので、カナンが自分の好みで無理やり勧すすめていたのではなかったようだ。

「だったらそれがレネの好きな料理なんだよ」

「これが私の好きな料理……なのですか？」

　カナンにビシリと断言され、レネがあからさまに反応に困っている。レネがこちらに確認するように視線を向けてきた。

「ん～、レネはもう一度、それを食べたいと思うか？」

　そんなレネを助けるつもりでレイジが訊く。

「……そうですね」

　ゆっくりと考えた後に、レネは頷く。

「はい。もう一度、食べてみたいです」

「――……その気持ちが答えでいいんじゃないか？」

　彼女はこんなたわいない質問に真しん摯しに答えてくれた。レネの純じゆん粋すいさを愛らしく感じ、次の時はもっと彼女を喜ばせたいとレイジは思った。

「今度またつくるから、期待していてくれよ」

　それから食事を再開しようとした時、ふと彼女の独り言が耳に届く。




「……わたしの、すきなもの」




　　　　　◆




「そろそろ寝ねよう、レネ！」

「了解です、カナン」

　風呂上がりのカナンに手を引かれ、レネは寝しん室しつにやってきた。

「ふぅ……お風呂はダメだけど、寝るのならレイジも一緒でいいのに」

　風呂上がりで濡ぬれた髪かみをタオルで拭ふきながら、カナンが愚ぐ痴ちる。一緒に寝ようとレイジを誘い、断られるというのは毎夜の恒こう例れいだった。

　家に一つだけのベッドはカナンとレネが一緒に使っている。レイジはいつもソファを使って寝ていた。

「すみませんです。お二人の邪じや魔まを私がしてしまっているですよね」

　多分、三人で寝るには狭いのでレイジが遠えん慮りよしているのだろうと、レネは理解していた。レネは別に床ゆかで寝てもかまわないのだが、来た初日の夜にそうしようとしたらレイジとカナンの二人から全力で止められたのだ。

　カナンの不満の原因は自分だと思ったので、レネは謝あやまる。

「レネじゃなくて来てくれないレイジが悪いんだよ。それにレネといるのも楽しいからレネは謝んなくていいよ！」

「？」

「レネはこうして一緒にいたりするの、楽しくない？」

　言われた言葉の意図がわからずレネがキョトンとしていると、カナンがおずおずと訊いてきた。

　答えを乞こわれ、レネは真剣に考える。

「……そう、ですね」

　カナンたちと一緒にいること……つまりここに来て過ごした日々を想おもい返し、レネは胸の中にあたたかいものを感じた。

　そして、ふと自分の頬が緩ゆるんでいることに気付く。

「レネもよく笑うようになったよね」

「……そうですか？」

「いまも笑っているし」

「……私が笑っている、ですか？」

　レネは自分の顔に手を当てる。この頬のほころびがカナンの指す〝笑み〟なのだと、そこでようやくレネは理解する。

　そうだとすれば、確かにレネはこの家に来て、彼かれらと暮らすようになってからよく笑うようになった気がした。

「そうだよ、レネっ！」

　こちらの手ごたえのない反応をもどかしく思ったのか、カナンはレネの腕うでを強ごう引いんに引っ張って一緒にベッドに倒たおれ込ませる。

　ぼふっとベッドに二人して沈み込んだ。

　レネとカナンはそのまま布ふ団とんの感かん触しよくを楽しむ。しばらくしてレネが天てん井じようを見たままだった視線を横に移すと、間近にカナンがいた。

　カナンもこちらを見ていて、視線が合うと彼女はやわらかく微笑む。その顔に、レネの表情もつられてしまう。

「こうしていると昔の……ミオのことを思い出す、です」

　そしてごく自然にレネは言葉を零こぼす。胸に湧わいた想いを、唇くちびるが無意識の内に紡つむいでいた。

「……ミオ？」

「その……妹、みたいなものです」

　カナンが興味深げな眼差しをこちらへ向けてくる。

「妹……みたい？」

「はい、です。ミオは年下の、一緒の施し設せつで育った娘コなのです。こういう風に彼女と一緒に寝ていたのを思い出したです」

「へぇ……」

　途中、カナンが物もの憂うげな返事を洩らす。

「？　どうかしたですか？」

「あ、ううん！　ごめん」
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　不思議に思ったレネが様子を窺うかがうと、カナンが慌ててワケを言ってくる。

「私には記憶がないからさ。レネのそういうのいいなぁって思っちゃったっていうのかな？　……ほら、懐なつかしむとかの感覚がわからなくてさ」

　少し照れるような仕草をしながら、カナンが自じ嘲ちよう気味に笑った。

　カナンにはレイジと出会う以前の記憶がないらしかった。普段は記き憶おく喪そう失しつのことを気にしているようには見えなかったが、やはり本人の中でなにも感じていないということではないようだった。

「私の過去…………――どうだったんだろうな」

　視線を逸らしながら、誰だれにでもなくカナンが呟つぶやく。

　その瞳ひとみには不安の色が混じっていた。

　ただその不安が『なにがあったのかという過去そのもの』に対してなのか、『記憶を知らないという状態』に対してなのか、レネにはわからない。

「それは……」

「でもいまはレイジがいるからいいんだ！」

　自分で自分の不安を吹ふき飛とばすように、カナンが一ひと際きわ明るい声を上げる。同時に勢いよくぐるりと姿勢を変え、うつ伏ぶせでベッドに沈んだ。

「過去よりもレイジといま一緒にいられるコトが大切なんだから！」

「……そうなのですか？」

「そうなの！　って、なんか急に眠ねむくなっちゃった…………もう寝ちゃお、レネ」

「……カナン？」

「…………………………すぅすぅ」

　レネがカナンの顔を覗きこむと、本当にもう寝てしまっていた。ただカナンがいきなり落ちるように寝ね入いるのは毎度のことだった。

　レネはしばらくカナンの寝ね顔がおを眺めた後、丁てい寧ねいに彼女へ布団をかける。そして、自分も静かにベッドに入った。

　横になりながらレネは一日のことを振り返かえる。こうして就しゆう寝しん前、起きた出来事を整理するのがレネの日課だった。

　最近はやはりレイジとカナンの二人のことが中心で、今日もまた二人について思う。

　レイジとカナン……二人はよく似ていた。

　彼らは、自分自身に対して真まっ直すぐなところが、似ていたのだ。

　――自分の心に対し、躊躇ためらいがない。

（それに対して私は……――）

　好きな料理を聞かれて戸惑った自分を思い出す。

（あれは料理でしたが……他のことだったら私はなんと答えたのでしょうか、です）

　――状況や事実を整理し、理解することはできる。

　――けれども自分が好きなことや大切なことは、どう考えればいいのか。

　――私にとって大切なものとは……

　いつの間にか思考は、自問へと切きり替かわっていた。

　ぐるぐると、答えの出せない問いを自分へ問い続ける。

　そんな自分の心に気付き、レネは頭を振った。

（なぜこんな不要なことを……任務外のことに労力を割さく必要は無いです）

　己おのれの意思を説とき伏ふせ、レネは瞳を閉じる。




（私は――……）

　それでも湧わく心を閉ざすように、レネはそのまま無理やりに眠りについた。




　　　　　◆




　翌朝の通学路。まだ早く閑かん散さんとした街中の道を、レイジはいつも通りに歩く。その横にはカナンがピッタリと寄より添そい、反対脇にレネがいた。

　三人での通学はすでに日課になっていた。

　カナンとレネの会話を聞きながら、レイジは晩飯について考える。

　昨日言っていたホワイトシチューを作ろうか、ただあれはラヂスタ産のチーズがあってこそだと考えると別のものにすべきか……などと頭の中でこね繰くり返していると、いつの間にか学園校舎が見えてきた。

「――レネねぇ様！」

　その時、唐突に声がかけられた。レイジがレネを見ると、彼女は表情一つ変えずに、静かに声の方を振り向むく。

　そのタイミングを見計らったかのように、レネの身に声の主が跳とび込んできた。

「――！」

　突とつ然ぜんの乱入者にレイジは何事かと咄嗟に身構える。

「レネねぇ様、レネねぇ様～～!!」

　だが次いで聞こえてきた声こわ色いろに、拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

「レ、レイジっ！」

　横で驚くカナンを庇かばいながら、レイジは改めて様子をみる。するとレネに抱だきついていたのは……愛らしい少女だった。

　そんな女の子が両りよう腕うでをしっかりとレネの身体に絡からませ、これでもかと顔をすり寄せる。

　こちらの空気もなにもお構いなしのアプローチだった。

　レイジは事態がわからずに困惑する。

　けれどもレネはそんな強引な接せつ触しよくを、茫ぼう然ぜんとするでも慌あわてるでもなくしっかりと受け止めていた。そして、しばらくしてもう十分かと判断したのか、レネは慣れた仕草で相手の腕を器用にほどき、距きよ離りを置かせた。

　改めてレネと少女が向かい合う。

「……相変わらずですね、ミオ」

「はい！　レネねぇ様も相変わらずお美しくてなによりです！」

　そして、やっとお互たがいに言葉を交かわす。

　ようやく空気がひと段落したようでレイジも一息吐ついた後、改めて現れた少女を見やる。

　可愛らしいその少女は、小こ柄がらなレネよりもさらに一回り小柄で、学園の制服の上にショートコートを羽織っていた。

　髪はレネと似た綺き麗れいな銀色だが、長さはスッキリとしたショートの為、一見して両者の印象は異なる。

　ただなにより一番の違ちがいは、明るく感情豊かな雰ふん囲い気きだろうか。

（どこかしら……レネにやっぱ似てるよな）

　そんなことをレイジが考えている間も彼女らは会話を進める。

「【神話の再演】直前の帰国でしたのでどうなるかとも思いましたが……ようやく戻もどれたのですね」

「うぅっ、心配をお掛かけして申し訳ありません！　でもレネねぇ様にそんなお言葉を貰えるなんて望外の喜びです！　嬉うれし過すぎです!!」

　あくまで冷静なレネと少女の温度差が激しい。だが二人にとっては普ふ通つうのことのようで、二人とも相手の調子に合わせたりせずに続ける。

「で、もう調整は……万ばん全ぜんなのですか？」

「あ……ハイッ！　自分の【追加調整アド・オン】は無事完かん了りようしました！　開幕には間に合いませんでしたが期待してくださいませ。遅おくれはすぐに取とり戻しますから！」

　美少女はビシッとポーズ付きで宣言してみせた。

　レネは彼女の返事に満足したようで、無表情のまま頷うなずきを一つ返す。それからレネはくるりと身を動かし、レイジたちの方を向いてきた。

　そして、一言。

「ミオ、です」

　あまりに簡素だったため、レイジは一いつ瞬しゆん唖あ然ぜんとした。だが一拍ぱく置いてレネの発言を理解する。

「ミオ……それがこの娘の名前ってことでいいのか？」

「はい、です」

　コクリとレネが頷く。

「ミオ？　そのコがミオなの？」

　心当たりがあるらしく後ろに隠かくれていたカナンがひょっこり顔を出し、声を上げてきた。カナンに対しレネはコクリと頷きを返した。

「……だ、誰ですか、コイツらは!!」

　次いで声を上げたのはミオだった。どうやらこの少女はレネ一人しか視界に入ってなかったらしく、いまさらこちらの存在に気付いたようだった。

「レイジと、カナンです」

　そんな彼女に対して順々に掌てのひらを向けながら、レネが彼女らしい簡素な紹しよう介かいをする。それだけで誰かわかれというのは酷こくかと思った。

「なるほどコイツと……このコですか」

　だがミオはその言葉を受けて、こちらとカナンを見つめながら眉まゆを顰めた。その様子がひっかかり、レイジはレネに彼女のことを訊きく。

「なぁ、名前はわかったけど……その子はなんなんだ？　なんかカナンは心当たりがあるみたいだけど」

「ミオのことをちょうど昨日、カナンには話していたのです」

「レネねぇ様、そんな者に私の紹介などいりません！」

「ミオ・クリスタニア――私と一緒のサウガウド出身の生徒で、神格序列は二十七位です」

「あ、あの……ねェ様？」

　なぜか敵対心全開のミオの言葉を無視して、レネが丁寧に説明してくれた。

「なるほど……それはつまり」

　神遺使いの頂点を決める【神話の再演】は、神格序列・上位百名で行われる。

「はい、です。私たちと同じ【神話の再演】の演者、というわけです」

「レ、レネねぇ様ぁっ!!」

　ミオの少し涙目での訴うつたえかけを、レネは「？」と首を傾かしげて受け流す。

「クリスタニアって……二人は同じ苗みよう字じなのか？」

「えぇ――」

「なにレネねぇ様に軽々しく声をかけている!!」

　ミオはめげずにこちらへ噛かみついてくる。

「ねぇ様が魅み力りよく的てきで蠱こ惑わく的てきだからっておこがましい！　話したかったら話しかけられる機会をただただ待ってなさい、一生無いでしょうけど！」

　こちらをあしらうようなポーズまで付けて、ミオが言い切る。だが当のレネはあっさり口を開いてくれた。

「少し説明が要いりますですね」

「あ、あれ？　ねぇ様??」

「私たちは二人とも【連合軍事機構ソリツド・ステイト】の出なのです。そこのクリスタニア研究所で幼少より育てられ、出国の際に便べん宜ぎ上、そこの名を使わせてもらったのです。出自を示す、ある種の識別子ＩＤと思ってもらった方がわかりやすいでしょうか、です」

「【連合軍事機構】……ってコトは、レネもミオも軍属ってことなのか」

　彼女が軍属だと聞き、レイジは『なるほど』と妙みように納なつ得とくした。レネが纏まとう、少し変わった空気感は貴族や王族が持つものとは異なると感じていたからだ。

「ねぇレイジ……かいせつ」

　一人頷いていると、横のカナンが袖そでを引っ張ってきた。

「えーとだ、ミドガルド大陸を支配する三大国家のうちのひとつがサウガウド連合だってのは覚えているか？」

「う、うん」

「それでそのサウガウド連合っていうのはな……」

　記憶喪失なカナンの為に、レイジはざっくりと理解の前提となる知識を解説する。

　【サウガウド連合】は三大国家の中で最も成立が遅おそい勢力だった。

　いまでこそ三大国家の一角を担になう【サウガウド連合】だが、元々トゥルーズ王国、カディグナーグ皇国の大国化に圧され、巨きよ大だいな一国家を持たなかった東方地域の国々が同盟関係を強化する過程で生まれたものなのだ。

　『中小国家の大国への対たい抗こう』という目的から生まれた為、形式上一つの国家としての統一はなされず、現在でも『国家の連合』という体てい裁さいになっている。

　異なる思想やバラバラの利害、それぞれの歴史を持ち、単なる協調と同盟だけでは纏まらない国家群を、【連合軍事機構】という軍事力統とう括かつ組織が武力を背景に、各おの々おのの国家枠わくを残したまま一定の連帯と秩ちつ序じよを与あたえていた。

「そっか……レネとミオは姉妹じゃないけどずっと一いつ緒しよに育って、同じサウガウドってトコの同じ組織から来てるから同じ名前ってことだよね。うん、わかった！」

「うん……大筋は間ま違ちがってない、よな」

　かなり要約されているが、カナン本人的には納得しているようだった。

「でも外見的に似てるから俺おれも最初は姉妹かと思ったけど」

　そういいながらレイジは、レネとミオの二人を見やる。

　すると、レネが付け足すように言ってきた。

「本当の姉妹ではないです。ですが幼いころから一緒に過ごしてきたですから……そう思ってもらっても構わないです」

「昨日、妹みたいっていってたもんね、レネ」

「な、なんて嬉しいお言葉！」

　乏とぼしい表情からはわかりづらいが、レネの言葉はミオへの確かな親愛を感じさせる。

「不出来な身ですがレネねぇ様の妹として恥じないよう、ミオは使命に準じます！」

　ただミオの方は姉妹とかの親愛レベルを飛び越こえていそうだった。

「ん？　けどそういえばミオは最初の説明会ガイダンスの時、いなかったよな？」

　ふと浮かんだ疑問をレイジは口にする。こんなミオがあそこにいたら確実にレネの横にいたはずだ。

「ふんっ、別にあなたにいうことではな――」

「彼女はあの時、この学園自体にいなかったのですよ」

「学園自体に……？」

「はい、です。【連合軍事機構】に呼ばれて帰国していたのです」

「レ、レネねぇ様～、ぐぐぐぅ貴様、余計なことを!!」

　ミオはレネに不満をぶつけられないからか、レイジをギロリと睨んできた。

　やたらと突つっかかってくるミオにどう反応したらいいか困り、レイジは視線を逸らしつつレネへ再び質問を投げた。

「なるほど……でもこんな時期にか？」

　空に浮かぶこの【神しん殿でん都市】への出入りは厳しく規制されている。下のミドガルド大陸との往来は都市自治を担う【神卓機関】が管かん轄かつし、都度その許可がなければ行えないのだ。

　さらに【神話の再演】の参加者が時期的にも行うべきこととは思えない。実際彼女は十日間程度、試合期間をロスしているのだから。

「彼女の神遺物は、軍仕様の特別製スペシヤルなのです。その調整に帰国が必要だったのです」

　レイジが抱いた疑問の意味を察して、レネが答えてくれる。

「彼女は私を褒ほめてくれるですが、ミオの方が重用されているのですよ」

「そんな！　そんな良いものではありません……レネねぇ様のような類たぐいまれなる素養がないから、要らぬ手間をかけてもらっているだけです！」

　敬愛する姉に褒められ、ミオがわたわたと言葉を否定する。ただレイジは彼女らのやりとりよりも、ある単語が引っかかった。

　軍仕様の特別製――の、神遺物。

　サウガウドは三大国家の中でも神遺技術の軍事研究に最も積極的だと聞いたことがあった。国力のバロメータともいえる神遺物の保有にも特に熱心で、色々ときな臭くさい噂うわさも耳に入っていた。

　……とはいっても平民のレイジに事の真相はわからない。いまそれを二人に訊くのもヤボだろう。レイジはわずかな警けい戒かい心しんを胸にしまい、思考を切り替えた。

「第二十七位という体ていたらくな自分には、そんな褒めてもらう資格なんてありません！」

「なんかレイジ……間接的にヒドいコトいわれてない？」

　まだミオは照てれ隠しの暴言を続けていた。そして、なぜかカナンに慰なぐさめるような眼まな差ざしを向けられた。

「……俺はそういうの気にしないっていったろ」

　カナンのからかいをレイジがあしらう間も、ミオの発言は止まらない。

「すでに第十三位者に就つく実力！　銀妖精とも謳うたわれる美び麗れいな容姿！　軍への気高き使命感！　なにをとっても私が敵かなうものではありません!!」

　さらにミオの過か剰じようともいえるレネへの賛辞がヒートアップしていく。

「いえ誰も彼もが敵うハズがありません！　レネねぇ様こそ今回の【神話の再演】の頂点たる【全一の極者】にふさわしいのですから!!」

　そして言い切った勢いでミオはそのままレネに抱きついた。

「……それがやりたかったのか？」

　オーバーなスキンシップにも思えるが、レネは照れも慌てもせずちゃんと彼女を抱きとめて、頭を撫なでる。

　その行動に感化されたのか、なぜかカナンがレイジにひっついてきた。

「お、おい！　これはどういう対たい抗こう心しんなんだ……？」

「なんとなくだからいいの！　気にしないの！」

　気にするなといわれても、レイジはレネみたいに冷静に頭を撫でることなどできない。

　何度やられてもこの感触や体温を無視することはできず、緊張する気持ちを「どうすればいいんだよ！」とレイジは胸の中でひとり愚痴った。

「ところでレネねぇ様、どうしてこんな輩やからと一緒に登校を？　それに一刻でも早く会えればとねぇ様の宿舎へ訪ねたらいらっしゃらなかったですが……」

　ミオがふと思い出したように、伺う。

「それはすみませんです。彼の家にいたものですから」

「…………え？」

　レネのあっさりした答えを受け、ミオがあからさまに固まる。レイジはなぜか背中に悪お寒かんが走った。

「いまの私の最優先事じ項こうはレイジとの実戦データを得ることとそれまでの監かん視しです。彼と戦うまでの期間、監視調査のために傍にいるのです」

　レネ的には丁寧に説明しているつもりのようだが、ミオの疑問の表情は晴れない。

「浅せん薄ぱくな身で申し訳ありませんがレネねぇ様……えと、その、つまりどういうこと、なのですか？」

　悩なやんだ末なのだろう、ミオは大変申し訳なさそうにレネへ聞き返す。

「そうですね……」

　レネは少し考え込んでから角度を変え、端たん的てきに答える。

「つまり、私はいまレイジと一緒に住んでいるのです」

　その言葉を聞き、ミオはなぜか大きくゆっくりと無言で頷いた。それから小さく「なるほど」と呟く。ようやく彼女の中で事情と状じよう況きようを理解できたらしい。

「なるほどなるほど、彼を監視するために同居……一緒に住んでいる……と、うんうん」

　ゆっくり丁寧に喋しやべっているとようやく感情が追いついたのか、彼女の声量が一気に跳はね上がる。

「ねぇ様がお、男の家にーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー?!」

　ミオの声は校舎前の広場一帯に響ひびき渡わたった。登校中の生徒たちが何事かとこちらを注目する。

「れ、レネねぇ様の任務は無論存じておりました……そして気高いねぇ様には役不足な任務だとも。ですがですが、そんな役不足な任務をも全力で担おうとするその責任感、使命感こそがレネねぇ様の姿勢だとは思います……ですが、ですが！」

　先ほどの大音量とは打って変わって小声でミオが囁ささやき始める。だが次し第だいに声のトーンが再び上がっていく。

「こんな風に幼女を侍はべらす男の傍にレネねぇ様が……それも一つ屋根の下にいたなんて！」

　ビシリとこちらを指さし、ミオが叫さけんだ。

「侍らすって……あのな」

　レネに抱きつく自分のことは無視して、ミオがこちらをギロリと睨にらむ。

「任務を全まつとうしようとするレネねぇ様をたぶらかした罪は万ばん死しに値あたいします！　わかりますか!?」

「いやちょっと待て……どこからツッコめばいいんだ？　そもそも俺の監視ってのが、」

「問答無用！」

　問われたのでレイジが訊き返したら、バッサリと切り捨てられた。なんとなく空気から察してはいたが、聞く耳はないらしい。

「私のレネねぇ様がこんな男の手に……うぅ！　せめてもの情けとして、レネねぇ様をどうこうしようとした咎とがを償つぐなわせてあげます、メッタメタのボッコボコです！　……――さぁ、いますぐ私と戦いなさい!!」

「戦えって……――って、おいおい！」

　すでに何度も驚いていたが、それでもレイジは驚きの声を上げてしまった。

　どれだけヒドイ罵ば倒とうだったとしても言葉は言葉だ。

　だが、いまのミオは言葉とともに握にぎりしめたアミュレットをこちらに翳かざしていた。

　アミュレットに嵌はまる翠みどり色の宝玉――それは【神遺物】だ。

　【神遺物】――それは、この地を去りし神々が遺のこしていった残ざん滓しにして、奇き跡せきの結けつ晶しよう。才ある者は結晶に刻まれた神性情報を引き出し、神の権能を己が力として――【神遺虚構グラフイツクス】として顕あらわすことが出来る。

　神遺使いを育成するルディフォウン学園に通うミオは当然、その使い手【神遺使い】だ。彼かの女じよが神遺物を翳すということ。それはつまり威い嚇かくでも誇こ示じでもない。

　――彼女の宣戦布告は、本物ということ。

「――ミオ！」

　さすがにレネもやり過ぎだと思ったのか、制止を叫ぶ。だがミオは逆にレネから身を離はなし、しっかりとこちらと対たい峙じする態勢を作る。

「こっちはインターバル中だってのに……！」

　【神話の再演】では一戦毎ごとに、演者へ三日間の休息期間インターバルが設けられている。これには不当な連戦防止の意味もあり、勝敗や怪け我がの有う無むは関係しない。

　昨日ラディと演じたレイジは当然その期間中だ。だが、ミオはそんなことも知らず、多分説明しても関係なく止めてくれないだろう。

　レイジは咄嗟にカナンを抱かかえて距離を取った。

　同時に周囲を確かく認にんする。場所は学園校舎前の広場――幸か不幸かバトルフィールドとしては十分な面積があった。

「神遺物を出したんだ、冗じよう談だんじゃ済まないぞ！」

「別に不意打ちなど狙ねらっていませんから心配しないでください」

　焦あせるこちらを茶ちや化かすようにミオは端たん然ぜんと構える。

「私は堂々とあなたを排はい除じよしたいだけですから……ちゃんと戦いの準備を整えて下さい。ゆっくりと待ちますから」

　背中にぞわりと寒気が奔はしり、レイジの第六感が彼女の神遺物との同調を悟さとる。

　それによってレイジは彼女の本気を察し、覚かく悟ごを決めた。

　だが、レイジの覚悟をよそに、ミオの神遺物が輝かがやき出すことは無かった。




「ダメよ、ミオ――そういうことしちゃあ」




　どこからか届いた、軽けい妙みような一言。

「……っ!?」

　だがその声に、ミオがあからさまに動どう揺ようする。同時に彼女だけではなく、この場一帯の空気が張りつめる。

　本能的にレイジは声の主を探し、周囲に目を走らせた。見るといつの間にか自分たちの周りに生徒達たちが人だかりを作っていた。

　レイジの視線はすぐに止まる。皆みなが警けい戒かいし距離を取る中、ただ一人こちらへ近づいてくる人物がいたのだ。

　確証はないがその人物――女性が声を投げた者だと確信する。

　辺りの生徒もその者に気付く。すると「おい、あれは！」「なんだなんだ？」「女じよ帝ていだ！　女帝！」などのざわめきが起き、騒さわぎの元であるこちらより注目を集めていった。

　どこか粗あらい印象を与えるシャギーがかった髪かみ形がたの、長身美麗な女性。

「レイジ……」

　その人物を見て、カナンが少しか細い声を出す。レイジの背中に身を隠し、どこか警戒しているようだった。

「どうしたんだ、カナン」

「あいつ、黒くろ髪かみと同じ感じがする。多分、強いよ……あんまり近寄って欲ほしくないかも」

「強いか……それは間違いないだろうな」

　彼女の力量を察したのだとすれば、カナンの怯おびえは当然とも言えた。なぜならばカナンが直観した黒髪の人物に、ある意味最も近しい存在なのだから。

「それに…………なんかまたキレイな人だしさ」

「ん？」

「な、なんでもない！　でも気を付けてよ！」

　カナンの言葉に無言で首しゆ肯こうし、レイジは改めて美女を見やる。

「私の邪魔をするんですね……――」

　彼女は、学園でも二番目に有名な人物。

「――バレッタ・ソリッドステイト!!」

　その人物は、神格序列にして第二位者、バレッタ・ソリッドステイトその人だった。

　自身の動揺を取り繕つくろう為ためにか、ミオは一際大きな声で叫んでいた。同時にミオはバレッタを鋭するどく睨みつけるが、彼女はそれを微び笑しようで受け流す。

「そんなに怖がんなくていいから」

「こ、怖こわがってなどいません！　いったい誰が誰に怯えるのですか!?」

「ハハ、相変わらず可か愛わいいコト、可愛いコト」

　喋りながらバレッタはミオの前へ悠ゆう然ぜんとやってきた。眼前に立たれたミオは、慌て気ぎ味みにすぐさま離れようとする。だが、バレッタがそれを許さない。

　一いつ瞬しゆんのうちにバレッタは、神遺物を握るミオの右手を巧たくみに掴つかんでいた。

「――!?」

「逃にげない、逃げない。私はいまさっき第十八位者と戦ってきたトコで、戦えないの。私からあなたに手は出せないから、ね？」

　事もなげにバレッタが言ってのける。

　だが語られたことは、『なるほど』と相あい槌づち一つで受け流せるようなことではない。

　事実上、不動である神格序列十位内を抜ぬけば、それに次ぐ実力者であるハズの十番台の強者と彼女は戦ってきたというのだ。

（あの様子で負けてるハズもないだろうが……それにしても、だ）

　バレッタは第十八位者との戦いの余よ韻いん……わずかの疲ひ労ろうもこちらに感じさせない。それが暗に示すのは第二位者の絶対にして圧あつ倒とう的てきな実力だ。

　しかし当の本人にそれを誇示するような気配はなく、軽くミオをからかう。

「私を嫌きらってるのはわかるけど同郷同士――姉妹みたいなモンじゃない。そう邪じや険けんにしなくてもよくない？」

「あなたみたいな野の良ら猫ねこと姉妹なんて……心外です！」

　顔を真っ赤にしながらミオが威嚇する。だがバレッタはそんな仕草さえ嬉しいのか、楽しげに言い返す。

「あらあら、私が野良猫ならあなたは可愛い子こ猫ねこってトコ？」

「は、半人前だとでもいいたいの!?」

「んー？　妹みたいで愛らしいといってるだけじゃない」

「このお……っ！」

　バレッタに煽あおられて声を荒あららげるミオだが、神遺物が発動する気配はない。よく見ればバレッタがしっかりとミオの右手首をひねり上げていた。

　どうやらミオが自制しているわけではなく、バレッタに同調できないようにされているらしい。

「……さすがは第二位者、か」

　軽い口調とは裏腹に隙すきがないバレッタに、レイジは思わず唸うなる。

　傍はた目めにはミオとバレッタはじゃれ合っている風にしか見えない。だが二人の間で攻こう防ぼうが繰り広ひろげられているのが、レイジにはわかった。

　ミオがバレッタを振ふりほどこうと身体を捌さばくが、そのことごとくをバレッタに潰つぶされている。ただバレッタはそれ以上手を加える気は無いようだ。

（……この競せり合あいはミオのスタミナが尽つきるまでは終わらなそうだな）

　そんな二人のやりとりを同じく眺ながめるレネに、レイジは一息吐いてから話しかけた。

「そういや、あのバレッタもサウガウド出身だったんだな」
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「はい、です」

　真っ直ぐにこちらを向き、レネは律りち儀ぎにコクリと頷く。

「いままでは気にしてなかったけどバレッタの名前……もしかして彼女もレネたちと同じ軍属なのか？」

　――バレッタ・ソリッドステイト。

　あからさま過ぎるくらいの名前――それが意味することとはつまり、名を背せ負おうこと。

「彼女は【連合軍事機構ソリツド・ステイト】そのものの名を冠かんすることを許された女ヒ性ト、なのです」

「なるほど……な」

　第一位者のディオはカディグナーグ皇国の出身である。つまりサウガウド出身でもっとも強い演者は現在、彼女ということだ。

　しかしそれにしては妙に引っかかることがある。

「……あのミオの反応はなんなんだ？」

　同郷で同じ軍属。しかもランクが第二位とくるならば、ある意味レネ以上に尊敬の念を抱いてもおかしくは無い。

　けれどもミオの言動は、彼女を毛け嫌ぎらいしているようにしか見えない。

「なんかレネとの扱あつかいの落差っぷりもスゴいが」

「私とミオは小さな頃ころから軍組織内の研究所で育てられたのです。ですが彼女、バレッタは私たちとは違って、実力を見み出いだされて外から軍にやってきたのです」

「へぇ……って、レネたちは軍の中でずっと育ったのか？」

「？　それがなにかです？」

　単なる軍属ではなく幼少より軍で過ごす、というイメージがレイジには湧かなかった。どうやら彼女らは思った以上に生きつ粋すいの軍属らしい。

「いや……でもなるほど、そういう育ちの違いが気に入らないのか？」

　心情としては部外者にトップをかっさらわれた、というところか。

「ミオはそのようです」

「ミオは……ってことは、レネはどうなんだ？」

「私……ですか？」

　ふと湧いた疑問をレネに訊く。

「…………別にどうとも、です。現在、神格序列・第二位につく実力には素す直なおに感かん嘆たんし、敬意を表しますですが」

　彼女は淡たん々たんと答え、

「ただ……彼女は敵です」

　好すき嫌きらいではなく、単純な敵意を表した。

「私の義務は【全一の極者】を目指すことです。ですから全員――敵、です」

　頂いただきに立つということは、その他ほか全すべての者たちの上に立つということ。

　故ゆえにどれだけ親愛の情、果たすべき義理があったとしても、誰だれ一人ひとり残さずに全員を倒たおさなければならない。

　だからレネの非情とも取れる台詞せりふは正しかった。〝最強〟を目指す者にとって間違いではない。

　レイジはその言葉に、彼女の覚悟を見た気がした。同じ頂点を目指す者としてレイジは自然とレネの姿に惹ひかれ、真しん剣けんな眼差しをレネへ向ける。

「楽しみだな、レネと戦える時が――」

「なーんか、こっちは難しそうなハナシをしてるわね」

　生まれた緊きん張ちよう感を解くように、バレッタが割って入ってきた。さらにひょいとレネに向けてなにかを投なげ渡す。

「――？」

　レネはそれを冷静に受け止める。よく見るとそれはバテ切ったミオだった。

「うぐぐぅ……ん」

「遊あそび疲つかれちゃったみたいだから、だっこしてあげてね」

「……了りよう解かいです。大だい丈じよう夫ぶですか、ミオ」

　バレッタはニッコリとした笑えみを添えて強ごう引いんにミオをレネに託たくす。それからバレッタはレイジへと顔を向けてきた。

「あなたが最近有名なレイジ……で間違いないかしら？」

「ああ、そうだが？」

　第二位者に話しかけられ、自然とレイジの身体が緊張する。ただそれは怯えではなく、戦意の表れだ。

「レ、レイジ……っ！」

　不安そうに声を上げるカナンへレイジは掌を向け、落ち着かせる。

「あのディオが気にしていたからね。どんなコかな～って」

「ディオが……だと？」

　現在のランク一位――およそレイジなど問題にもしないだろう順位者の名前が出たことでレイジの心がさらに昂たかぶる。

「大した話じゃないの――だから警戒しないで」

　だがバレッタはそんなレイジの言葉を軽く流し、ポンと肩かたを叩たたこうとしてきた。

「――!?」

　刹せつ那なの内に身体を動かし、レイジはバレッタの掌を躱かわす。そして、一拍ぱく遅おくれてレイジは戦せん慄りつした。

　――相手の一挙手一投足に目を向けていたというのに、あとわずかで触ふれられていた。

　つまりレイジはバレッタにあっさりと自身の防ぼう御ぎよ網もうを突とつ破ぱされそうになっていたのだ。

（いまのがもし本気の攻こう撃げきだとしたら……俺は避よけられたか？）

　身構え直しながらレイジは第二位者を見み据すえる。

「あらあら？　もしかして怖がられちゃってる、私？」

　バレッタは残念そうに掌を戻すと、あっさり触れることを諦あきらめてそのままレイジの横を抜ける。

「残念、残念。でもよかったら可愛い妹たちとは仲良くしてあげて――」

　そうレイジの耳元で囁くと、バレッタは片手を振りながら去って行った。

「ちょっと大変なコたちかもだけど、ね」







第二章　最優先事項







　【神話の再演】中も普ふ段だん通りに授業はある。それに関しては演者も特別扱いされず、レイジも他ほかの生徒と同じく講義を受けた。

　そして、時刻は昼休み。生徒たちが自由に動き出し、教室内が騒がしくなる。

「レイジ！」

　学食にでも行くかとレイジも自分の席を立った時、横から声をかけられた。

　振り向むくとそこには少女が立っていた。

　炎ほのおのような紅ぐ蓮れん色の髪かみと豊かな曲線を描えがく制服姿が特とく徴ちようの美少女――

「フレ――」

「フレアだっ！」

　カナンが真っ先に呼びかけていた。フレアの姿を見たカナンはなぜかとっさにレイジにしがみついてくる。

「えーと、フレア。どうしたんだ、そんな顔して」

　レイジはひっつくカナンを宥なだめつつ、フレアと向き合う。

　神格序列・第七位にして三大国家トゥルーズの王位継けい承しよう権けんを持つ、フレア・トゥルーズ。

　格も立場も違ちがい過ぎる彼女だが、レイジとは学園に来た当日から知り合いで、【神話の再演】のオープニングを共に演じるなど、なにかと縁えんがあった。

　王女としての品格を備え、いつも凛りんとしている彼女なのだが、いまは少し雰ふん囲い気きが違っていた。

　その表情はいつもの凛然としたものではなく、心配そうな色を滲にじませていた。

「な、なんだ？」

　美麗な顔を近づけ、フレアがこちらをまじまじと見てくる。

「どうやら……うん、無事は無事みたいね」

　それから彼女はようやくホッとした顔をした。

「……いったいなにが無事なんだよ？」

「――あ」

　こちらが指し摘てきすると、彼女は自分の行動とやたらと近いレイジとの距きよ離りに気づいたのか、顔を赤くする。バッと顔を背そむけると、彼女は腕うで組ぐみをしながら背筋をピンと伸のばしてきた。

「べ、別にレイジのことが心配だったワケじゃないわよ！」

「だからそれは……どういう心配なんだ？」

　どうやら彼女は言葉とは逆にレイジのことを心配して来てくれたらしい。だがレイジとしてはその理由の見当がつかない。

「貴方あなた、朝に第二位者とやり合っていたって噂になっているのよ。それで心配で……っじゃなくて！　事実を確かめに来たのよ、うん」

「俺はいまそんな噂の渦か中ちゆうにいるのか……」

　そういえば授業中、やたらと視線を向けられていた気がする。

「レイジは昨日の今日でインターバル中だろうし、事実ではないとは思ったけれど……」

　どうやらフレアは、昨日のレイジとラディの戦いを知ってくれているようだった。

「でもほら、レイジは無む茶ちやを無茶と思わないところがあるじゃない？」

「あるじゃない？　って言われても……」

「うん、あるある！」

　フレアの物もの憂うげな問いにカナンが完全に同意する。

「……あるのか、俺？」

「レイジらしさといえばらしさだよ！」

「それは貴方の美点だと理解しているけれど……うん」

　両サイドから同意とフォローをされ、「俺はどういうヤツだと思われてんだ……」とレイジはいたたまれなくなる。

　だがようやく先ほどのフレアの表情の意味がわかった。

　もしも噂通りレイジが第二位者と戦ったのだとしたら、無タ事ダで済むはずがない。

（そりゃ心配もしてくれるか……）

　多分、第七位者たる彼女は第二位者バレッタの実力を、本当の意味でよく知っているだろう。それだけに不安も大きく、フレアはレイジの様子を窺うかがいに昼休みにわざわざ来てくれたのだ。

「ありがとな」

「だ、だからそういう意味ではないのよ！」

　その気持ちに素直に礼を言うと、彼女は真っ赤になって否定してきた。

「……まったく貴方はそうやって私の心をかき乱すのよね」

　顔を逸そらしたフレアが小さく言葉を零こぼす。どういう意味かとこちらが首を傾げると、彼女は「あっ」という顔をした。

　赤い顔のままフレアは、誤ご魔ま化かすように先ほどの話に戻もどす。

「で、でも噂になっているってことは、なにも無かったワケでもないんじゃないの？」

「……まぁな。朝に一ひと騒そう動どうあったのは本当だ」

　自分とバレッタがやり合ったというのは事実ではない。けれども校舎前でのミオとの騒そう動どうと、その後のミオとバレッタのやりあいが噂の元なのは間違いない。

　ただ、どこからどう説明すればいいのか……とレイジは悩む。そんなレイジに、フレアが追加して噂を言ってくる。

「あとレイジがカナンの他にも美少女を二人侍らせていた～、なんて噂も一緒に聞いたんだけど……さすがに違うわよね？」

　自分で言いながら途と中ちゆうで内容のムチャさに気づいたのか、フレアが笑う。

「…………な？　なにをいってんだよ、俺が――」

「それってレネとミオのことかな？」

　カナンがさらりと告げる。

「そ、そうじゃないだろ、カナン？　フレアもよく聞いてく、」

　イヤな予感がしてレイジはゆっくりとフレアに顔を向ける。

「……本当なの？」

　切れ長の瞳ひとみをさらに細め、フレアはすでに怒ど気きを宿していた。

「いや、あの――」

「本当なのね？」

「ただ一緒に学校に来ただけで――」

「わ、私は一緒にも来てないわよ！」

　もうレイジがなにをいってもダメらしい。フレアは拗すねたようにレイジを睨む。

（なぜ……というかなんで俺が怒おこられてるんだ？）

　弁解するとさらに泥どろ沼ぬまになりそうな気がしてレイジは口を噤つぐみ、胸の中で愚ぐ痴ちった。

「なにやら危機的な状況のようですね」

　なぜか修しゆ羅ら場ばの雰囲気が漂ただようこの場に外野から声が投げ込まれた。

　目を向けると、そこにいたのはレネ。ついでに、教室内の生徒たちがなにごとかとこちらを覗のぞいているのが見えた。

「レ、レネ……！　貴方はまだレイジにまとわりついているの?!」

　フレアがとっさに話の矛ほこ先さきをレネに向ける。荒らげた声を聞きながらもレネは無表情のままこちらに近づいてきた。

「まとわりつく、ですか。私の任務をどう表現しようとも自由です……が、あなたこそ、です」

　フレアを横目で見ながらレネが一息吐つき、零す。

「変わらず、レイジにラブラブのようですね」

「な！」

　いきなりの発言にフレアが思わずのけぞる。だがフレアはなんとか姿勢を正し、コホンと咳せき払ばらいを一つしてみせた。

　それから声を落ち着かせながら、レネに訂てい正せいを依い頼らいする。

「いきなりなにを言うかと思えば……わ、私の感情を表したのだとしたらその言葉は不適切よ、レネ」

「相手のことを好きで好きで仕方ない、ということへの表現だったのですが……間ま違ちがっていたのですか？」

「!?　……う、うん……そうよ！　違う、全然違うわ！」

　レネの確認に気け圧おされかけるが、フレアは負けじと毅き然ぜんと言い返した。

「なるほど、です。ですが、間違っているのは『好きで好きで』という感情表現が、でしょうか？　それとも単なる私の言葉の誤用ですか？」

「え？　あ、あの、それは……えと」

　だがレネの執しつ拗ような確認にフレアは結局、言葉に詰つまった。

「う……うぅ、レイジぃ！」

　最後にはなぜかこちらに助けを乞こわれ、仕方なくレイジはレネに話しかける。

「あのな、レネ。フレアが俺おれにラブラブなハズないだろ？」

「……？　そうなのですか？」

「フレアは律儀で気立てがいいからな。それがそう見えてるだけだよ。な？」

　高貴な身でありながら何の身分もないレイジに対しても分わけ隔へだてなく接してくれている。

　長い付き合いもあり自分のことを好ましく思ってくれているとは感じていた。レイジもフレアのことを好いている。ただそれを『ラブラブ』だと評されてはトゥルーズの姫ひめ君ぎみでもあるフレアにとっては迷めい惑わくだろうと、レイジは思った。

　なので彼女のことを思いフォローしたつもりだった。だがフレアの顔を窺うと、彼女はなぜか不ふ機き嫌げんそうになっていた。

「あ、あれ？」

「そう……レイジはそうとしか思っていないのね」

　さらにプイッとそっぽを向かれてしまった。

「ねぇフレア、フレア～、ラブラブって……なに？」

　そんな彼女にカナンがなぜか問いかける。

「な、なによ、カナン！　なんで私に聞いてくるのよ！」

「うーん、私の気持ちもラブラブってものなのかな？　と思ったんだけど……コトバの意味がよくわからないから、ね？」

「ね？　じゃないわよ！　だから私の気持ちはそういう浮うわついたものじゃなくて……」

　そう声を張り上げながらもカナンとフレアはおしゃべりを始めた。

　あの二人も、あれはあれで仲が良いらしい。

　自分が聞くべき会話じゃないかと思い、レイジは視線をずらす。自然と残る一人のレネと目が合った。

「彼女の感情はこう表現すべきだとライナーがいっていたのですが」

「…………アイツは」

「あとついでに相手へ親愛を示す為の表現というのも教えてもらったです」

「どんなことかは聞かないが……アイツのことは何一つ信じなくていいぞ、レネ」

　ろくでもない友人の顔が、なぜか満面の笑え顔がおで頭の中に浮うかんだ。

（ホント、ろくなことをしないなアイツは……）

「レネねぇ様、やはりこちらでしたか！」

　居もしないのに迷惑をかける友人に悪態を吐いている途中で、何な故ぜかミオの声が聞こえてきた。

　目をやるとショートコートをなびかせながら、ミオがこちらへやってきた。

「どうしたですか、ミオ」

　レネの前に来るとミオは礼れい儀ぎ正ただしく会え釈しやくをする。ただ、どうしたことかと様子を見ていたレイジへは眼がん光こう鋭するどく睨みを利きかせてきた。

「すみません。朝、バレッタに邪じや魔まされたせいで、レネねぇ様にお伝えできなかった軍令がありましたので」

「軍令、ですが……伺うかがうです」

　軍令という単語を聞き、レネの気が張はり詰めるのがわかった。自然とレイジも静かに聞き入る。

「はい、それでは――レネねぇ様に下されている暫ざん定てい命令は撤てつ回かい、本通達を以もつて終しゆう了りようとされます」

「……それは、本当ですか」

　よく見なければわからない些さ細さいなものだが、一瞬レネの表情が強こわ張ばった気がした。

「軍令書は後ほど――これよりレネねぇ様の最優先事項は『【神話の再演】の頂点を取る』ことに戻ります」

　二人は互たがいの目を合わせるとわずかの間、沈ちん黙もくする。

「――了解しました、です」

　しばらくしてレネは頷うなずきとともに承しよう諾だくを告げた。するとミオが嬉うれしそうに諸手を挙げる。

「これでねぇ様がこんな男の傍にいる理由はありません！」

　それからミオはくるりと一回転した後、今度は敬礼のポーズを付けてきた。

「では申し訳ありませんが、私はこれで。これから学園に戻ってきての手続きが色々ありますので、失礼させていただきます」

　それだけ言うとミオはあっさりと走り去っていった。

「……いったい、なんだったんだ」

　ミオの姿が見えなくなってからレイジが視線を戻すと、何故かレネが律儀にこちらを向いていた。どうしたのかと疑問に思っていると、彼女はそのまま一礼してくる。

「いま、レイジへの試合申しん請せいを取り消させてもらいましたです。ではこれで失礼いたしますです」

「……は？」

　唖あ然ぜんとするレイジを無視して、レネはそのまま去ろうとする。急な展開に頭がついていけないが、それでもレイジはレネを咄とつ嗟さに呼び止めた。

「ちょっと待て！　どういうことだ？」

「いまミオが伝えてくれた通りです。レイジへの監かん視し任務も解かれましたから去るのです」

「いや……去るのですって」

　レネの言っていることがわからなかった。言葉の意味はわかるのだが、レネの心がまるでわからない。

「言葉通りの意味ですが？」

　距離は変わらないというのに、レイジはレネとの間に生まれた隔かく絶ぜつを感じた。だがその感覚を認められず、レイジは言葉を投げかける。

「いままで俺と戦いたいといっていたのも……本当に軍の任務だったからってことなのか？」

「はいです」

「それが無くなったからあっさり去るのか？　……この十日間を無む駄だにしても」

「それが命令なのですから」

　味気ない受け答えが、逆にレイジの心を荒あら立だたせる。レイジの言葉は、何一つレネに届いていないようだった。

「レネ――朝……【全一の極者】を目指すって言っていたのも、命令だからなのか」

「そうです」

「……それも軍が止めろっていったら、止めるのか」

「――……当然です」

　レネの返答は変わらない。

「……なんだよ、それは」

　レイジはもはやレネの目を見られず、乞うような声になっていた。

「【神話の再演】はそんな戦いじゃないだろ……！」

「この戦いが……どんな戦いだというのですか？」

　レネもまたレイジの訴うつたえの意味がわからないようで問い返してくる。

　最強という栄えい誉よを与あたえる戦いにして国家の威い信しんを賭かけた大おお舞ぶ台たい……だが、【神話の再演】の本質はそこではない。

「これは俺たちが神々を模し、神話に倣ならう争いだ……――お前だって【神話】は知っているだろう」

　――【神話の再演】とは文字通り、この世界に伝わる神話を模した儀ぎ式しき。無限の神々が己おのが意志により赴おもむき、存在を賭けて挑いどんだ苛か烈れつな遊ゆう戯ぎ――




　空も大地もなく世界さえ存在しなかった昔、そこには神々だけがあった。

　そんな悠ゆう久きゆうの時の中で、ある飽あいた神が遊びを思いついた。

〈何一つ定まらない無限なる我らだが、最も高きものを決めようではないか〉

　絶対なる極点を決めることに神々は同意した。

　話し合い、神々は最も強きものを最も高きものとして、すべての極点としようと決めた。けれども皆が無限のままでは強者を決めようがない。

　そこである神が遊戯の為のルールと場所を創つくることにした。神は枠わくを決め、上下を決め、空を創り大地を創り、海を創り、従うべき法則を用意し、神々が争あらそう盤ばんたる『世界』を創り出だした。

　神々もまた遊戯に参加する為、無限にして全能たる存みず在からを、有限の鋳い型がたに宿した。

　そして、世界に降りた神々は、ただ戦いを繰くり広げた。

　有限の世界で無限に等しい戦いを続けた。そして、どれほど月日が廻めぐったかわからぬ時の果てに、極点となる神が決まった。

　敗北により他の神々はすでに世界になく、勝利の喝かつ采さいもなく【全一の極】となった彼かの神は、去る前に役目を終えた舞ぶ台たいたる世界を滅ほろぼそうとした。

　破は壊かい神と化した【全一の極】たる神に、世界は一いつ掃そうされようとした。

　すでに世界には他に神はおらず、破壊を止められるものはいなかった。

　けれどもその世界に、もはや他にいないはずの神が現れた。

　その神とは、この世界を生んだ創造神だった。創造神は自らが創り永き時を刻んだ世界の存続を願い、破壊神の滅びを拒こばんだ。

　再び世界に神と神との戦いが起こった。

　死し闘とうの果て、創造神は自らの命を賭けて、破壊神を世界から追放した。

　創造神の勝利により、世界は滅びを免まぬがれた。

　けれども勝った創造神ももはや存在を保てず、この世界で死に果てた。

　創造神の亡なき骸がらは、世界を見守るように巨きよ大だいな樹木【世界樹】となった。

　神のいなくなった世界はさらに長い年月を刻み、その中で様々な生命が生まれ、その中で人間という種は文明を生み、栄えた。

　けれども人々の隆りゆう盛せいとは逆に、いつしか世界は輝きを失っていった。

　神々の宴うたげの為に用意された世界にとって、人々の栄えい華がだけでは寂さびしかったのだ。

　存在意義を失くしたことに気付いた世界は、自ら滅びへと向かっていった。

　悩なやんだ人々は、悲しむ世界に宴を捧ささげることにした。

　神々が遺のこした御み姿すがたの破は片へんを用い、神々を倣い、争いを模した宴を。

　神々が去っても自分たちがいることを、人々は世界へ訴えた。

　すると世界はその宴を喜び、再び輝かがやきを取とり戻していった。




　――そして以来、人々は世界から輝きを失わない為に、神々を模す儀式を脈々と続けてきた。それが、いまレイジたちが演じる【神話の再演】の原型だ。

「子供でも知っている神話です……が、なにがいいたいのですか？」

　レネは軽く首を振った後、冷めた目でこちらを見つめてきた。彼かの女じよにとっては当然、何の新しん鮮せん味みもない知識なのだろう。

「俺たちが演じる神話の神々は、自らの意志で戦っていたってことだ」

　そう、神々は、あえてこの世界に身を落としたのだ。

　誰だれかに強要されたわけでも囚とらわれたわけでもなく、己の選せん択たくとしてこの世界で戦いの宴に興じたのだ。

　ただ無限の時を全知全能のまま過ごせば良かったものを、あえて有限の身に宿り己が全知全能を縛しばり付つけ、勝敗を望んだのだ。

　レイジの望みは、最強の頂に立つこと。

　それは救いたいと思うもの全すべてを救う為の望み――傲ごう慢まんで不ふ遜そんな望みだと、自分自身でわかっていた。

　他にも、単純に地位や名めい誉よを求めて戦う者もいるだろう。

　もしくは、地位や名誉を持つが故に戦う者もいるだろう。

　そして、神々のように遊びとして戦う者もまたいるだろう。

　他者にとっては取るに足らない望み、他者からは決して理解されない理由もあるだろう。

　だが、なんであろうともそこに自身の意志が宿るならば、その者にとっての絶対の理由。

　軍や組織に属ぞくし、そこに殉じゆんずるのも自由だ――だがそれも意志が伴ともなうならば、だ。

「なにも考えず属し、なにも思わずただ軍令というだけで従っているんだとすれば……自分を捨てているのと同じだ」

　レイジはレネへ叩きつけるように断言する。

「本当にそれでいいのか？　いまのままじゃ人形と変わらない……レネ、お前の気持ちはどこにあるんだよ！」

「私の気持ちなど、ありません」

　必死で訴えるレイジに対し、レネは突つき放はなすように冷たく言い放ってきた。

「無い……だって？」

　無下にされたことよりも、レイジは彼女の答えが許せず食い下がる。

「じゃあどうして俺の料理を食べた時にあんな表情をしてくれる？　なんでカナンと楽しげにしゃべるんだ？　レネに気持ちが無いはずが……無いだろう?!」

　矛む盾じゆんを突くようにレイジは声を上げた。だがレネは無言でそれらを聞き流した後、間違いを諭さとすように口を開いてくる。

「レイジ、あなたは誤解していますです。私の気持ちなど……必要ないのです」

「なんだって……？」

「私は命ぜられたことをただ遂すい行こうするだけ、です。そこに私個人の感情など関係ないのです。だから私の気持ちなど、ありません――無いのと一いつ緒しよです」

「レネ……っ！」

　彼女の答えを聞き、レイジは絶句しかけた。

　レネは自分に心がないとは思っていない。

　けれどもレネはそれらを必要ないと切り捨て、無いことこそが自分という存在にとってより正しいと思っているのだ。

「――違う。〝無い〟のと〝無いことにする〟のは一緒なんかじゃない！　俺はそんなヤツを……そんなレネを見ていたくない。自分の心が自分にとって間違っているなんてことはない……レネ、お前の心はお前にとって、一番大切なもののはずだ!!」

　もはや説得などではなく、レイジ自身の心の吐と露ろだった。

　かつて己の弱さに屈くつし、自分の心を殺して絶望しかけたレイジにとって、少女のあろうとしている姿は許せるものではなかったのだ。

「レネ――お前の心を、俺に教えてくれ……！」

　叫さけびとともに強い眼まな差ざしも向けるが、言葉は届かず視線は交わらない。

「言いたいことはそれだけですか？　用がないなら、失礼するです」

　レネはレイジの言葉も覇は気きも意に介かいさず、そのまま踵を返した。

「――レネ！」

　今度の呼びかけに彼女は反応しない。その様子が表すのは明確な拒きよ絶ぜつ――レイジがレネに対して抱いた感情はすべて勘かん違ちがいで、十日間の日々がすべて偽いつわりかのようだった。

（くそ……全部、嘘うそだったってのか。レネにとってはこの十日間はなんの意味もなく、全部が全部カラッポの芝しば居いだったっていうのかよ……!!）

　彼女の表情も言葉もただ任務を円えん滑かつにするためのポーズだったのだろうか――そう思うと自分が怒るべきなのか、悲しむべきなのか、悔くやむべきなのか、自分の感情がまとまらない。

　だが……ただ一つ確かなのは、それでもレイジはレネのこと全てを偽りだと切り捨て、笑い飛ばせないということだった。

　わずかとはいえ、レネと過ごした日々自体は本物だ。

　もしも、それを彼女が偽りだと強引に押おし殺ころしているのだとしたら……――そんなレネの心を想おもうと、胸が苦しくなる。

　だがそれも所しよ詮せんは想像。

　少女の心が、レイジにはわからない。

「レネ……本当にお前は」

「ねぇレイジ――ちょっとレネとのことを聞かせてくれない？」

「待ってくれ、俺にもなにがなんだか……ん？」

　混乱する頭を押さえながら、レイジが声の方を向くとそこにはフレアが立っていた。にっこりと微笑ほほえむ彼女の顔を見ながらも、レイジが感じたのはなぜか寒気だった。

「ど、どうしたんだよ、フレア」

　いったい何事かと思ったが、続くフレアの台詞により疑問は解ける。

「あの後からレネが寝ね泊とまりしているってのは……ホントなのかしら？」

　ハッとしてフレアの横に立つカナンに目を向ける。すると彼女は「？」と首を傾かしげた。

　事情を理解したレイジは、ふと気づくと天を仰あおいでいた。

　これ以上頭が回らなかった。考え続ければ、そもそもなぜ自分がこんな思いをしなければならないのかわからなくなっていく。

　レイジはがっくりとうなだれながら「本当です」と、フレアの言葉を肯こう定ていした。

　弁明もなく、ただ説明もない肯定。

　だがそれが逆にフレアの想像を掻かきたてたらしい。

「…………レイジのバカぁっ！」

　顔を真っ赤にして教室中に響ひびく声で、フレアが叫ぶ。

　その声に鐘かねの音が重なる。それは昼休みの終わりを知らせる鐘。

　レイジは現実逃とう避ひ気味に、昼飯にありつけていないことを思い出した。




　　　　　◆




　放課後、校舎と大聖堂を繋つなぐ外廊ろう下かにバレッタの姿はあった。日が差し込み、遺い跡せきの趣おもむきを備えた大理石廊ろうを悠ゆう然ぜんと歩む。

　だが、廊下半ばでその歩みをバレッタは唐とう突とつに止めた。

「――なんの用？」

　そして、振ふり向かず、だが意識だけを後ろに向けて問う。

　一拍ぱくの後、校舎側の廊下から一人の男が姿を現した。

「おやおや、こんなところで第二位者のバレッタと会えるとは……奇き遇ぐうだねぇ」

　左目に眼帯を当てた長身の男――【神話の再演】参加者中、第百位最下位のライナー・ライアーズが飄ひよう々ひようと声を上げる。

「あんなあからさまに気配を察知させておいて、よく言うわよねぇ」

　静かに振り返かえりながらバレッタが嘯うそぶく。

　謙けん遜そんなどではなく、バレッタはライナーがあえて自分の尾び行こうを悟さとらせたと思っていた。察せるギリギリの範はん囲いで自己主張し、バレッタから声を掛かけるように仕向けたのだ。

「わかっていてお膳ぜん立だてしてもらえるなんて、恐きよう縮しゆくだね」

「あんなに熱心にアプローチされたら……ね。誘さそいに乗るのもイイ女の条件じゃない？」

　バレッタが艶あでやかに笑い返す。

「――で、なんの用なの？」

　そして、改めて最初の問いを繰り返した。

　だが先ほどとは明らかに圧力プレツシヤーが違う。

　声こわ色いろは変わらない。だが暗に『私にここまでさせてツマらなかったら……わかっているでしょう？』という揺ゆさぶりが込められていた。

「いやいや、噂うわさになっていたからさ。その様子見に、ね」

　だがライナーはその威い圧あつをまるで意に介さず、マイペースに答えてくる。

「へぇ……」

　バレッタは自分の牽けん制せいに対しての、ライナーの無反応という反応を面おも白しろがる。

「私が彼にちょっかいを出したって噂のコト？　意外に過保護なのね」

　そして、今朝の自分とレイジのやり取りが噂になっていることを思い出す。

　少し話をした程度で噂が駆かけ巡めぐるところからも、レイジという人物がいま本当に注目の的らしい。

　そういえば、この噂を聞いて第七位者のフレアがやたらと慌あわてていたという話もついでに耳に届いていた。

　眼前の男の目的もそれかと思った時、ライナーがニヤリと笑ってきた。

「ああ、違う違う――そんなウワサじゃない」

　こちらの考えを読んだかのように、ライナーは陽気に全否定してくる。

「あんたの親元……サウガウドのウワサさ」

「サウガウド、の？」

　さらりと告げられたライナーの言葉に、バレッタは表情を固めた。

　脳のう裏りに浮かんだのは――サウガウド連合の不ふ穏おんな動きについてだった。

　正確には【連合軍事機構ソリツド・ステイト】の一部組織が、学園で発見されたと噂される『意思を持つ神遺物レガシイ』に興味を持ち、その譲じよう渡とを【学園】側に打だ診しんしたという話だ。

　サウガウド以外からもそういった要求を受けた【学園】側は、だが発見そのものを誤報として全要求を突っぱねていた。

　神遺使いレガリアの育成を独どく占せんする【ルディフォウン学園】に敵意を持つものは少なくない。【連合軍事機構】の一部の組織は今回の対応を良しとせず、これを機に【学園】に対し強きよう硬こう手段を取るべきであると主張しているらしかった。

　――『意思を持つ神遺物』を強ごう奪だつし、サウガウドの権けん威いと意志を示せ……とかなんとか。

「なるほど……様子見、ね」

　バレッタは逡しゆん巡じゆんし、ライナーの意図を汲くむ。

「悪いけど、ハズレよ。私の耳には届いていないし……」

　彼はバレッタがそういった話に組しているかを、直接確かく認にんしに来たのだ。

「どちらにせよ、そんなつまらない命コ令トを私は聞かないから」

「軍属としてはあるまじき発言だが……でもそういうのは好きだねぇ」

　バレッタの不ふ穏おん当とうな発言に、ライナーは満足げに頷く。
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「【不落の女じよ帝てい】が動くとなると面めん倒どうだとは思ったんだが……生きつ粋すいのアウトサイダーのようで安心したよ」

「ヒドい言われよう……でもま、それはハズレてないかしら」

　バレッタは自分への的確な表現に笑えみを零した。

　笑みを交かわし合った後、ライナーはあっさりと踵を返す。もう用は無いとばかりにそのまま立ち去ろうとするライナーの背中へ、バレッタは呼びかける。

「――今度は戦場で会いたいわね」

　第二位者の挑ちよう戦せん状じようを受けながら、無言で第百位者は消えていく。

　一いつ瞬しゆんのうちにライナーの気配は完全に消きえ失うせ、バレッタでさえその後を追えなかった。

「ほら、やっぱり。本気ですれば……ここまでできるじゃない」







　――バレッタとの会話の後、ライナーは校舎の一角で会話する二人の少女を見つける。

　周囲から死角となる場所での、密ひそやかな会話。

「やれやれ……本命はこっちだったか」

　二人の様子を覗きながら、ライナーが独りごちた。

「ようやく面白くなりそうなのに……ジャマしないでほしいんだよなぁ……こんなところで潰つぶされたら、本当につまらないまま終わってしまう」

　申し合わせて別れる二人を眺ながめながら、ライナーは鋭するどい声で囁ささやく。

「――大切な余興が、さ」




　　　　　◆




　放課後、レネはミオに呼ばれて校舎屋上に来ていた。屋上には他ほかに人ひと影かげはなく、二人きりの空間だ。

　屋上にはベンチ一つ備え付けられておらず、縁にフェンスが張られているだけ。ただ屋上からは、広いだけで味気ないこの場所とは正反対の景色が望めた。

　都市の象しよう徴ちようたる【世界樹】の麓ふもと近くに校舎があるため間近でそのスケールを体感でき、美しい都市建築の街並みも見える。

「昼の際はバタバタと失礼いたしました！　一刻も早くお伝えだけでもしておこうと思ったもので……」

　開口一番、ミオは昼のことを謝あやまってきた。

「私は別にいいのです」

「海よりも深いねぇ様の優やさしさ！　感謝します！」

　ミオは大げさに両掌てのひらを組み、祈いのるようなポーズをしてみせる。

「それでミオ、用というのは……です」

「あっ、スミマセン！　先ほどの場ではお渡わたしできなかったものですから」

　ミオは背筋を伸のばして敬礼する。それからガサゴソとショートコートのポケットをまさぐり、彼女はポケットから超ちよう小こ型がたの筒つつを取り出して見せる。レネはそれが何であるかを即そく座ざに悟った。

　筒の蓋ふたを開けると中から折おり畳たたまれた書類が出てくる。

「はい、こちらです！」

「確かに軍令書……ですね」

　レネは書類を受け取ると丁てい寧ねいに広げた。書かれた内容は、昼にミオが語ったものだった。

　つまりはレネに暫ざん定てい的てきに課せられていた、レイジとカナンへの監視と戦せん闘とう命令の解除だ。

　その書式は見慣れたもので押おう印いんも間違いなく、レネもよく知る【連合軍事機構】のものだった。

　レネがじっくりと目を通し終えると、書類が塵ちりになっていく。

　その軍令書には一定時間空気に触ふれると分解される特とく殊しゆ紙しが使用されていたのだ。敵地に伝達書類を持っていく時によく用いられるものだと、レネは理解していた。

「なるほど、です」

　【連合軍事機構】が【学こ園こ】をどういう場所だと捉とらえているのかを、その紙は如によ実じつに表していた。

「……確かにレネ・クリスタニアは軍令Ｌ‐１２８５７６４‐Ｋの撤回を軍令Ｌ‐１２８５８８２‐Ｋにて受じゆ諾だくしました、です」

　そしてレネは、ミオが告げたことが事実なのだと改めて思った。次いで、そう思った自分自身の気持ちに動どう揺ようする。

　彼女が軍令や任務を偽るはずがない。書面で確認するまでもないのだ。

（それなのに、です……私はどこかで嘘であって欲ほしかったのですか？）

　レネの戸と惑まどいをよそに、ミオは明るい顔をこちらへ向けてくる。

「お喜び下さい、レネねぇ様に相応ふさわしくない雑務はもう終わりました！」

「……私はこの任務を雑務などとは……」

「いいえ！　レネねぇ様の存在に対して矮わい小しようすぎる瑣さ事じですよ！　これからはねぇ様しか為なすことのできない任務に全力を注いでください!!」

　微み塵じんの迷いもなく、ミオが断言してくる。

　レネに課された任務。

　それは当然、【神話の再演】での勝利――【全一の極者】を目指すこと。

「ねぇ様こそ至高の存在……私は出会った頃ころからそう信じていました」

　そして彼女はうっとりするように語り出す。もはやレネが【全一の極者】になることが決まったかのように。

「……ミオ」

「いつだってレネねぇ様は私の希望でした……ねぇ様は覚えていますか？　素体選定の時のことを」

「……無論、です。軍属になって初めての〝任務〟ですから」

　幼少の頃、身寄りのないレネが軍に拾われ、最初にされたのが【素体選定】と呼ばれるテストだった。

　どこから集められたのか、レネの他にもそのテストの候補者として数百人の子供たちがいた。

　レネも彼らも、軍部が開発した新技術【感応強化チユーンナツプ】の被ひ検けん体たい――の候補者だった。

　テストとは、人じん為い的てきに神遺物との同調能力を高める【感応強化】措そ置ちの高こう負ふ荷かに耐たえられる素体かどうかを試ためすためのものだった。

　候補者には昼夜を問わず、苦痛を問わず、意思を問わず様々な試験が実施された。

　――ある時は、完全な闇やみの中に無制限放置された。

　――ある時は、薬やく剤ざい投とう与よに伴う苦痛により気を失い、苦痛により目を覚ます日々を過ごした。

　――ある時は、寝しん食しよくを共にした複数の候補者と一人になるまで延々と戦闘をさせられた。

　およそ一いつ切さいの思考を止め、提示された条件をただクリアしていくことでレネはその選定に合格した。

　その時合格したのはレネだけだった。

　もう他に残っている候補者はいなかった。

　ミオはレネの後の第二期素体選定の合格者だった。そしてそれ以降、合格者が出たという話は聞いていない。

「私があの選定に合格できたのは、レネねぇ様の存在があってこそなのです！」

「私……ですか？」

　言葉の指す意味がわからなかった。レネがミオと会ったのは合格後の話だ。その前ではレネは彼女の存在さえ知らない。

　知らないうちに会っていたのかとも考えたが……ミオから継つがれた言葉は違ちがった。

「身体が悲鳴を上げ、思考が焼け、魂たましいが磨すり潰されるような……そんなテストを受けながら、私が心を折らなかったのは、ねぇ様という存前在例があったからです」

　彼女はその時の想いを反はん芻すうするようにグッと拳こぶしを握にぎり締しめる。

「仲間たちが消えていき絶望が身体を蝕むしばむ中、生存例であるレネねぇ様は……ねぇ様だけが希望だったのです！　あなたに会えることだけを夢見て地じ獄ごくを生き抜ぬいたのですから……!!」

「…………そういうことだったですか」

　レネは初めてミオと出会った時のことを思い出す。研究所の施し設せつで一緒になった時のミオの喜びようと言ったらなかった。

　ミオからの猛もう烈れつなアピールもあったが、なにより似た境きよう遇ぐうで同質の存在であった二人はすぐに仲良くなった。

「この髪かみが銀色になった時、ねぇ様に近づけたと思って嬉しかった……」

　レネとミオの銀色の髪は生まれついてのものではなかった。クリスタニア研究所で施された【感応強化】措置に伴って生じた変化だった。

　レネはもはや自分が何色の髪をしていたか、思い出せない。

「……そう、ですね。私もあなたがそうなったとき……嬉しかった、です」

　あの時、自分も喜びを覚えたことをレネは思い出す。同じ色になった髪と胸から湧く気持ちが、天てん涯がい孤こ独どくだった自分が独りではなくなった証あかしに感じられたのだ。

　――ミオの笑顔を見て愛いとおしさを覚え、心を分かち合う大切な存在が出来た気がした。

　そして、そんな想いを抱かせてくれた軍に深く感謝したのだった。

　なにもなかった私は、全てを軍に与えられた。

　軍に従い、軍の為ために生きてきた。

　いま課せられた使命は、強者であることを示すこと。

　施された【感応強化】の有益性を証明し、同時にサウガウドの威い光こうを示す為、レネとミオはこの神しん殿でん都市に送り込まれたのだ。

　学園入学前の夜、ミオとレネはともに最強を目指すことを誓ちかい合った。

　なぜなら強者であると示さなければ、自分たちに価値は無いのだから。

　軍から下された任務を全まつとうできなければ、自分たちに居場所はないのだから。

　その時、その想いと意志に齟そ齬ごはなかった。

　そこに一切の疑問はなかった。




　なのにいまは――……




　レネの頭から、レイジの言葉と表情が離はなれない。

（……私は、）

　軍令を途と中ちゆう変へん更こう、撤回されることなど慣れていた。

　九割達成した任務を放ほう棄きするよう言われたこともある。情勢が移り変わり長い時間をかけた準備全てが無駄になったこともあった。

　狙ねらっていた標的ターゲツトを保護することになったことも、逆に保護対象が標的になったこともあった。

　理由を教えられることもあったし、なに一つ事情がわからないこともあった。

　けれどもそれに反発したことも理り不ふ尽じんだと感じたことも、レネはなかった。

　なぜならただ任務が変わっただけだから。

　軍に従うこと自体に変わりは無いのだから。

　なんでもないこと――そのはずなのに、レネの心が揺れていた。

　――【全一の極者】を目指すって言っていたのも、命令だからなのか。

　――それも軍が止めろっていったら、止めるのか。

　彼にそう訴えかけられ、レネは当然という風に答えた。けれどもそう投げかけられた時、レネは胸の奥おくに痛みを感じた。

　表には出さずいつもの自レ分ネを演じたが、その間ずっと胸が軋きしんでいた気がする。

　――自分を捨てているのと同じだ。

　――いまのままじゃ人形と変わらない。

　いまもレイジの言葉一つ一つが脳裏に甦よみがえり、胸に突き刺ささる。痛みの錯さつ覚かくはすぐに消えるが、心に生じた波は紋もんは消えてくれない。

　胸が苦しくなり、心が乱れる。

　それを押さえつけようとすると、自分自身の心がどれだけぐらついているのかを改めて実感してしまう。

（私は自分を捨てているのでしょうか？　人形と変わらないのでしょうか？　私の心はどこにあるのでしょうか？）

　心の揺れは、止まらない。

（私は――……もしも、）

　いま強く誓い、ミオにも期待される【全一の極者】を目指すことさえも……命令を撤てつ回かいされたら、諦あきらめるのだろうか？

（いえ……諦めるという言葉さえも……私には当てはまらない、です）

　なにを言われたとしても、遵じゆん守しゆする以外にはない。

　だからレネはゆっくりと自分の心を切きり離す。

（いままでと同じこと、です。私の心も感情も気持ちも……ただ捨て置けばいいだけです。命ぜられるまま、ただ軍に最善の行動を私は取ればいいだけなのですから）

　――私の気持ちなど、関係ないのだから。

（でも……）

　だとしたら、自分の心に意味はあるのだろうか――なんの意味があるのだろうか。

　この胸の苦しさは、なんなのだろうか。

　いままで感じたことのない気持ち――気付いていなかった気持ち。

　それに気付かせたのは――……

（――レイジ）

　レネは胸の中で、少年の名を呟つぶやいていた。

（あなただったらどうするのでしょうか、です。いえ、きっとあなたなら迷うことさえ――）

「ようやくレネねぇ様の存在に見合った賞賛が得られるのですっ！　その為だったら私は目め一いつ杯ぱい尽つくします……その他の雑事はまかせて下さい！」

　レネの逡巡は、ミオの威い勢せいのいい声により途と切ぎれた。

　見るとミオは自分の平たい胸に手を当てながら、意い気き揚よう々ようとポーズを決めていた。

「ではミオ、あなたがこれから彼との戦いや監視を……ですか？」

　彼女の言う雑事の意味を読み、レネが聞く。

　レイジとカナンたちの重要度は高いままだろう。だとするならば誰かが役目を引ひき継いでも不思議ではない。

　だがレネの問いを受け、ミオは表情を失くす。

「レネねぇ様は……少し変わられましたか？」

「？　どういうことですか？」

　言われている意味がわからず、レネは問い返す。

「彼らのことが気になるなんて……以前なら外された任務のことなど気にするハズがなかった」

「……！」

　ミオの冷めた指し摘てきが、レネの揺れる心を的確に突く。

「いまもどこか上の空の感じでした……いつだって動じず冷静なレネねぇ様らしくありません」

「そんなことは……です」

「ヤツに毒されたのかもしれませんが、もう大だい丈じよう夫ぶです。安心してください……後のことは全部ぜ～んぶ、私が片づけますから」

　再びミオは満面の笑みをレネへ向けてきた。

「ではあなたが――」

「いいえ」

　やはりミオの言葉が自分の任務を引き継ぐものだと思ってあげた声は、あっさりと否定される。

　それから彼女は丁寧に語り出す。

「レネねぇ様の最優先事じ項こうは【全一の極者】を目指すこと」

　その時、二人の声しかなかった屋上に、ガチャリという音が響いた。

　それは屋上のドアが開かれる音――つまりは来訪者を告げる音。

「私の軍令は、レイジとの戦闘でも監かん視しでもありません」

　誰が来たのかとレネが振り返る途と中ちゆうも、ミオの声が聞こえてきた。

　変わらない声色から、誰が来たのかを彼女は悟っているようだった。

　開かれた唯ゆい一いつの出入り口扉とびらをレネは見やる。

「どうして――です？」

　屋上に姿を現したのは、カナンだった。たった一人で訪おとずれたカナンの姿を見た瞬しゆん間かん、レネの脳裏に様々な推測が奔はしる。

　なぜならばここは、目的無く訪れるような場所ではない。

「ミオ、あなたはなにを――！」

　レネはすぐさまミオの方へ顔を戻もどした。ミオは表情を変えずに淡たん々たんと言い放つ。

「私の最優先事項は――【意思を持つ神遺物カナン】の奪だつ取しゆです」




　　　　　◆




「……遅おそい」

　時刻は放課後。レイジは校舎中庭のベンチに腰こしを下ろしていた。

「……待ってろっていってたけど、いつまで待ってればいいんだ」

　レイジは周囲を望む。石いし畳だたみが敷しき詰つめられ手入れされた花か壇だんもあり、庭園の趣ある景色が広がる。

　授業が終わってからそこそこ時間が経たっているからか、中庭には人影もなくゆったりとした空気が流れていた。

　思えば最近一人の時間が極きよく端たんに少ないため、気の休まる時間がなかった気がした。

　そんなことを思っているとこちらに近づいてくる気配を感じた。ようやく戻ったかとレイジは声を掛けながら振り向むく。

「カナン、どこに――」

「レイジ、こんなところにいたの？」

　相手を読よみ違え、レイジはばつの悪い顔をする。だが相手もこんなところでくつろぐレイジが予想外だったのか、驚おどろいていた。

　そしてフレアはきょろきょろと周りを見て、なにかを確かめる。

「あら？　カナンがいないのね」

　さっきのこちらの呼び間ま違ちがいのことをいっているらしい。物もの珍めずらしげな眼差しを向けられる。だが、確かに大体レイジとカナンはいつも一緒にいるので、そう言われても仕方ないだろう。

「ちょっと見てきたいトコがあるとかで待ってんだよ」

　出会った時に攫さらわれかけていたカナンを外で一人にするのには、正直まだ抵てい抗こうがある。

　だが「一緒に行こうか」という提案は「ダメ」と即そく却きやつ下かされた。

（断られて強ごう引いんについていくのは男としてダメな気がするし……ま、ここはさすがに学園の中だしな）

　毎日通って何事もない学園内ということで、レイジも多少は安心できる。

「ところでフレアは俺おれになんか用なのか？」

　先ほどの彼女の声掛けは、こちらを探し当てたもののように聞こえた。

　言ってからレイジは昼の一ひと騒そう動どうを思い出し、身を引きかける。

「べ、別に怖こわがるようなコトじゃないわよ！」

　こちらの反応にフレアが釘くぎを刺す。だが彼女も昼のことを思い出したのか、頬ほおを赤くする。

「ま、まぁ昼のことは私も反省すべきことがあったし……うん」

　それから彼女は咳せき払ばらいを一つした後、要件を切り出した。

「ちょっと忠告をしにね――軍属のレネとミオについて」

「軍属の……？　フレアもそのことを知っていたのか」

　レイジが若じやつ干かん驚おどろきながら訊きくと、フレアは『当然でしょ？』という口ぶりで返してくる。

「……はぁ、相変わらずレイジはこういうことに疎うといわよね。あの二人は、軍属であることを隠かくさずに学園に投入されているエリートとして、有名なのよ」

　腰に手を当てながら、フレアはやれやれとでも言いたげなポーズをしてくる。

「そうなのか？　なるほど……けど忠告っていうのは？」

　疎いことに自覚があるレイジは特に弁解もせず、フレアに先を促うながす。

「彼かの女じよらと、カナンについて」

　フレアは雰ふん囲い気きを切り替かえ、凛りんとして語ってくる。

「カナンの存在――意思を持つ神遺物の存在の稀き少しよう性せいと価値は、レイジもわかるでしょう？」

「それは、な」

　格位の高い神遺物はそれだけで桁けた外はずれの価値を持つ。それが『意思を持つ神遺物』なんていう常識外のモノが宿す価値となると、正直計り知れない。

　伝説空想の類としてそういったモノが語られることもあるが、実在の例など聞いたことがない。

　つまり『意思を持つ神遺物カナン』は世界を震しん撼かんさせるに足る存在と言えた。

　……ただ彼女はこうしてごく普ふ通つうに、いまレイジと暮らしていた。

「ここが学園でよかったってコトか」

　この学園は【神遺使い】を育成するためだけに設立された施設であり、この神殿都市全すべては【神話の再演】を執しつ行こうする為に誂あつらえられた戦盤である。

　ある種隔かく絶ぜつされたこの場所は、俗ぞく世せの価値観が働いていなかった。

　学園に通う者が求めるのは神遺使いとしての成長であり、都市はただ【神話の再演】が滞とどこおりなく演じられることを望んでいる。

　故ゆえに学生は『意思を持つ神遺物』についての噂にさほど興味を持たず、学園も黙もく認にんしているのだろう。

（学園は……もっと別の思おも惑わくがあるのかもしれないけどな）

　それでもレイジは学園という特とく殊しゆな環かん境きよう故ゆえの平静だとは理解していた。

「そして……出会ったのが貴方あなた、というところかしら」

「それは褒ほめてるのか……？」

　フレアはこちらの反応にクスリと笑う。だがすぐに眼差しを厳しくして告げる。

「でも――彼女らの〝上〟は違うはずよ」

　上とは――【連合軍事機構】のことだろう。

　たとえ彼女らがどう思わずとも、軍部が『意思を持つ神遺物』などという規格外品を放っておくはずがない。

　そうだとすると彼女らがどう動くか――という、フレアの主張はわかる。

「だが、そういったらフレアだって結局、国を背せ負おっているだろう？」

　別に彼女の意見を全否定するわけではない。だが一方的過ぎではと思い、レイジはあえて聞き返す。

　俗世の常識がそのまま働いていないとは言っても、神殿都市や学園は孤こ立りつして存在しているわけではない。

　学園の闘とう争そうが国家間の代理戦争を担になっていることも、暗あん黙もくの了りよう解かいだ。

　フレアにしてもトゥルーズ王国の威い信しんをかけて戦っている。他の者たちもその差はあれど国の意思と全く無む縁えんというわけにはいかない。

　純じゆん粋すいに己おのが意志のみで戦っているレイジなどは、逆に稀け有うな例なのだ。

「そうよ。私にも王女の責務がある。そして皆みな、自分だけの使命や責任を背負っている」

　フレアもまたレイジの意見を否定はしない。

「聞き流してくれてかまわない。それでもただ一つだけ、彼女らの――サウガウドの特殊さを理解していて」

「サウガウド、の？」

　三大国家はそれぞれ成り立ちも制度も大きく異なっている。

　立憲君主国家である西方の盟主【トゥルーズ王国】と絶対君主国家であり北の牢ろう獄ごくとも揶や揄ゆされる【カディグナーグ皇国】とでは政治思想も支配体制も正反対と言えるほどに違っている。

　そして、【サウガウド連合】はその二つともさらに大きく異なる点があった。

　王の下に騎き士しがいるわけでも、皇こう帝ていが権威の為に力を揮ふるうのでもない。

　サウガウド連合は他国に抗あらがう為に創られており、王や皇も無く、あらゆる政治意思よりも上位に軍事組織が置かれているのだ。

「レネとミオ……彼女らはサウガウドという故郷に仕えているんじゃない。【連合軍事機構】という組織に属ぞくしていることを」

　大きな胸を抱だくように腕うで組ぐみをしながらフレアが言い切る。

　彼女の表情がどこかスッキリしないのは、この場にいない人物をある意味、間接的に非難していることを自分でわかっているからだろう。

「すまないな、フレア」

　だからレイジはそんな表情をする彼女に礼を言った。

「な、なによそれ？」

　らしくなさを押おしてでもレイジへ忠告してくれたのは、フレアがこちらを心配してくれたからなのだ。

　だからレイジは彼女へ素す直なおに感謝を伝えたかったのだが、うまくいかなかったらしい。

「いや、フレアの優しさが嬉うれしかったから言ってみたんだが……なんかダメだったか？」

「そ、そういうコトじゃなく……ああもう!!」

　彼女はスカートの裾すそを両掌で掴つかみながら叫さけぶ。その顔はなぜか赤い。

「そうよ、心配したのよ！　貴方が私を心配させてしまうからよ!!」

　そのまま理不尽な理由で怒おこられた。

「なんでもすぐに首を突っ込むし、自分のことを全然顧かえりみないで無む茶ちやするし！　知らないうちに女の子二人も傍に置いちゃうし！」

「ふ、フレア？　理由がなんか段々というか……」

　色々と溜たまっていたのか、レイジはフレアに一気にまくし立てられる。

「貴方がちゃんとしてくれないから、私は全然気が気じゃないんだから!!」

　彼女は喋しやべり続けながら詰め寄より、

「一番長く一いつ緒しよにいて、ずっと想おもっているのは私なんだから！　少しは――」

　唐突に彼女の言葉が止まった。

「………………あ」

「……よう」

　彼女が気付いたのは、距きよ離り。

　いつの間にか二人の距離は互たがいの息さえ感じられるほど、近かった。

　つまりレイジの瞳ひとみには、フレアの美び麗れいな顔がいっぱいに映っている。

　そして、彼女がとびっきりの美人であることをいまさらながらに再確認する。

　普ふ段だんはあえて意識していないが一度意識してしまうと、ダメだ。さらにはこの至し近きん距きよ離りもあり、レイジの心が慌てだす。

（お、落ち着け……落ち着け……彼女とのこういったじゃれあいはよくあるだろ？）

　なんとか平静を装おうとするが、身体が強こわ張ばり動かせなかった。

　そして彼女も止まったままだ。

　強引なアプローチにも取れると気付いたのだろうか、彼女も気き恥はずかしさからか固まっている。そして、しばし停止した後、フレアが一気に身を引いた。

「ご、ごめんなさい！　ち、ちがうのよ、そういうつもりじゃ――」

「っ！　危ないって！」

　フレアは自身の身体を弾はじき飛とばすように動かした結果、バランスを崩くずしてしまう。咄とつ嗟さにそれを理解したレイジは、反射的に身を乗り出していた。

　倒たおれる彼女を一瞬のうちに掴まえて庇かばう。

　――ズザァ！

　レイジはそのままフレアを抱き寄せると、身をひねり自分を下にして倒れ込んだ。

「レ、レイジ!?」

「つぅ……」

　背中に衝しよう撃げきを受ける。だが怪け我がなどをした痛みはない。

「フレアは大丈夫か……？」

「わ、私は大丈夫よ！　貴方こそまた無茶を――」

　不意に彼女の表情がまた止まった。

　そして徐じよ々じよに顔がまた赤くなっていき、若じやつ干かん瞳ひとみがうるんでいく。

　なにごとかと不安になった瞬間、右掌に妙みような感かん触しよくを覚えた。

　彼女を庇う為に添そえられた手は、当然彼女の身体に触れている。そして女の子の身体に触れているのだから、やわらかいのも当然だ。

　最近は正直、カナンのスキンシップのせいでそういった女の子な感触をよく感じるのだが、それにしても違い和わ感かんがあった。

　やわらかすぎる――そう、理解した瞬間、レイジは微び動どうだにできなくなった。

「あ」

「………………」

　なんの因果かレイジの掌は、堂々とフレアの胸を掴んでいた。

「ち、違うんだ！　わざとじゃないんだ、わざとじゃ！」

　さっきとは逆にレイジが慌あわてた声を出してしまう。

　けれども掌から溢あふれんばかりのやわらかさを感じながら、慌てないことなどレイジには無理な話だった。

「～～～～～～え？　あ？　うん？　だ、大丈夫よ？　おかげで怪我とかもしてないし、ね？」

　逆にフレアは自分が原因だからか、必死に平静を装よそおっているようだった。

「ほら？　た、大したコトじゃないし？　ほら？　レイジだし、ね？」

　その言葉にならない言葉を聞く限り、相当無理してくれているのはわかる。

　ただ互いの緊きん張ちようと混乱から身を離すタイミングを逸いつしてしまい、今度はこの状態で固まってしまう。

　それでもどうすればいいのかと逡しゆん巡じゆんしていると、横よこ槍やりが飛んできた。

「お楽しみのところジャマするぜ～～」

　空気を読まない声掛かけ。だが、それをきっかけにしてレイジとフレアは即座に身を起こす。

　そして、瞬しゆん時じに背を向け合った。

　一呼吸置いてからレイジは声の主を見る。そこには一人の男が飄ひよう々ひようと立っていた。

「ライナー……だよな」

「その通り。いやいや悪いね、いい雰囲気のところを！」

　制するように片手をこちらへ向けながら、彼かれは陽気に喋り出す。

「でも学園内でそれ以上の行こう為いをさせるワケにはいかないからさ、一応空気読んだんだぜ」

「……空気を読んでるとは思えない台詞せりふだけどな」

　制服をラフに着こなした眼帯長身の男、ライナー・ライアーズ。他人の状じよう況きようなどお構いなしのその性格に、いまは助けられた。

「はっはっは、俺ほど空気を読める男はいないと思うぜ？　ただ読んでなお踏ふみ込む行動力が魅み力りよくだから、そこを褒めて欲しいんだけどねぇ」

　ライナーが自画自賛しながら笑う。

　レイジが辟へき易えきしながら溜ため息いきを吐つく。横のフレアはいまさっきのシチュエーションをライナーに見られたのが恥はずかしかったのか、顔を赤くしながらジト目でライナーを睨にらみつけていた。

「……でその褒められるべき行動力を発揮してまで、何の用だったんだ？」
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「ん？　あーそうそうちょっと忠告があってな。フレアと一緒さ」

「……あ、貴方はいつから覗のぞいていたの！」

「別に細かいコトはいいだろ？　気になるんだったらついさっきからってコトでいいぜ」

「コトでいいって……本当に貴方は真ま面じ目めに答える気がないのね！」

　いつもの二人の掛け合あいが始まりそうになるが、ライナーの物言いが気になったレイジは先を促す。

「……でなんなんだよ、ライナー」

「とっとっと、そうそう忠告ってのは……――カナンと、ミオのことさ」

　ライナーがわざとらしく小声で呟いた。

「どういうことだ？」

「なんですって……？」

　こちらの喰くい付きに満足したようにライナーが嬉しそうに笑う。

「もったいぶらずに早くいいなさい、ライナー！」

「やれやれ、相変わらずお姫ひめサマはレイジにしか優しくないなぁ……」

「ライナー……悪いがさっさと言ってくれ」

　また無む駄だ口ぐちを叩たたこうとするライナーにレイジも釘を刺す。カナンのことと聞いて、気が急せくのを抑おさえられなかった。

「カナンの嬢じようちゃんが、どこにいるのかって話さ」

「……なに？」

　この男はカナンが一人で出かけたことを知っている物言いだった。レイジはライナーに鋭するどい眼光を送り、無言のプレッシャーを与あたえる。

「それ、ミオの呼び出しだぜ。一人で来るように、ってさ」

「――!?」

　なんのことはない、発言。だがレイジは瞬間、ぞわりとした悪お寒かんを感じた。

「校内をぶらぶらしてたら二人のやりとりが聞こえてきてさ。なんか――」

「場所は、どこだ」

　ライナーの言葉を遮さえぎり、レイジは必要な情報を詰きつ問もんした。

　もはやライナーがそれを知った経けい緯いも、呼び出しの内容も瑣さ末まつなことだった。いま最もレイジに重要なのは『カナンがどこに呼ばれたか』だけだった。

　ただ目の前の男はこちらの緊きん迫ぱくした空気を気にせず、マイペースに続ける。

「屋上」

　人差し指を空に向けて、ゆっくりと喋る。

「そこで彼女が何者なのかを教え――」

　言葉の途中だったが、レイジは気にせず駆かけ出だしていた。

「ま、待ってレイジ！　私も――」

「おおっと、フレアは待ってくれよ」

「え？　な？　こらライナー!!　離しなさいよ!!」

「いや、ここに来る途中、生徒会のヤツらがフレアを探しててさ、見つけたら連れていくって約束したのよ。だからとりあえず姫ひめ様さまはこっちこっち」

「なっ、～～～～っ!!」

「や～～お偉えらいサンは大変だよなぁ……これも地位に伴ノーブレス・う義務オブリージユってヤツかねぇ」

「あ、貴方、私をからかうのもいい加減に――」

　後ろから二人の掛け合いが聞こえた。

　だが、急ぐレイジは振ふりかえりもしなかった。

　胸の中にはカナンを一人にした後こう悔かいと焦しよう燥そうが入り混じっていた。ただ過去はどうしようもない。いま出来ることは一刻も早く彼女の傍へ行くことのみ。




　――レイジは全力で屋上へと向かった。







第三章　踏み躙る軍令と踏み越える意志







「これはどういうことだ!!」

　屋上に飛び込んだ瞬間、レイジは叫んでいた。

　遮しや蔽へい物のない広い屋上に見える影かげは、三つ。彼方かなたの世界樹を背景にカナンとミオ、そしてレネがいた。

「想定よりも早いですね……ただなんの問題もありませんが」

　ミオがこちらを眺ながめながらつまらなそうに呟く。そんなミオの前には膝ひざを折ったカナンがいた。

「……レイジ」

「カナン……！」

　弱々しいカナンの声が届く。

　レイジはざわつく気持ちを必死に抑えながら、冷静に状況を捉とらえる。

　カナンに外傷は見えない。ただ両手を後ろに回され、なにかで拘こう束そくされているようだ。

　次いでレイジは、ミオとレネの様子を見る。

　ミオはこちらへ不ふ遜そんな眼まな差ざしと態度を向けてくる。レネはこちらが視線を向けると避さけるように目を逸そらした。

　その仕草が引っかかり、声を投げた。

「レネ、これは――」

「けがらわしい目でレネねぇ様を見ないでください！」

　彼女を守るようにミオが割り入ってきた。

「それにこの件にレネねぇ様は関係ありません！　すべては私の任務ですから」

「待ちなさいです……ミオ！」

「ねぇ様もそのままでいてください。全部、私一人で済ませますから」

　ミオはニッコリとほほ笑えみながら、レネを牽けん制せいした。そして、彼女は悪びれもせずにレイジと向き合う。

「じゃあお前に説明してもらおうか、ミオ」

　レイジは拳を握り締めながら、ミオと対たい峙じする。

「ごめん……レイジ」

　そんな、抑える気もなく溢れるレイジの怒ど気きに反応したのは、カナンだった。彼女は身を崩したまま力ない眼差しをレイジへ向けてくる。

「私……ミオに呼び出されてここに来たの。彼女が私のことについて教えてくれるっていうから……そしたら」

「別にウソは吐いていません。私は彼女――神遺物レガシイの娘むすめの正体を探さぐる手伝いをしてあげようと言ったまでです」

　ミオはカナンの言葉を都合良く修正する。ただそこに意図的な作さく為いがあったことはミオの冷めた表情から明白だろう。

「カナンの正体だと……お前はなにを知っている？」

「いっているでしょう？　探る手伝いだと。だから彼女を我々の研究所に招待しようとしたまで……その辺りに認にん識しきの違ちがいがあったみたいですが」

「なるほど……そういうことか」

　ミオのうんざり気味の返事にレイジは若じやつ干かん、落らく胆たんを漏もらす。

（カナンの記き憶おくの手がかりになるかと思ったが……ただの方便か）

「意思を持つ神遺物など前ぜん代だい未み聞もんですからね……相応の設備と人材が必要でしょう。別にあなたに益のない話でもないと思いますが？」

「私はそんなこと望んでいない！　私が知りたいのは――」

「モノの意見など要いりません」

　カナンの悲痛な叫びをミオはあっさりと遮る。同時にミオは懐ふところから〝なにか〟を取り出した。一いつ瞬しゆん、神遺物かと思ったそれは違った。

「――それは【神話封具クルセイド・ベイン】ですか?!　まさかミオ、そんなものまで……！」

「【神話封具】……？」

　レネが驚きの表情を浮うかべた時には、ミオはすでに【神話封具】――筒つつ状じようの水すい晶しよう体たいをカナンの身に押し付つけていた。

「ミオ、止めろ！　カナンになにを――!!」

　レイジが制止を叫ぶ中、バチリ――と一いつ瞬しゆん閃せん光こうのようなものが散り、カナンの身が震ふるえる。レイジの声は無力に屋上に響ひびいた。

「ア、――――」

　カナンの悲鳴が不自然に途切れた。そして、彼女はそのまま突つっ伏ぷすように倒れ込んでしまう。

「カナン!?」

「そんなに慌てないでください。黙だまってもらっただけなんですから」

　こちらの動どう揺ようをミオがあしらう。レイジは跳とび出したい衝しよう動どうを必死に押さえつけ、状況を探る。

「……彼女になにをした。それは……なんだ？」

「いっているでしょう。黙ってもらっただけ、だと」

　ミオは異変の原因だろう水晶体をぶらつかせながら、こちらの質問に取り合わない。

「あれは対神遺物兵器の一種……【神話封具】です」

　代わりに答えてくれたのは、レネだった。どこかつらそうな声こわ色いろをしている。

「……対神遺物兵器、だと？」

　レイジはあからさまに怪け訝げんな顔をする。

　神遺物戦せん闘とうに於おける対たい抗こう策さくは、神遺物を措おいて他ほかにはないというのが常識だ。故に『対神遺物』などという単語は、通常使われない。

　レイジの疑問を読んだのか、レネがさらに言葉を続ける。

「使い手と同調し、【神域】を纏まとった神遺物をどうにかすることは、当然できませんです。ですがそれはあくまで同調した状態、です……この意味、あなたならよくわかるハズです」

　――絶対不ふ可か侵しん障しよう壁へきたる【神域】を人の身を以もつて破ることはできない。

　そんな敵を相手にする際にレイジは、神域が展開される前に決着をつけるか、もしくは神域を維い持じできなくなるまで消しよう耗もうさせるか、という常識外の戦法をとっていた。

　そこまで言われてレイジは、レネが指す『対神遺物』の意味を悟さとる。

「なるほど……対神遺使いレガリアではなく、対神遺物……狙ねらいは同調前か」

「その通り。コレは同調前の神遺物をロックする装置ということ」

　レイジの言葉にミオが横から同意してきた。

「神遺物を強制的に同調に近しい状態に持っていくことで、他者の干かん渉しようを妨ぼう害がいするという装置なのですが……意思を持つ神遺物に使うとこんな風になるんですね」

　ミオは身動きの取れないカナンを見下ろす。だがそれは憐あわれむでも弄もてあそぶでもなく、ただ効果を確かく認にんしている風ふう体ていだ。

　カナンは身体と意識を、不可視のなにかに雁がん字じ搦がらめにされているようだった。

「……理り屈くつはわかったが、そんなモノが存在したなんてな」

「当然です……私も軍研究所で設計図を見たことがあるだけですから」

　乏とぼしい表情からもレネが驚いているのがわかる。

「設計図通りの仕様スペツクだとすれば使用者が解除を命じるか、装置自体が機能を停止させない限り、強制同調状態を解く方す法べはありません……です」

「端たん的てきに言えば壊こわすしかない……いや、壊せばいいって話か」

　レイジはミオの胸むな元もとにしまわれる【神話封具】をジッと目で追った。

「まだ試作段階ですが今回の任務に役立つのではと思い、研究所から譲ゆずり受うけました――今回の、神遺物奪取という目的のために」

「……神遺物の奪取、だと」

　ミオの口から語られた〝目的〟に、レイジが反応する。無意識に身体から殺気が溢れる。

「やっぱりこれはそういうことなんだな」

　状況としてそうとしか思えなかった。

　だが、目的が断言されたことにより、レイジのミオへの戦意が明確になる。より強く、より鋭くした戦意をレイジはミオへ注ぐ。

　だがミオはまるで怯ひるまなかった。

「ええ。私はこれを故国へ持ちかえらなければなりませんから……――何者の邪じや魔まも許しません」

　逆に自らの行為の正当性を微み塵じんも疑わずに言い放つ。

「邪魔……だと」

　レイジの眼光が、一層鋭さを増す。ミオの言いぐさはレイジにとって絶対に無理なことだった。

　レイジはミオの双そう眸ぼうを真正面から睨んだ後、視線をずらし倒れるカナンを見た。

　彼女は自由にできない身体を必死に動かし、その顔をレイジへと向けてくる。

「……カナン……っ」

　その表情は自身の助けを求めるものではなかった。

　――彼女は自分がそんな状態だというのに、レイジの身を案じているようだった。

　カナンという神遺物を持たないレイジが神遺使いたるミオと戦えばどうなるかなど、考えなくてもわかる。

　カナンは自分のことを捨て置き、必死にレイジへ逃にげるように訴うつたえていたのだ。

　彼女にそんな想いをさせていると気付いた時、レイジの心が爆はぜていた。

「限界だ、ミオ！　もう理屈も言葉もなにもいらない……これ以上カナンに手を出すな！」

「――邪魔を、するのですか？」

　レイジの叫びに、ミオは威い圧あつの言葉を返してきた。

　それに対しレイジは、もはや言葉ではなく刃やいばを以て返す。

　刹せつ那なの内に仕込刃を取り出し、ミオへ向かって放っていた。

「もう問答は要らない、といっただろ」

　刃の軌き道どうは正確にミオを狙っていた。だが必定の刃は彼女に当たる寸前で弾ける。

「わかりました」

　レイジの刃を防いだのは、彼女を覆おおう輝かがやき。

　ミオもまた刹那の速さで全身に神域の光を纏っていた。

「そうしたいならそうしましょう……こちらには避ける理由がないのですから!!」

「――ミオ！　止めるで――」

　レネの制止にも構わず、ミオは彼女の神遺物たるアミュレットを高々と翳かざした。

「瞬まばたきとともに地を削そぎ、魂たましいまで滅めつし殺そげ――《終束の戦眼キユクロ・プス》!!」

　少女の叫びを起点にして宝玉の輝きが増し、屋上を埋うめ尽つくすような光が生じた。

　物理法則を蹂じゆう躙りんし、神の遺志がままに実体無き神性情報が、神遺虚構グラフイツクスとして現実に象かたどられていく。

　奇き跡せきが結実し――光が四方へ散った後、そこには巨きよ大だいな砲ほう身しんが姿を顕あらわしていた。

　ミオはその宙に浮かぶ砲身をゆっくりと掴むと引き寄せ、身構える。

　小こ柄がらなミオと同じくらいのスケールの銀色の砲身――その砲ほう口こうは当然、レイジへ向けられる。

　そして次の瞬間には、その砲口から一いつ閃せんが奔っていた。それはミオの神遺虚構《終束の戦眼キユクロ・プス》からの砲ほう撃げき。

　だがレイジも殺気を察して無意識の内に、身を弾かせていた。光はいままでレイジが立っていた空間を貫つらぬき、そのまま後ろにあった屋上出入り口を消し飛ばす。

「――いきなりのお披ひ露ろ目めか!!」

　ミオは己の神遺虚構の威い力りよくをまざまざとレイジへと見せつける。

　横に避けたレイジは即そく座ざに身構え直し、第二射に備える。だが、追つい撃げきはなかった。

　装填チヤージに時間がかかっているのかとも一瞬思ったが、使い手であるミオの表情を見る限りそうではなさそうだった。

　彼女は悠ゆう然ぜんとこちらの様子を眺めていた。

「……どういうつもりだ」

「まだやる気があるのですか？」

　返ってきたミオの声色は、心底呆あきれ返かえっていた。

「あなたの最初の刃が私に届かなかった時点で、勝負は決まったも同然。そして私の神遺虚構の力を見てなお、無様にも抗おうとするのですか？」

　彼女はレイジの戦意を挫くじこうとしているのではない。ただ常識的な認識を述べている風だった。

　確かに、レイジの攻こう撃げきが通じたとすれば彼女が神域を纏う前しかない。

　つまり初撃が防がれた時点でもはやレイジの攻撃は届かない。あとは決して倒せない相手からの攻撃に晒さらされ続けるしかない。

「……勝てない戦い、か」

　事実を羅ら列れつされれば納なつ得とくするしかない。そのハズなのだが、レイジはそんな戦いにずっと身を投じてきていた。

「勝てるから戦うんじゃない。そんなことで俺が退くわけがないだろうが！」

　レイジは制服に仕込んでいた戦せん闘とう刃じんを両手で取り出すと、二刀を構えた。

「馬ば鹿かな男……なら存分に敗北してください!!」

　ミオの言葉とともに《終束の戦眼キユクロ・プス》の第二撃目が放たれた。レイジは射角を読み、身を反そらせて凌しのぐ。

　今度は間かん髪はつを容いれず次射しや撃げきが行われ、避けたレイジを襲おそった。だがレイジも動きを止めず、身を滑すべらせるようにしてそれも避け切る。

「情報通り、身体能力だけはズバ抜ぬけてるんですね！」

　巨大な砲身を軽々と操あやつりながらミオが感心してくる。だがそれは決してレイジの力を評価してのものではないだろう。むしろ皮肉から出た言葉に違いない。だからこそ、レイジは不敵に笑って見せた。

「それは――光栄だな！」

　装填ロスなく放たれ続ける砲撃を巧たくみに躱かわしながらレイジはミオへと迫せまった。流水の如き動作で、逆手に構えた戦闘刃を少女へと打ちつける。

　ガギリ！　――という鈍にぶい音とともに当然ながら刃は阻はばまれた。刃が通らず停止するレイジの身体へ、《終束の戦眼キユクロ・プス》の砲身が向けられる。

　だがレイジは不ふ可か侵しんの神域を壁かべに見立て、さらに込めた力の反動を利用し、素す早ばやくその場を離り脱だつした。

　砲撃は空から振ぶり、ただ空気を焼いた。

「ただどれだけズバ抜けていても、ただの人が神に触ふれることは決してできません」

　ミオは必死なレイジの行動を揶揄する。

　疾しつ風ぷうのように駆けようが渾こん身しんの力を込めようが、すべては無む駄だ。

　人の身の絶技も神の前ではただの遊ゆう戯ぎに過ぎないと、ミオは告げているのだ。

「この世界に生きる者なら誰だれでも知っているのに……なぜあがくのです？」

「知っているさ。だが諦あきらめなきゃいけない理由にはならないだろう！」

　喋りながらレイジは薄小の刃を複数取り出すと、ミオへと投げ放つ。的確に少女の正中線を狙った刃は、やはり直ちよく撃げき前に防ぎ落とされた。

「極小の可能性に希望を持つのは愚おろかしくも人の性でしょう。ですが絶無の可能性に挑いどむのは――愚かという言葉でも形容しきれません」

　ミオは砲身を大きく振るい、弾かれ宙に舞まう刃たちを薙ないだ。

　そして、大おお仰ぎようにレイジへと砲身を構える。

「もしかして……あなたは私が同調限界を迎むかえることに一いち縷るの希望を抱いているのですか？」

　神遺物との同調には才能が要る。そして才能があっても無限に同調を続けられるわけではない。

　同調とその維持には高い精神力が不可欠だ。それが無くなれば――要は極度に疲ひ弊へいしたら、同調は解かれて当然神域は消失する。

　攻せめ続けられることはプレッシャーを、避け続けられることはストレスを与える。それは神域という不可侵のベールに覆われていても変わらない。

　分の悪い、悪すぎる賭かけだ。

　だがその賭けに乗る以外に勝機の無いレイジは、ただ己の身を以て可能性を覆くつがえし、勝ち上がってきた。

「……だとしたら？」

「――乗のり越える希望さえ抱けない程ほどの壁を見せてあげましょう」

　意味深にそう呟つぶやいたミオは、ちらりと状況を見守っていたレネへと視線を送る。

「……ミオ？」

「レネねぇ様も見ていてください……今回の【追加調整アド・オン】の成果を」

　こちらへは決して見せない満面の笑みをレネへ披ひ露ろうした後、ミオは《終束の戦眼キユクロ・プス》を両手で構え直した。

　そのまま真まっ直すぐにこちらではない虚こ空くうを見つめる。彼かの女じよの極度の集中を、レイジは視覚だけではなく、肌はだでも感じ取った。

　そして、ふと――彼女の神遺物は、軍仕様の特別製スペシヤルなのです――と言っていたレネの言葉が脳のう裏りに過よぎった。

「《終束の戦眼キユクロ・プス》――多重展開バースト・フアイア」

　小さな囁ささやきとともに、ミオが引き金を引く。

　瞬しゆん間かん、光が爆ぜた。

　レイジの第六感が攻撃ではないと訴えてきた。だが、同時に先ほどとはくらべものにならない敵意をレイジの無意識が感じ取る。

　光が四方へ散って視界が戻もどる中、レイジは感覚の意味を悟る。

「これだけ銃じゆう口こうを向けられりゃ……そりゃ居い心地ごこち悪いよな」

　気持ちを宥なだめる為ため、軽口を叩く。

　八つ――ミオ自身が構えるものを含ふくめて九つの砲ほう門もんが、レイジへ向けられていた。

　ミオの中心に、八門の砲身が宙に浮かんでいたのだ。

　それらの砲門はミオが持つものと同じく銀一色で象られていた。だが外見は流線型ではなく角ばっており、どこか歪いびつさを感じさせる。スケールは片手で持てるような、少し大きめのダガー位だ。

　ミオが持つものに比べると、一つ一つはかなり小さい。だがそれらが八つ同時に展開され、すべてが一点に狙いを定めている姿は圧巻という他ない。

「それは……神遺虚構の〝解放〟なのか？」

　神遺虚構は神性情報の顕けん現げん深度により、顕現・解放・昇しよう華かの三つの段階に分けて語られる。そして、段階を経へるごとに神遺虚構の性質は大きく変わり、より現実にとって理り不ふ尽じんな事象を引き起こせるため、基本的に威力は上がる。

　そして、目の前のミオの神遺虚構の変化はそれに則のつとったもののように見える。だが同時にレイジはこの変異に、どこか違和感を覚えていた。

「そのあなたの違和感は……あの〝解放〟が彼女自身により為なされていないからでしょう、です」

　レイジの怪訝な表情から察したのか、レネが理由を解いてくれた。

「彼女自身により……為されていない？」

　だがレイジにはレネの言葉の意味がわからなかった。

　神遺物に秘ひめられた神の奇跡の深しん淵えんを覗く為には、己おのれの才と研けん鑽さんを措おいて他にはない――はずだ。

「どうやら……彼女の神遺物には、刻まれた神性情報を暴あばき晒す為に、数多あまたの軍部の新技術が投入されているよう、です」

「それが、軍仕様の特別製の正体ってワケか……？」

　驚おどろきを通とおり越して、半ば呆れた顔をしながらレネに問うと、彼女は軽く目を瞑つむる。

「私が認識していたのは、単なる戦術プログラムの導入だけ……彼女の戦闘をサポートする役割だけのハズでした……が、それがどうして、こんな、です」

「サポート？」

「ええ、です。戦闘経験により磨みがかれる戦術眼の代わりですとか最適行動を提示する演算補ほ佐さみたいなモノです」

「それならなんとなくイメージはつくな……」

　熟練者が経験の浅いものに助言することや戦闘教本のようなものならば理解できた。軍が蓄ちく積せきしているだろう戦術や戦歴のデータベースを用いれば、理論や理屈はともかく組み上げられそうな気はする。

　だがいまミオが見せているのは、そんなレベルを超こえている。

「軍はここまでする……ですか。これは……」

　レネはこちらへ解説しながらも、目の前の出来事が彼女自身の理解を超えていることを吐と露ろしていた。

　それでもレネは、手持ちの知識の中から辿たどり着ついたのだろう推論を口にしてくる。

「……軍は使い手だけではなく、神遺物自体までも【感応強化チユーンナツプ】したようですね。ですがそれは……そんなことは。軍は禁きん忌きたる【神遺融ゆう合ごう】の領域にでも到いたるつもりなのですか……！」

　眉まゆを下げながらレネが誰へともなく訴える。

「さぁ軍部の意向など私には知る由もありません。私は与えられた道具で命ぜられた使命を遂すい行こうするだけですから」

「――ミオ！　あなたはまだ使い手として〝解放〟レベルに到とう達たつしていませんです!!」

　ミオのつれない返事に、レネが叱しつ咤たするように声を上げた。

「その状態があなたにとってどれだけの負担になるかわからないので――」

「レネねぇ様――そんなコトはいいんですよ」

　レネの激げき昂こうは真に迫り、ミオの身を案じてのものだとひしひしと感じる。こんなレネを見るのは初めてで、レイジは彼女がどれだけミオを大切にしているのかを感じ取った。

だが、そんなレネの言葉をミオはあまりにあっけなく払はらい退ける。

「ここは敵てき陣じんのど真ん中。いざという時、私はここを強行突とつ破ぱしなければなりません。コレはその為の貴重な手段なんです」

　ミオは自分の周りに浮かぶ砲身を見ながら、満足げな顔をする。

「私が任務を全まつとうできるように、【連合軍事機構】が与えてくれた力モノなんですよ？　――負ふ荷かの代だい償しようも、試作段階の危険性リスクも、任務遂行の可能性を上げる為ならば瑣末事じゃないですか」

　妹のように思う少女の、そんな発言にレネが絶句する。

　代わりにレイジが、ミオへ言葉を継ついだ。

「――で、その奥おくの手てをこんなトコで披露して……なんのつもりだ？」

「それはいったでしょう？」

　ミオの軽い返しと共に、八門の砲口から光が一いつ斉せいに奔はしった。

「!?」

　レイジは逃とう走そう本能を押おし殺ころし、微動だにせずその場に留とどまる。すると八閃の光線はレイジのすぐ脇わきを通り抜けた。

　外れたのではない――その砲撃はあえて外されていた。だがそれらは、ただの威い嚇かく射しや撃げきでもなかった。閃せん光こうはレイジが回かい避ひした場合のルートに向かい、全すべて放たれていた。

　さらに言えばいまの一いつ斉せい射しや撃げきの際、ミオ自身が持つ砲身からは撃うたれていない。

　つまりもし全九砲門による同時射撃が行われていたとしたら、レイジにとって回避不可能な攻撃だったといえた。

「あなたの一縷の希望さえも断ってあげるため」

　彼女は口元を緩ゆるめ、イタズラげに笑う。

「曲芸の余興は打ち切り。意志や願いでは決して乗り越えられない壁をあなたに示してあげるんですよ」

　攻め続けることも逃のがれ続けることも不可能なほどの圧あつ倒とう的てきな力量差――絶対の隔かく絶ぜつを、ミオはレイジへ披露したのだ。

「気を遣つかってもらって悪いが……なにをされようが俺おれが退くことはない」

　だがレイジはわずかの戦意も緩めず、戦闘姿勢を崩くずさなかった。

「……本当に、コレが大切なんですね」

　レイジを眺め、それから足下のカナンへ視線を移しながらミオが聞いてくる。

「【破は壊かい者しや】と呼ばれ、普ふ通つうの神遺物を扱あつかえない落ちこぼれのあなたが唯ゆい一いつ扱あつかえる神遺物、らしいですね」

　彼女が深く頷うなずきながら理解を示す。

「折せつ角かく得た自分の力ですものね。必死になる気持ちはわかります。どうしても失うなんてイヤでしょう、力を失うなんて考えたくないでしょう？　その気持ちは痛いほどわかりますが――」

　ミオはレイジの必死さを利己的な欲として見ていた。

「……お前は本当に的外れだな」

　だがそんな彼女の的外れな理解を、レイジは逆に一いつ蹴しゆうする。

「……なんですって？」

　笑った相手に笑われたのが癇かんに障さわったのか、ミオが眉を吊つり上あげた。

「的外れだっていったんだよ、お前の認識も理解も何もかもが、な」

　レイジは双眸でミオを望みながら、真っ直ぐに告げる。

「彼女は俺に力を与えてくれた。俺に見えなかった景色を見せてくれた。それには感謝している。俺は彼女といると強くなれる――だが、だから彼女を救うんじゃない」

　ゆっくりと視線を下げ、レイジは身動きの取れないカナンを見る。

　そんな姿にさせたままの自分に、怒いかりが湧く。

　ふと――最初に彼女を救った時のことを思い出す。

　あの時、二人の間には何一つ関係が無かった。あの時といま……同じ彼女を救おうとしている行こう為いだが、レイジの心はまるで違った。

　あの時は襲われる少女を放っておけなかったから。だがいまは自分の日常にとって不可欠なモノを守るためだった。

　自分が扱える神遺物であるから、カナンが必要なわけではなかった。

　なにかを与えてくれるから、カナンが大切なわけではなかった。

「もう彼女は俺にとって大切な存在なんだ……だから守るんだよ」

「……わかりました」

　首を軽く振りながらミオが零こぼす。ただその言葉はレイジの想おもいを汲くんだものではない。

「あなたの意志というもののくだらなさが」

　最後までレイジとミオの言葉は交わらなかった。

「退かないというのならば、望み通り――消し飛ばしましょう」

　ミオが華きや奢しやな腕うでを振るうと八門の砲身が展開される。

　本人が持つものも含め九つの砲口を前に、レイジはその身一つと握にぎった二刀で対峙する。しかも劣れつ勢せいであるレイジの攻撃が試ためすまでもなく神域によって無効化されるという、ハンデとも呼べない条件付きだ。

　どれほどレイジが諦めていなくとも、結果は明白だった。

　地に伏ふすカナンもその様子を見ながらもがいている。必死に出せない声を出そうとしているのは、多分無む謀ぼうなレイジへ制止を叫さけびたいからだろう。

「さぁ――」

「――じゃあ」

　レイジが戦闘刃を握り直し、ミオが《終束の戦眼キユクロ・プス》に装填の光を灯ともさせた瞬間――別の大きな光が爆ぜた。

　それと同時になにかが砕くだける巨大な音が響いていた。

「!?」

　ミオにしか注意を払っていなかった為、レイジは一瞬混乱しかける。

　だが視界が晴れた後、なにが起きたのかはすぐにわかった。

　飛び込んできたのは、戦斧――巨大な戦斧が地面に打ちつけられ、屋上の床ゆかを砕いていた。

　まるでレイジとミオの交わりを断たつように、両者の間に穿うがたれた一いち撃げき。それは不可侵の神域の光を宿す、神遺虚構だった。

「……レネねぇ様？」

「……レネ?!」

　美しくも荒あら々あらしい白銀の大だい戦せん斧ぷを握るのは――レネ・クリスタニア。

「止めるです、ミオ」

　その声は場の熱気にそぐわない冷めた色をしていた。

「演者同士の無許可の戦闘、神遺物の奪だつ取しゆなど明確なルール違い反はんです。【神話の再演】の参加資格はもちろん、在学の資格剥はく奪だつ・追放相当の行為です」

「……当然ですね」

「カナンを抱かかえて本気でこの都市を突破するつもりですか？　そんな暴挙を神卓機関が許すハズがありませんです。そんなことをすれば……あなたはタダでは済まない、です」

「……その為の、この力ですから」

「――……そして、そんな〝力〟を開放し続ければ、あなたの身体も無事では」

「命令なんです。犠ぎ牲せいなど当然ではないですか？」

　段々と熱を帯びていくレネとは対照的に、ミオの言葉は冷めていった。

「ミオ……この学園に来る時、共に誓ちかったではないですか！　最強を目指すと、自らの価値を証明するために――」

「その通りです、レネねぇ様――あの日我々は誓いました、最強を目指すという任務を果たす、と」

　ミオはレネの台詞せりふを、正反対の意味を添そえて言いなぞった。言葉を交かわせば交わすほどに、二人の距きよ離りが離はなれていくのがわかる。

　彼女はジッとレネの神遺虚構たる戦斧を見つめた後、首を向こうに振る。

「レネねぇ様、それを退けて下さい」

　これまでと異なった怜れい悧りな表情をミオはレネへ向ける。

「ねぇ様への敬意は露つゆほども変わっていませんが――これは明らかに任務妨害です。だから私は、あなたを排はい除じよしなければなりません」

「――ミオ!!」

　ミオは威い嚇かくのつもりか躊躇ためらいもせずに携たずさえた銀砲身をレネへと向ける。即座にレネも戦斧を引ひき戻し、ミオへと振るっていた。

　砲口と戦斧の切っ先が交差し――互たがいの神域がぶつかり、空間が震えた。

「軍令に背そむくのですか、ねぇ様」
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「ミオ……これ以上はいけない、です」

　二人は巨大な砲身と戦斧同士で鍔つば迫ぜり合あいを演じた後、距離を取った。

　神格序列にして第二十七位者・ミオと第十三位者・レネが向かい合う。

　属性や相あい性しようもある為ため一ひと括くくりにはできないが、通常序列が十程ほど離はなれると明確な実力差が出ると言われている。

　それにミオのレネへの心しん酔すい具合からすれば、両者の力量は一いち目もく瞭りよう然ぜんに思えた。

「これまでの私だったらレネねぇ様の足下にも及およばなかったと思いますが……いまは違います」

　ミオは強がる風でもなく躊躇いなく断言する。

「ねぇ様の資質、才覚、神遺物同調レベル、戦闘技術、教養、知性、気品……それらには憧しよう憬けいせざるを得ません。ですが、ただこと戦闘に関するならば、【追加調整】されたいまの私の方が上です」

　ゆっくりと片手を振ふるうと八門の砲身が素早く動き、新たな陣じん形けいを展開する。それらが狙い向くのは――レネだった。

「そして、ねぇ様――ぶしつけで申し訳ありませんが、あなたが……本当に軍務を邪魔できるのですか？」

　その物言いはまるで糾きゆう弾だんし、断罪するような声色だった。そして、軍属であるレネにとってはその表現が本当に当てはまる言葉なのだろう。

「私はただミオ……あなたのことが……っ！」

「あなたはこんなコトに心を動かされ、躊躇う人ではなかった。こんな真ま似ねはレネねぇ様らしくありませんよ」

「…………っ」

　ミオは自らの意見を一片も疑わず、目の前のレネを否定する。

「あなたは私を止められません――なぜならそんな命令はないのですから！」

「――わかっていますです！　それでも私は――」

　一ひと際きわ大きな声でレネが叫ぶ。それは揺ゆれる心を押さえつけ、覚かく悟ごを決める為のようだった。

「私は――あなたを止めます！　たとえ軍令に背いてでも!!」

　決意の宣言とともに、レネは大戦斧を鋭するどく振るった。

　ミオは自身の砲身を打突具に見立てて真正面から戦斧を受ける。

　互いの神遺虚構が激げき突とつし、止まる。だがそれは決して互ご角かくなどではない。なぜならばミオはあと八撃放てるのだから。

「ねぇ様らしくもない拙せつ速そくな一手ですね……」

　対してミオはレネの決意に答えも、触れもしない。ただ淡たん々たんと戦局を読む。

「――そして、【追加調整】された《終束の戦眼キユクロ・プス》とねぇ様の戦斧では相性が悪すぎます。だからこれで――」

　尊敬するレネとのあっけない決着に残念がるミオの言葉が半ばで途と絶だえる。




　――その後を次いだのは、味気ない金属音だった。




　音の鳴った方を見て、ミオが唖あ然ぜんとする。そして、レネまでもが目を見開き、そこで起きていることの意味がわからないようだった。

「――試してみるもんだな」

　宙に浮かぶ八つの神遺虚構の一つ――銀色の砲身に、レイジが放った戦闘刃が深々と刺ささっていた。

　その砲身は一瞬パッと光った後、墜つい落らくする。そして、落ちた衝しよう撃げきとともに粉々に砕け散ちった。

　白銀の破は片へんは宙を舞った後、現実に否定されるかのように消えていった。

　ミオは反射的にカナンの方を向く。だが当然ながら彼女はいまだ【神話封具】により拘こう束そくされ、転がっている。

　自らの神遺虚構の一つを撃げき破はされ、ミオは一瞬レイジがカナンを奪うばい返したとでも思ったのだろう。

「な――!?　どういうコトですか!!」

　だがそうでさえなく、ミオは現状を理解できないとばかりに叫んだ。

　それはレネでさえも同じようだった。

「……これはどういうコト、ですか？」

「……読みが当たっただけだよ」

　レイジはイタズラが成功したかのようにわざとらしく笑って見せた。だが二人の怪訝な表情は消えない。

「なにをしたの!?　どんな手を使ったのですか!!」

「別に俺はなにもしてない。ただ神域が消えた気配がしたから……ちょっと試してみたんだよ」

　絶対不可侵の神域を突破されるという、決してありえない事態に混乱するミオに、レイジはあっけなく理由を告げる。だがそれを馬鹿にされたと取ったのか、彼女はますます声を荒あららげる。

「ふざけるな!!　私は一いつ瞬しゆんも同調を解いていない！　冗じよう談だんは――」

「――まさか」

　だがレネはレイジの言葉からなにかを察したのか、呟きを零した。

「私とミオの神域がぶつかった瞬間……ですか？」

「その通り、だ。二人の神域が触れあった瞬間、神域の力場が歪ゆがんで、一瞬、空白が生じてたんだよ」

　神遺使いの才ある者は、他者の神域の力場を第六感として知覚できる。落ちこぼれを自じ称しようするレイジもその性質の例外ではない。

「逆にあんたらはなにも感じなかったのか？」

「ミオの神域と触れあった時、わずかですが纏う神域にノイズが奔る感覚が起きていた、です……本当にわずかですが」

「それは……ですが、そんな馬鹿な……そのようなことが」

　レネは違い和わ感かんを覚えたことに同意したが、ミオは起きた事実をまだ受け入れられないでいるようだった。

「……というわけでレネ、ちょっといいか？」

「？　……まさか、です」

　意味深なレイジの目配せの意図を、レネはすぐに理解してくれたようだった。

「俺はカナンを助けたい……少し手を貸してくれ」

　率そつ直ちよくに頭を下げ、協力を願い出る。その様を見て、ミオは自身の動どう揺ようを振り払うかのように嘲あざ笑わらう。

「ただの事故でなにをいきがっているのです！　……圧倒的な戦力差はわずかも変わっていないというのに」

　ミオはそのまま残った七門から砲撃を放ち、自分の砲身からも一閃を撃つ。威嚇も何もなく二人を精確に狙った射撃だった。

　レイジとレネは距離を取り、《終束の戦眼キユクロ・プス》の猛もう攻こうを免まぬがれる。

「――で、私はなにをすればいいのです？」

「ミオの神域とぶつかってくれればいい……そうしてくれれば、俺が全部撃ち落とす」

　レネの囁きにレイジは作戦ともいえない作戦を返す。だがレネは文句も言わず、ただ同意の頷きを一つすると、大戦斧を携えてミオへと突っ込んでいった。

「近づかせると――思いますか!?」

　言葉では強がりつつもミオは神域の接せつ触しよくを避さけようとする。砲撃の雨を降ふらせ、レネの進しん攻こうを阻んできた。

「《暴巨の腕斧ヘカトン・ケイル》よ――空さえも潰つぶし、海さえも砕き、大地さえも嘆なげかせましょう、です」

　だがレネは大戦斧を足下に振りおろすと床を砕き屋上を大きく撓たわませた。

　そして出来た瓦が礫れきの山を盾たてにして、一気にミオへと近づく。

「く――――!!」

　手にした《終束の戦眼キユクロ・プス》の砲身を振るい、ミオはレネへと一撃を発する。だがレネは一閃を大戦斧で薙ぐと、そのまま流れるようにミオへと撃ち込んだ。

　ミオは手にする砲身の腹を盾にして、レネの戦斧を防ぐ。

　だがその接触を待っていたレイジは、生じた神域のノイズを見み逃のがさない。神速の身のこなしで大きく跳とび上がり、宙に浮うかぶ砲身の一つを薙いだ。

　目もく論ろ見み通り、神域に阻まれることなくレイジの刃は、《終束の戦眼キユクロ・プス》の砲身を両断してみせた。

「馬鹿な……っ！」

　砲身を一門失った事実と同時に神域消失現象の事実を認めざるを得なくなったミオは、衝撃に表情を歪ませる。

「馬鹿な馬鹿な馬鹿な……ただ触れただけで神域が消えるなど、聞いたことがありません！」

　ミオは抱える砲身の狙ねらいをレイジへ定める。だが照射の瞬間をレネの戦斧に邪じや魔まされた。

　その瞬間、レイジはさらにもう一門を切り付けながら、薄小の仕込刃を別の砲身へ投とう擲てきし、もう一門を見事に撃ち落おとして見せた。

「いったい、なんなの……!!」

「考えられるとすれば同調波長の干かん渉しよう、というところでしょうか……です」

　わめくミオを宥めるようにレネが言う。

「同調波長の干渉……？」

「同調の際、使い手と神遺物の間で交わされる波長は本来各おの々おの違ちがいますです。ただ私とミオの身体にはラ・グラム錬れん成せい銀が注がれ、同じ【感応強化】処置が施ほどこされているでしょう？」

「たしかにそうですが……」

「それが近きん似じの同調波長を生み……混線のような症しよう状じようを生んでいるのかもしれません、です」

「それが原因だというのですか？　ですがこんなこと、いままで起きたことはありません!!」

　共に軍組織で育ってきたレネとミオが、いままで一度も戦ってこなかったなんてことは無いだろう。その際に神域消失などという常識外の現象が起きていたとすれば気づかれないはずがなかった。

「まぁ……だよな」

　そんなレイジの疑問に答えるかのように、レネが淡々とした口調で呟く。

「起きていても……知覚できていなかったのでしょう、です」

「知覚、できていなかった……？」

「ミオの神域と接触した際に感じるノイズですが、意識しなければ気付かないほどのわずかなものです。きっとあなたの感覚もそうじゃないですか？」

「ええ……それはねぇ様の言うとおりです……ですが、まさか!!」

　ミオの目が大きく見開かれる。

　ミオの表情は、ただ認められないというような驚きではなかった。

　それは純じゆん粋すいな驚きよう愕がく。

　そんなやりとりの中でも戦いは続き、ミオの《終束の戦眼キユクロ・プス》と、レネの《暴巨の腕斧ヘカトン・ケイル》が交差する。

　レイジは己の知覚を信じ、生じる神域の空白に刃はを差し込む。そしてまた一つミオの神遺虚構を両断する。

「彼かれ、レイジ・アドヴェントは我々が認にん識しきさえ出来てない神域消失を知覚し、さらにそのわずか一瞬の隙すきを精確に突ついているのです……そういうコトですよね？」

「相手の神域の有う無むを読むのが俺にとって死活問題だったからな……そこで鍛きたえられたのかもな」

　レネの推察に、レイジは同意する。

　同調者自身でさえ感覚のノイズとしてしか捉とらえられない神域の消失現象を知覚していることだけで、レイジの認にん識しき力りよくは驚きよう異い的てきといえる。

　ただそれだけではない。その隙ともいえない隙を把は握あくして神遺虚構を両断する為には、圧倒的にして正確無比な技ぎ巧こうが必要だ。

「異常とも言える鋭えい敏びんな知覚と卓たく越えつした戦せん闘とう技能……どちらが欠けたとしても成り立つものではないです……およそ人の業わざではないです」

「そこまで言われると、もはや褒ほめられているとは思えないな……まぁ人の身で神様の力に挑んできたんだ、限界の一つや二つ……そりゃ超えてるさ」

　喋しやべりながら投げた仕込刃が砲ほう口こうを貫つらぬいて、レイジはさらに一門を破は壊かいする。

　気付けば八門展開されていた砲ほう身しんも、残りはわずか二門となっていた。

「そんな……こんなことがあるハズがない。レネねぇ様さえも圧倒するいまの私が……こんな無様を晒すハズが……――無い!!」

　残る二門はミオの叫びに呼応するように高速で移動した。狙うのは当然、レイジだった。

　挟はさみ撃つように展開される《終束の戦眼キユクロ・プス》に狙われながらも、レイジは冷静だった。

　レイジに焦あせりがないのは、レネが絶ぜつ妙みようなタイミングで神域消失を起こしてくれると信じていたから。

　放たれた砲ほう撃げきをレイジは身を反らし、紙かみ一ひと重えで避ける。その瞬間、ミオの神域消失を確かく認にんし、レイジは左右の砲身へ同時に刃を投げ放った。

　結局、最後の二門もレイジはあっさりと破壊してみせた。

　砲身が砕け散る様を確認しながら、レイジはレネへ感謝の笑えみを送った。

「見せ場を貰もらって悪いな、レネ」

「……いえ、です」

　迎げい撃げきを成しえたのはレイジの能力と技巧によるのは間ま違ちがいない。だが、ここまでスムーズに八門すべてを破壊出来たのは、レネのサポートがあってこそだということをレイジ自身、よく理解していた。

　レイジの呼吸に合わせて神域消失を演出し、さらにミオ本人の攻こう撃げきを巧みにレネ自身へ向けさせ、レイジを八門攻こう略りやくだけに集中させてくれていたのだ。

　初めてのコンビネーションとは思えない感覚――そう感じさせるレネの実力にレイジは素す直なおに感かん嘆たんした。

（さすが十三位者……か）

　それからレイジとレネは、ただ一門残った砲身を抱えるミオと向かい合う。

　形勢はもはや逆転していた。

「――ミオ、もう止めるのです」

　針の穴ほどの間かん隙げきを縫ぬい続けた果て、ミオの牙が城じようは崩れ去さっていた。

　レネの勝負は決したとばかりの呼びかけは姉としての優やさしさでもあり、明らかな事実だった。

「いまならまだやり直せる可能性が残るです。一いつ緒しよに学園へ――」

「……なぜ、ですか」

　だがミオの耳にレネの言葉は届かない。

「なぜ！　レネねぇ様が私の邪魔をするのですか!?」

「……ミオ？」

「私はただねぇ様と一緒に居たいだけなのに！　なんでそれをレネねぇ様本人が邪魔をするんですか…………ねぇ様は私が、嫌きらいなんですか!?」

　顔を歪ませ、必死にミオが訴うつたえてくる。

「ミオ、なにを言ってんだ。レネはお前を心配して――」

「黙だまれ！　貴様などが口を挟むな!!」

　レイジがミオと対立しているのは無論カナンを巡めぐってだ。だが、手を貸してくれたレネの理由はミオ自身の為を想ってのものに違ちがいない。

　そんなことはレネの言動と表情を見ていればわかるだろう。

　なぜこうもレネの想いをミオが否定するのか、レイジには理解できなかった。

「……そもそもなんでカナンを奪うコトがレネと一緒にいることに繋つながるんだ」

　レイジは戦闘で額に張り付いた髪かみをかき上げながら、再度言葉を投げる。

　どう考えてもミオの行動はレネの意思と反している。だがレネにはミオの心情がわかるのか、一歩前に出た。

　そんなレネへ、ミオがさらに訴えかけてくる。

「……ねぇ様……もう止めて下さい。わかっているのですか？　我々の全ては軍に与えられたものなんですよ？」

　ミオの言葉は説得というより懇こん願がんに似ていた。

「我々の命も、力も、居場所も――全部、軍により齎もたらされたもの！　私たち自身のモノじゃないんですよ？　だから彼らに逆らえば全てが奪われる！　価値が無くなれば捨てられる!!　〝仲間〟が、〝同どう胞ほう〟がそうだったように!!」

　少女の声は震ふるえていた。

　ミオの叫びが事実なのかレイジにはわからない。ただ彼女が心底そう信じていることだけは伝わってきた。

「私は――ねぇ様と一緒に居たい！　この世界で唯ただ一人、私が独りではないと教えてくれた憧あこがれの人だから!!」

「…………ミオ」

　レネは目の前の少女へ優しげな眼まな差ざしを向けながら、静かに訴えを聞いている。

「だから私は軍令に準じなければならない……！　もしも沿わなければ……達成できなければ……ねぇ様と一緒に居られない」

　ミオは一度言葉を区切り、華奢な拳こぶしを痛ましいほどに握り締しめた後、叫ぶ。

「たとえレネねぇ様本人を倒してでも!!」

「――ミオ!!」

　彼かの女じよは近くのカナンを片手で鷲わし掴づかみにすると、大きく後ろへ跳ちよう躍やくした。そして間合いを取った後、再びカナンを床に放ほうり投なげ、両りよう腕うでで《終束の戦眼キユクロ・プス》を構えた。

「――ミオ、お前は……まだ戦うのか!!」

「任務を遂行すればいいんです……そうすれば全てが上う手まく行くんです……軍の命令に従えばいいんです――だって私たちにはそれ以外の道なんて元からないんですから!!」

　矛む盾じゆんや自分自身の迷いをねじ伏せるかのような絶ぜつ叫きようと同時に、ミオの神遺虚構が一際大きな輝かがやきを放つ。

　光とともに奇き妙みような金属音が鳴なり響ひびく。その音もまた神遺虚構からのものだった。

「また……神遺虚構が変わるのか?!」

　銀色のフォルムが歪み、砲身がより巨きよ大だいに変形していく。

「……レイジ、今度は私に手を貸してくれませんですか？」

　ミオの神遺虚構の変へん貌ぼうへ目を向けたままレネがこちらへ伺ってくる。

「どういうことだ……そもそもアレは一体」

「我々を消し去るための神遺虚構の強化でしょう、です。彼女の負荷もなにも関係なく……のです」

　彼女の不安の指し示す通り、ミオを見るとその表情は苦痛に染まっていた。もはや通常の同調状態を表していない。

「ミオ自身がリミッターを解除したのか、組み込まれたプログラムによる強制発動なのかはわかりませんです。ですがどちらにせよ、もうこれ以上は彼女が……」

　言葉にしたくなかったのか、レネの声はそこで終わる。

　だがレイジはレネの意図を汲み、新たに二本の戦せん闘とう刃じんを抜ぬき出だして構える。

「俺はなにやればいいんだ？　っといってもやれることは限られてて……さらにそう多くはやらせてくれないだろうがな」

　神域消失を恐おそれてだろうミオは二人と距離を取っている。さらに最大出力を充じゆう填てんし、砲口でこちらを捉えていた。

　近づかなければ手の打ちようがないが、ミオは近づく前にこちらを消し飛ばす気なのだろう。

「私が道を開きます――ですからレイジ、あなたは彼女の神遺虚構を断ってください、です」

　レネからの提案は、作戦ともいえない申し合わせだった。

　ミオの身を案じるとすれば一刻の猶ゆう予よもないのだろう。だが、レイジは彼女の言葉を自暴自棄なものとは取らなかった。

　言葉ではなく、レイジは無言の頷きで承しよう諾だくを告げた。

　レネがレイジに想いを託たくしたのだから、レイジはただレネの言葉を信じる。

「――この一撃で終わり、です」

　そうポツリと呟つぶやいた次の瞬しゆん間かん、もうレネが跳び出していた。

　大戦斧を携えながらとは思えないほど軽かろやかで、一気に最高速度に達する。

　だがそのレネのタイミングに合わせたかのように、ミオが声を上げる。

「残ざん滓しさえ残さず、魂たましいまで殺そいで――《終束の戦眼キユクロ・プス》!!」

　その怒ど声せいがトリガーだったのか、変貌を遂とげた《終束の戦眼キユクロ・プス》から光が爆はぜた。

　射角は迷いなくレネに向いていた。そして、一直線にミオへと進むレネにそれを避ける手段はない。

　ミオが先に射しや撃げきしなかったのは、不ふ可か避ひのカウンターを狙っていたのだ。洪こう水ずいのような光の一いつ閃せんは、身をひねって躱かわせるような代しろ物ものではなかった。

「ミオ――あなたは本当にこの私を止めるつもり――いえ、止められるつもりですか？」

　だがレネもまたミオの攻撃を読んでいたようだった。

　彼女は速度を緩めもせず、光の濁だく流りゆうへ向かい大戦斧を撃ち出す。

　――大戦斧と光撃が激突する。

　衝撃とともに爆ばく発はつ音おんが響き渡わたった。そして、その音が散った後も鳴動が止まずに続く。

　《終束の戦眼キユクロ・プス》から放たれ続ける光を、《暴巨の腕斧ヘカトン・ケイル》が相そう殺さいし続けていた。膨ぼう大だいなエネルギーとエネルギーがぶつかり合い、空気だけではなく空間自体をも軋きしませ、奇き怪かいな音を巻き起こす。

「いまの私はレネねぇ様を超こえています――超えていなければならない!!　だって私の方が正しいんだから!!」

「――ミオ。一つだけ覚えていてください、です」

　雑音と騒そう音おんが鳴り交う中、二人の会話だけは明めい瞭りように聞こえた。

「――私も、あなたと一緒にいたいのですよ」

　状じよう況きように似つかわしくないレネの優しい囁ささやきに、ミオが困こん惑わくの表情をする。だがレイジには彼女のその言葉は、妹を救うという強い決意の表明に聞こえた。

「すべてを振り払い、永久さえも潰すのです――《暴巨の腕斧ヘカトン・ケイル》!!」

　刹せつ那な、両者の均きん衡こうが崩れる。

「はあああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　張り上げたレネの声に呼応し、大戦斧が激しい光を放ち始めた。

　瞬まばたきとともに輝きは一層増していき、《終束の戦眼キユクロ・プス》が放つ閃光さえも覆おおい尽つくす。屋上全体が《暴巨の腕斧ヘカトン・ケイル》の光に埋うまった。

「な!!　バ、バカな……レ、レネねぇ様!?」

　ミオはすでに己おのれの全力を初撃に注いでいる。もはや出来ることは無く、慌あわてふためくしかない。

　光が晴れ上がった後、レネは《終束の戦眼キユクロ・プス》の光全てを薙なぎ消して、ミオの眼前に到とう達たつしていた。

　振り抜かれた大戦斧がその余よ韻いんを残し、次いで硝子ガラスが砕けたような音が一面に鳴り響く。

「………………え!?」

　一拍ぱく遅おくれてミオが自らの身に起きたことに気づいたらしい。

　いまの音は、神域が砕けた音――ミオの纏まとっていた神域の輝きが消えていた。

　同時に《暴巨の腕斧ヘカトン・ケイル》が耐たい久きゆう度を超えた音だった。銀色の大戦斧に亀き裂れつが奔り、粉々に散っていく。

　ミオの《終束の戦眼キユクロ・プス》の全力を真正面から受け止め、さらに展開された神域まで強ごう引いんに砕き剥はがしたのだ。代だい償しように対し、成果としては十分に過ぎる。

　だが神遺虚構を失い、無手となるレネを前にミオが乾かわいた笑いを上げる。

「は、ハハハハハ!!　ねぇ様？　どうしたんですか？　私を止めるんですよね?!」

　神域を破壊されようとも《終束の戦眼キユクロ・プス》を構えるミオが、己の優位を訴える。そして、無む慈じ悲ひにもミオはその砲口を無防備なレネへ突きつけた。

「そんな有様でこの私を――」

「忘れたのか、ミオ。お前の相手は――俺おれだ」

　だが弾だん幕まくも神域もなく無体を晒さらすのはミオも同じだった。

「――!?」

　レイジはミオとレネの間に分け入り、《終束の戦眼キユクロ・プス》の前に立つ。そして、彼女がトリガーを引き切る前に、砲身の半ばに幅はば広ひろの鍛たん造ぞう鋼こう製の刃を突き立たてた。

　そのままレイジは滑なめらかに刃を動かし、最後には大きく斬きり上げる。甲かん高だかい金属音と共に両断された神遺虚構が軽々と宙を舞まった。

「あ、あ……ああああ！」

　半ばで断たれた砲身の照準を、ミオはそれでもレイジへ合わせようとする。レイジはその銃じゆう身しんへ、神速の斬撃をさらに数度叩たたき込んだ。

　それが止めとなり、強度限界を超えた《終束の戦眼キユクロ・プス》はレネの《暴巨の腕斧ヘカトン・ケイル》と同じように、粉々に砕け散る。

　散った破片さえも全すべて消失するのを確認してから、レイジは刃を一度振り払はらう。それからレイジはミオの双そう眸ぼうを見つめると、当然のように彼女もまた、憎ぞう悪おを宿らせたまま真まっ直すぐにこちらへ視線を向けてきた。

　勝負は決した――だがミオは膝ひざを屈くつしなかった。

「……レイジ」

　無手のままレイジを睨にらみ、吐はき捨すてる。

「私はあなたが嫌いです。なにも背せ負おわず、脆ぜい弱じやくで移ろいやすい己の意志のままに行動するあなたが――私は嫌いです!!」

「そうか――」

　だから彼女は立ちはだかるレイジを捨て置かず、全力で否定しようとしたのだろう。真正面から感情をぶつけられ、レイジは一つ息を漏もらす。それから間かん髪はつを容れず、レイジは一ひと太た刀ちを放っていた。

　予備動作もない唐とう突とつな行動にミオばかりではなくレネまでも驚おどろく。

　ミオへのトドメの一撃に映ったのだろう。

　だが、その戦闘刃はミオの胸を撫なで――そこに仕し舞まわれていた【神話封具】だけを破壊した。

「だがそういうミオだって、結局レネとの為ために行動したんだろ？　自分が大切だと思うもののためにさ」

　レイジはゆっくりと刃を納めながら、事もなげに言う。

「カナンを連れ去ろうとしたことは許せないし、表現の仕方が不器用すぎると思うが……俺はその想おもい、嫌いじゃないぜ」

　そのままレイジは倒れたままのカナンの方へ踵を返した。

　レイジからの視線が外れて気が抜けたのか、ミオはそのまま膝を折る。その仕草は彼女の戦意が解けたことの表れであり――今度こそ本当に勝敗が決したことを示していた。




　　　　　◆




「カナン……大だい丈じよう夫ぶか？」

　【神話封具】の拘束から解かれたカナンを、レイジは抱だき起おこす。

「レイ、ジ…………レイジっ！」

　声が出せることを確かめたカナンが、レイジの名を何度も呼びながら抱きついてきた。彼女はこちらの首元に両手を回し、思いっきりしがみ付いてくる。

　身体をこれでもかと密着させられ、レイジは内心慌てふためく。だがなんとか呼吸を整え、カナンの行こう為いを受け止めた。

　するとカナンの身体がわずかに震えていることに気付く。彼女の身に起きたことを振り返かえり、レイジはいまも残る怯おびえを和やわらげられればとカナンを抱きしめ返した。

「ごめんなさい！　私がレイジを置いて――」

「カナンは別に悪くないんだ。謝あやまることじゃないだろ？」

　そう耳元で囁くとカナンは愛らしい顔を上げ、間近なこちらの顔を見つめてくる。

「レイジぃ……」

　まだ不安がるカナンにレイジは、その感情をわずかでも拭ぬぐえればと微笑ほほえみかける。するとこちらの意図を察してくれたのか、カナンは満面とはいかないまでも笑い返してくれた。

「……やっぱ、カナンは笑ってる方がいいな」

　満足げにそう零こぼすと、なぜかまたカナンは顔を逸そらしてボフッとレイジの胸に顔を埋めてしまった。

　なにか失言してしまったのかとレイジは思案にくれ、顔を上げる。

　――そこでレイジは自分に注がれる視線に気づいた。

　気配の方を向くと、ミオの傍にレネが立っていた。

　レネから発される張りつめた気配を察し、レイジはゆっくりと立ち上がる。

　いまのカナンを離すわけにはいかず、結果両腕で小さなカナンを抱きかかえる格好になってしまった。

「～～れ、レイジっ！　これはその……ダメだよっ！」
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　高いところが怖こわいのか華きや奢しやなカナンの身体が震えている気がするが、いまは我が慢まんしてもらうしかない。レイジはそのままレネと向き合った。

「妹が迷めい惑わくをかけたです」

「まぁ、な。だがそれもあんたが謝ることじゃない」

　ペコリと頭を下げるレネに、レイジは気負いなく返す。

「それに、そんなことを言いたいんじゃないんだろ？」

　そして、レイジは身構えながら不敵に笑いかける。レネはレイジの探さぐりに対し、真正面から答えない。だが拒きよ絶ぜつはせず、ゆっくりと返してくる。

「軍属であることを考えれば、任務遂すい行こうに全てを賭とすミオの方が正しい、です。私の命も、力も、居場所も……全部は軍により齎されたもの、です。それがなければ私は幼い頃ころ小さな村で死んでいました。大切な、ミオに出会うこともありませんでした……与あたえられたからこそ、寝しん食しよくに事欠かず、流る浪ろうすることもなく、この学園にこうして来ることができた、です」

　ミオが怯えながら叫さけんだことをレネが肯こう定ていする。ただミオとは異なり、レネの口調は穏おだやかだった。

「私は……なに一つ持っていませんでしたですから」

　レイジは静かにレネの独白に聞き入る。

「ただそれでも私は――たとえ齎されたものだとしてもいま胸の中に、手の中にある想モいノは自分のものだと思いたい、です」

　銀ぎん髪ぱつの少女の瞳ひとみに力が籠こもるのを感じた。そして、そのどこか遠くを見るようだった眼差しの焦しよう点てんが、レイジへと合わせられる。

「それを証明する為に――私は自らの意志で戦うのです」

　それは命令でも任務でもない、彼女の心の表れ。

「私は……全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭し、自らの意志を貫くあなたに感化されたのかもしれません、です」

「……それも含ふくめてあんたの意志、だろ？」

　自分自身の意志を吐と露ろするレネを見ながら、レイジはなぜか嬉うれしく思った。

「はい、です――こんな気持ちにさせたあなたと、私は戦いたい、です」

　少女は制服から儀式証オーダー・カードを取り出すとこちらへ指し示す。

「――レイジ・アドヴェントに対し私、レネ・クリスタニアは【神話の再演】を申し込みます、です」




「俺もそんなレネと戦いたい思ってたとこさ」

　レイジもまた自らの戦意を表し、ここに【神話の再演】は成立した。




　　　　　◆




　レイジは自宅のソファに腰こしを下ろす。すでに夕食も済ませ、さきほど風ふ呂ろから上がり、ようやく一息吐ける気がした。

　ミオとの屋上での一戦後、なにがあったかというと……特になにもなかった。

　学園側にどう説明するかを考えていたら、レネが「この後のことは一任してほしい」と言われ、レイジとカナンは早々に引ひき揚あげさせられたのである。

　『じゃあそれで』と退散できるような状況ではなかったが、レネになにか考えがあるようだったので、逆に邪魔をしてはと思い、レイジは彼女の言葉に従うことにした。

　そんなこんなと色々とあった一日のことを振ふり返る。そして、結局最後に浮かんだのはカナンだった。

　ありあわせで作った夕食を食べるカナンの顔は、笑ってはいたがどこかぎこちなかったのを思い出す。

「……まだ気にして――」

　独り言を零した時、レイジは気配を感じて視線を上げた。すると開けっ放しのドアの端はしからカナンがこちらを覗のぞいていた。

「カナン……どうしたんだ？」

　とりあえずレイジはカナンに姿を現すように手招きをする。寂さみしいのかカナンは枕まくらを両腕で抱かかえていた。

「静かだから、もうとっくに寝ねたと思ってたんだけどな」

　するとカナンは首を小さく振る。

「うん……なんか寝れなくて」

　そう零すカナンの様子は、やはりどこか元気がなかった。

「……ちょっと待ってな」

　逡しゆん巡じゆんの後、レイジは立ち上がると台所に行き、レジンガスの焜こん炉ろを点つけて弱火でミルクを温める。ゆっくりと熱した後、口当たりを甘あまくするため蜂はち蜜みつを少量入れて仕上げた。

　再び戻もどったレイジはそれをカナンにひょいと渡した。

「ほら、冷やすと身体に悪いからな」

「あ、ありがとう」

　レイジは自分の横に腰こし掛かけるように促うながし、カナンとソファに横並びに座すわる。

　カナンは熱さを気にしながらも、ホットミルクに口を付ける。

「……で、なんかあるのか？」

　カナンの雰ふん囲い気きがわずかに安らいだのを感じてから、レイジは改めて切り出した。するとカナンは誤ご魔ま化かさず、わずかに沈ちん黙もくの間を置いてから一言呟く。

「今日は、ごめんなさい！」

　彼女の口から出てきたのはやはり謝罪だった。屋上で助け出した時もそうだったが、彼女は今回の事件について重い責任を感じているらしい。

「いや……だから言っただろ？　別にカナンが悪いわけじゃないんだから、謝る必要なんてないんだ」

　カナンはミオに自らの正体を示し唆さされて誘さそい出されたのだと伺うかがっている。結局ミオのその発言自体はブラフだったわけだが、カナンが抱いていた不安は本物だ。

　カナンの記き憶おくはいまだに戻らず、ただ神遺物であるという異質な事実だけが明らかになっている……というのが現状なのだ。

「不安になるなって方が……まぁ難しいのかもな」

　カナンの心情を察し、レイジは納なつ得とくする。そして、カナンの不安を少しでも軽くできればと言葉を添そえる。

「ただ一人で抱え込まなくていいんだ。いまは俺がいる」

「でも、レイジに負担を……」

　いつものワガママさはどこかに、カナンがしおらしく答える。

「俺たちは相棒なんだ。一緒に探そうぜ」

「でも……！　いいの？　私が一緒にいていいの？　役に……立てる?!」

　レイジにとっては自明の質問なのだが、カナンがレイジの気持ちを必死に確かめてくる。

「俺たちは最高のパートナー、だろ？」

「……でも、私はレネみたいに――」

「…………ん？　なんでここでレネが出てくんだ？」

　予想外の名前にレイジは面食らう。するとカナンは発言を取り消す意味なのか、首をブンブンと左右に振って見せた。

「な、なんでもない」

「いや、なんでもなくは……」

「なんでもないの!!」

「……いや、じゃあいいけどさ……」

　必死に追つい及きゆうを拒絶するカナン。気にはなったが、それよりも少し調子を取とり戻してくれたようなカナンの態度に、レイジは安あん堵どを覚えた。

「…………んじゃ、そろそろ寝るか？」

「……うん！」

　頃ころ合あいかと思って促すと、少女も大きな頷うなずきとともに同意してくれた。

　さて、とレイジはカナンをベッドに見送ろうとソファから立ち上がる。

　飲み切ったカップを預かる為、レイジはカナンへ掌てのひらを向けた。だが彼女はカップを掴つかんだままジッとこちらの様子を窺う。

「まだなんかあるのか？」

　わずかな間の後、カナンがカップをおずおずと差し出しながら切り出す。

「ねぇレイジ、今日からはレネがいないでしょ？」

「ん？　ああ、そうなんだよな」

　色々あった上に疲つかれていたから忘れていたが、カナンの指し摘てき通りだった。いままで泊とまり込んでいたレネが今晩からはいないのだ。

（……そう、だったな）

　カナンと二人だけなのだと気付いたら、急に意識してしまう。だがレイジは頭を振って馬ば鹿かな考えを振り落とした。

「ああ、いままでレネと寝てたから寂しいのか？」

　誤魔化す意味も込めて、レイジはからかいの言葉を投げた。

　レイジの家に一つしかないベッドを、昨日まではカナンとレネが一緒に使っていた。二人とも小こ柄がらな為、特に問題はないようだった。

　……ちなみにレイジはいま座っていたソファで寝ていた。

「そ、そんなことないよ！」

「じゃあ、なんなんだよ？」

「寂しいとかじゃないけど……一緒に寝ようよ！」

「な!?」

　カナンが袖そでを引っ張りながらムチャなことを求めてきた。

　レイジは思わず声を上げてしまったが、この台詞せりふ自体は毎晩いわれていることだった。しかしこれまでレネと一緒ということもあってか、軽く受け流して断るだけで済んでいた。

　彼女も残念がるがそれも含めて、寝る前の恒こう例れいのやりとりみたいなものだった。

「……ダメ……かな？」

　だが二人っきりで改めて真っ直ぐに望まれると、あっさりとは対応できない。

「いや……それは、ほら、ダメだろ？　問題がこう色々とだな……」

「色々……なんかするの？」

「べ、別にしないが…………やっぱりダメなんだよっ」

　仔し細さいに説得することもできず、レイジは汗あせを垂らしながら断る。だが同時にそう簡単にカナンが諦あきらめるとは思えず、どう対処したものかと思案にくれる。

　けれども予想に反し、カナンは捲まくし立てては来なかった。かわりに少し物もの憂うげな表情のまま沈黙した。

　そのカナンらしくない態度が不安になり、レイジが呼びかけようとした時、彼女から口を開いてきた。

「これ以上レイジに迷惑はかけられないからね……うん、一人でも大丈夫」

「……カナン？」

　カナンは寂しそうな笑みを浮うかべながら、理解を示す。

「今日だけでも一緒にいて欲ほしいと思ったけど……やっぱ、ワガママだよね？」

　上うわ目め遣づかいでこちらを見つめながらそう言い、最後に「一人がちょっと怖かったから」とカナンは零した。




　……その後レイジは散々迷った挙句、カナンと一緒のベッドで寝ることにした。







第四章　戦場の銀妖精　レネ・クリスタニア







　ミオとの騒そう動どうから二日後。つまりはレイジの休戦期間インターバル明けの放課後、レイジは戦技盤ばんの控室にいた。

　神々の権能を自在に操る神遺使いレガリアが全力でぶつかり合える様、特別に誂あつらえられた闘とう技ぎ場じよう――それが【戦技盤】だ。

　故ゆえにこの場所を訪おとずれる者の目的は、ただ一つ。

「これからレネと戦うんだよね、レイジ」

　戦闘支度を整えるレイジに、カナンが声を掛かける。

「ああ」

　あの放課後にレネの宣戦布告を受けてからルール上は最短期間での戦いではあるが、それでもレイジの気持ちはようやく戦えるといった感じだった。

「カナンも大丈夫か？」

　レイジは仕込んだ武具類をチェックしながら、カナンの様子を窺う。

「大丈夫だよ、まかせて！　ちゃんとレイジの役に立つからね！」

　少女は身ぶりまで付けて、明るく答えてくれた。

「ああ、頼むな」

　彼女の笑みにレイジもまた笑みを返した。

（もう……カナンは大丈夫、だよな）

　カナンはあの出来事のショックからほぼ立ち直っているように見える。ただ彼女の振る舞いに若じやつ干かん、しおらしく感じるところがあった。

　それはそれで愛らしいのだが……指摘したら多分怒おこられるだろう。

　もし彼女が全快でなかったとしても、それをフォローするのが相棒である自分の役目だとレイジは考えていた。

　そんなことを考えながらカナンを見ていたら、彼女がトタトタとこちらへ近づいてきた。

　なにを言われるのかと身構えたが、カナンはそのままレイジへと抱きつく。

「……なっ」

　想定外に女の子の感かん触しよくを当てられ、レイジはあからさまに困惑する。そもそも抱きつかれる意味がわからない。だがカナンはこちらの気持ちも知らずに、その姿勢のままで停止した。

「ど、どうしたんだよ、カナン」

「なんとなく」

「なんとなくって……あのな」

　邪じや険けんにもできず、レイジはカナンの行動を受け入れるしかなかった。

「これからレイジがまたレネに構っちゃうから……不足するレイジ分を補給しておくの……だからこうさせて」

「なんだよ……それ」

　説明された理由は全く理解できなかったが、それでも彼女が求めているものをなんとなく察して、レイジはカナンの小さな頭を撫でた。




　結局、二人が身を離はなしたのは、戦せん闘とう開始時刻を告げる鐘かねの音が鳴った時だった。




　　　　　◆




「――命令に違い反はんした私を罰しに来たのですか、ミオ？」

　戦闘開始時刻を一人静かに待つレネの控室に、ミオが訪れる。レネは振り返りもせず背中で気配を察し、ミオへ声を掛けた。

「そ、そんなことありません！」

　気付かれていないと思ったのか、ミオが慌てて声を上げてきた。

「そうですか……足音を消して入ってくるから、てっきりです」

「こ、これはその……試合前の集中を乱してはという、ミオの気遣いだったのですが……うう、すみません、要いりもしない気遣いでした!!」

　ミオの配慮は結果からいえば台無しだった。一息吐きながらレネが後ろを覗くとミオが両手をぱたぱたと振っていた。

「そうだったのですか。それよりも、あなた自身への罰……ペナルティは大丈夫ですか？」

　レネはミオと向かい合うと、気がかりだったことを訊きく。

　彼女に下されていた『カナン奪だつ取しゆ』という命令は、レネ自身が妨ぼう害がいしたこともあり、失敗していた。ミオへの【追加調整】や【神話封具】貸与などから【連合軍事機構】がこの任務をどれだけ重要視していたかがわかる。

　故に失敗に伴ともなう責任も重大であるはずなのだ。

　だがミオはそんなレネの懸け念ねんを吹ふき飛とばすかのように、明るい声で答える。

「はい！　ねぇ様に心配していただくなんて感涙モノです……！」

　ミオは喜びをひとしきり噛みしめた後、背筋を伸のばしながら説明してきた。

「任務の失敗を軍に報告したところ、神遺物レガシイの再調整期間中の謹慎を言い渡されました。でもそれ以外は特になにもいわれてません！」

　学園側には、屋上の一件は『ミオと神遺物との過か剰じよう同調による神遺虚構グラフイツクスの暴発』という事故ということで報告していた。その際、ミオの神遺物は安全性が確かく認にんされるまで使用不可とされ、再調整の為、サウガウドのクリスタニア研究所に送り戻されていた。

　いま現在、ミオは神遺物を持っておらず、謹慎を言い渡されるまでもなく【神話の再演】に事実参加できない状態だった。

「思った以上に軽い処分でした！　正直ホッとしました……」

「そうですか……よかったです」

　明るい口調ながら安堵の息を漏らしたミオに、レネは深く頷き返す。

「神遺物が戻ってくれば謹慎も解除されます。そうすれば【神話の再演】にも問題なく参加できますから、待っててください！」

　レネとともに居られることの嬉しさを表現するように、ミオが張り切った声で宣言する。

「楽しみにしていますですよ。あと……もう一つ」

「はい――え？　あの、ねぇ様?!」

　もう一つの懸念を窺う為、レネはミオに近づく。そして、ミオの頬ほおに掌を当てながらその顔色を覗く。

「身体は……もう大丈夫ですか？」

　するとミオは顔を上気させながら、慌てて喋しやべり出した。

「も、もう大丈夫だよ！　……じゃなくて、です！　ずっと寝てたら治ったし……もうホントへっちゃらです!!」

　ヘンなポーズまでつけて回復ぶりをミオがアピールしてくれる。多分こちらの心配を払拭する為だろうその仕草に、思わずレネは笑えみを零した。

「本当によかった……です」

　それからミオが区切るように深呼吸をしてから、改めてレネへと向き直してくる。

　そしてゆっくりと言葉を紡つむいできた。

「私を想ってのレネねぇ様の心を無下にしてしまって……すみませんでした」

「ミオ……」

　無論、それはあの屋上での出来事を指しているのはわかる。

「こんなことをいえる立場ではないとわかっています……ですが！　僭越、不ふ遜そん、無礼を承知でいわせてください！」

　ミオはギュッと両掌を握にぎり締しめる。まっすぐにレネを見つめながら、想いを伝えてきた。

「ねぇ様は私にとって姉様です。だから私はレネねぇ様の勝利を願いに来ました。誰だれでもない私の気持ちから……妹として！」

　伝えてくれたのは愛おしい姉妹からの無垢な親愛。そして、表してくれたのは、彼かの女じよ自身の想い。

　喜びを表現することに慣れておらず、どうしたらいいかレネは戸惑う。

　だが、最後には、

「――ありがとう」

　と素す直なおな気持ちを唇くちびるで紡げた。

　そして、ちょうどその時、鐘の音が響ひびいた。

　戦いの刻を告げる音だった。レネは自然と双眸に戦意を灯す。

　それから目の前のミオの頭を一撫でした後、レネは戦場へと向かう。

「いってらっしゃいませ、ねぇ様」

　ミオの見送りに、レネは極上の笑みを添えながら頷いた。




　　　　　◆




　神遺使いが戦う為の闘技場【戦技盤】はこの神しん殿でん都市内にいくつも存在する。その中でも第一戦技盤はルディフォウン学園校舎の横に併へい設せつされている。

　その為にここは授業にも利用され、生徒たちには一番馴染みのある戦技盤だった。

　外観は戦技盤らしく古来の闘技場を模され、レイジとフレアがオープニングを飾かざった中央戦技盤にはスケールとしてやや劣るが、それでも十分過ぎるほどの広さのフィールドだ。

　レイジはフィールドに足を踏ふみ入れながら、周囲を眺ながめた。このフィールドを囲う様に階段状の観客席が設置されている。

　全生徒が収納できる程ほどの客席をレイジが覗くと、すでに結構な人数が入っていた。

　神格序列・第十番台のレネと注目株のレイジという組み合わせが話題を呼んでいるようで、場内はすでに沸き立っている。

　開戦前独特の冷めた感覚と辺りから注がれる熱気が混じり合い、レイジは妙みような昂りを覚えた。

『さぁさぁ、いよいよ【神話の再演】の演者が登場だ！』

　フィールドに上がったレイジの影かげに気付いたアナウンスが声を上げる。

『まず登場したのは急上昇の注目株――レイジ・アドヴェント！』

「……これ喋ってんの、誰だよ」

　今回の戦いは正規のイベントでも催もよおしでもない。数ある【神話の再演】の戦いの中の一つに過ぎず、アナウンスや進行が用意されるはずもない。

　つまりこれは公式に用意されたモノではない。レイジとレネが戦うと聞きつけた騒さわぎ好きの生徒たちが勝手に盛り上げる為にやっているのだ。

『人呼んで【破は壊かい者しや】！　学園で幼女連れといえばコイツだ!!』

「俺はホント……どういう目で見られてんだ？」

　レイジの紹しよう介かいに歓かん声せいが沸わく。

　注目されるのは別に好きではない。だが、この戦いを祭りとして楽しむ校風を、レイジは嫌きらいではなかった。

『次いで今回の〝挑ちよう戦せん者しや〟――レネ・クリスタニアの入場だ！』

　レイジとは反対側の入場口からレネが現れる。レイジの登場時よりもさらに一回り大きな歓声が起きた。

　身に伝わるほどの熱気を浴びながらも、少女はいつも通りの涼しげな表情をしていた。

『誰が呼んだか【戦場の銀妖精】！　サウガウド連合の英才教育を受けた俊英美少女！』

　美少女というワードに反応して、観客席のとある一角から一ひと際きわ大きな声援が起きる。

「……あれはもしかしてレネのファンなのか？」

「さぁ、です。興味ありませんですから」

　軽口が交かわせるほどの距きよ離りで、二人は対たい峙じする。

　手は届かず、だが声は届く距離で自然と二人は歩を止めていた。

　そして互たがいに見つめ合ったまま、申し合わせたように同時に儀式証オーダー・カードを取り出す。目の前で示し合うと、儀式証が共振を起こして輝かがやき出す。

　するとプレートに記録されている情報が空中に映し出だされた。その演出に場内のボルテージがさらに上がっていく。

「なんかやたらと盛り上がってるな……これ以上期待値を上げられる前に始めようか、ね」

　レイジ・アドヴェンド――保有勲くん章しよう数：２５

　レネ・クリスタニア――保有勲章数：５０

『いま表示されているのが両者の持ち点！　奇しくもその差は倍だ！』

　レイジはフレアとの無効試合後、五十位以下のランカーたちと三度ほど戦って勝利し、順調に勲章を貯めていた。対してレイジの監かん視しに徹していたレネは最初に分配された勲章数のままだった。

『そして、この自身が保有する勲章数の半分が、今回の戦いの賭かけ金へ！』

　端数が切り上げられレイジは１３勲章、レネはキッチリ半分の２５勲章がそれぞれ一時的に差し引かれ、賭けられる。

『舞ぶ台たいと準備は整った！　あとは演者の心のみ……失う覚かく悟ごは決まったか!?』

「外野に応じる必要はないんだろうけどさ……もう大丈夫か？」

「もちろんです。そちらこそ……ですが？」

「当然。戦う為に来たんだ――そろそろ戦おうじゃないか」

　互いが互いの揺るぎない戦意をすでに察している。

　二人が言葉を交わし合った瞬しゆん間かん、儀式証から爆ぜるような大きな光が放たれた。

　宙に映し出されていた情報が消え、学園章のビジョンが一いつ瞬しゆんだけ現れて消えた――それが試合承しよう認にんの合図だ。

『人がまま神が如く――【神話の再演】を!!』

　アナウンスも戦闘開始を叫び、沸き立つ場内を背景に戦端が開く。

　眼前のレネはほぼ無時間で神遺物と同調し、神域を纏まとっていた。

　レネが指をかけ、制服の襟元をはだけさせると細い首元にチョーカーが覗く。そこに嵌る光を宿す翠色の宝玉は、神遺物。

　間を置かず宝玉から一際大きな光が放たれ、レネの神遺虚構が顕現されていく。

「空さえも潰つぶし、海さえも砕くだき、大地さえも嘆なげかせましょう――」

　少女の声とともに空間に歪ゆがみが生じる。

「《暴巨の腕斧ヘカトン・ケイル》!!」

　最後には虚こ空くうから巨きよ大だいな質量が現出し、華奢な少女の手に収まった。

　顕現したのは少女自身の髪かみ色と同じ銀色の、荒々しくも美び麗れいな大戦斧。小柄なレネには不釣り合いすぎる巨大な戦斧だが、レネはそれを軽々と振るってみせる。

　ただそれだけで空気を断たつ轟ごう音おんが巻き起こる。数度の素す振ぶりの後、その切っ先がレイジに向けられた。

「――そちらはもう準備十分、ですか」

　演武のような振る舞まいを眺めていたこちら――の右みぎ腕うでをレネが見やる。

「ああ、こっちは最初から……準備万端さ」

　右腕を覆おおうのは、漆しつ黒こくのガントレットだ。レイジはフィールド入りした時からすでにガントレットを顕現させていた。

　重々しい外見にもかかわらず精せい緻ちな造りをした、歪いびつにして美麗な装そう甲こう。それがレイジ自身の、そして神遺物たるカナンの力だった。

　この場で顕現させても良かったのだが、カナンの希望で同調を済ませてフィールドにやってきた。理由は教えてくれなかったが、同調時に周りに騒がれるのを嫌ってだとレイジは勝手に思っていた。

〈私はいつでも大丈夫だよ、レイジ！〉

　漆黒の右腕を前面に構えたところで、心の中にカナンの声が響いてきた。

　そして、白いワンピース風の衣装を纏った愛らしい少女が、ぴょこんと背中から現れる。

　戦場で美少女を侍はべらすレイジに誰も突っ込まない。なぜならそれは、誰にも彼女の姿が見えないからだ。

　レイジの心に響く声も透すき通とおったカナンの姿も、同調者であるレイジ自身にしか知覚されない。

「ありがとな、カナン。じゃあ、始めよう！」

　掌を握り締め拳こぶしをつくり上げると、漆黒の装甲全体に光が灯る。次の瞬間、レイジは駆かけ出していた。

　間合いを詰め、レイジは先手を取るために懐ふところに飛び込む。初撃を起点にしてレネの動きを抑え、一気に攻せめ込むつもりだった。

　だがレネは初撃さえもただ受け止めはしなかった。

　彼女は超絶的な反応を見せ、跳とび込むレイジへ大戦斧を高速で振るってきた。無む駄だの一切ない挙動で、大戦斧をまるで重さを感じさせずに扱あつかう。

「くっ！」

　レイジは無理やりに身体を捻り、戦斧の一いち撃げきをギリギリで躱かわす。

　ゴゥ――ッ、と大戦斧が引き起こした風が頬を撫なでた。それから巨大な破は砕さい音が鳴なり響く。外れた戦斧が地面をいともあっさりと砕いていた。

　レイジは不安定な足場を蹴り、そこから離り脱だつする。

　間合いから外れた場でレイジは一旦、体勢を整える。ただレネを捉とらえる目線は外さない。そうしていると、こちらを向く彼女の視線が重なった。

　彼女もまた地面から戦斧を引き抜くとゆっくりと構え直す。

　一時、無言の間が流れた後――ごく自然に二人は同時に攻こう撃げきを放っていた。

　漆黒の拳と大戦斧が正面から激げき突とつした。

　金属音とは思えない鈍にぶい、歪な音が発生した。さらにその音はただの一回だけでは終わらずに響き続けた。

　音の数はつまりそのまま、激突の数。

　レイジの拳とレネの戦斧が巻き起こす衝突音だ。

　神速の拳をレイジは繰り出すが、レネの身には届かない。

　武具の巨大さによって生じるはずの取り回しの悪さや遅さをレネからは一いつ切さい感じさせない。逆に大きさを防御面や攻こう撃げき範はん囲いの広さとして活かし、レイジの拳を受け切る。

　無数の拳は途と中ちゆうで迎げい撃げきされ、レネへ到とう達たつできなかった。

「易々と撃うち落おとしてくれるな……！」

「それはお互い様でしょう――です！」

　レネがいうように、レイジもただレネの攻撃を喰らいはしていなかった。高速にして超重量の大戦斧による猛もう攻こうを、拳一つで凌しのぐ。

　大戦斧へ拳を叩たたき込んで押おし止め、薙なぎ払う様に流し、巧たくみに捌き切る。

　互いが一歩も引かず、全力で揮い続ける攻こう防ぼう。

「おおおおおおおおおおおおおおおおお」

「はああああああああああああああああ」

　幾度目かの、渾こん身しんの一撃同士の衝突。

　拳からレイジの全身に、壁かべに叩きつけられたかのような衝しよう撃げきが響く。それはさすがにレネも同じだったらしく、互いの身体が同時にぐらついた。

　だが一瞬――ほんのわずかだけレイジが早く動き出す。

　途中で撃ち止やまっていた拳を引き戻し、即そく座ざに次撃を放つ。わずかに遅おくれて反応したレネがレイジの漆黒の拳を薙ぎ止めた。

「……さすがは【制圧戦技オーバーアーツ】の担い手……とでも言うべきなのでしょう、です」

「ここまで見事に受け切っといてよく褒ほめる気になるな」

　拳と戦斧を合わせたまま、レイジは嘯うそぶく。

「受け止めさせておいて、よく言うです」

　レネが言うとおり、わずかずつだが鬩ぎ合いはレイジに傾きつつあった。

　レイジが攻め切れない程にレネの動きは無駄がなく、速く、巧い。

　だがそれでも彼女の――彼女の神遺虚構の本質は、その姿が誇こ示じするように破壊力だ。

　いかに巧く扱おうとも全身全霊の一撃を放つには、距離も溜めも必要になる。絶大なる破壊力という《暴巨の腕斧》の一番の利点をレイジは応酬の中、器用に封ふうじさせていた。

　それに気付いたレネは感かん嘆たんし、いまの台詞で皮肉ったのだ。

「これ以上……真正面から撃ち合っても分はないですね……」

　レネはゆっくりと斧おのを引き戻しながら、呟つぶやく。

「最古の対・神遺使い戦闘技【制圧戦技】の技ぎ巧こうなのか、あなた自身の研けん鑽さん故ゆえの凄みなのか……比較対象がないのが残念です」

「褒め殺しのつもりか？」

「いえ、世界に数えるほどしかいない技能者への……イヤミです」

　レイジの辟へき易えきを返すような言葉に、レネは微び笑しようを添える。

　彼女自身、訓練を積み身体技術を修め、類まれなる戦闘技を発揮していた。だが、彼女はその攻め合いではレイジに勝てないと、自ら認めたのだった。

　実力を持つが故に、その明確な差を感じたのだろう。

　だが、それは決して敗北宣言ではない。

　彼女の顔を見れば誰もがわかるだろう。ただ彼女は勝てない一拳一斧の撃ち合いを止め、勝てる戦法を取ろうとしているのだ。

「レイジ、感謝します。私はいまとても……とても――楽しい、です」

　そして、彼女はさらにそんな場違ちがいな言葉をレイジへ向けていた。

「楽しいか……ああ、そうだな」

　レイジは苦笑しながらも、同意した。

「いままで私は勝利を欲していなかったです。勝そ利れは義務であり任務であり、他者が私に求めるものであり、私自身が求めているものではなかったから、です」

　語りながらレネは両手で持っていた戦斧を片手持ちに変え、さらに肩かたに担がせる。そして空いた右掌を自身の胸の前に出した。

「いまは違うのか？」

「いまは違います、です。私はいま私自身と、大切な人の為ために――勝利を求めます、です」

　その掌から光が溢れ――彼女は虚空からもう一振ふりの戦斧を引き出した。

　現れたのは、すでに持つ斧よりもやや小さい黄金色の戦斧だ。

「立ちはだかる一切を薙ぎ潰し……私は勝つ、です」

　異なる二振りの大戦斧を構えながら、レネがレイジへ宣言した。

　レイジは二倍になったかのようなプレッシャーを浴びながら、笑った。

「それがレネ、お前の〝解放〟の神遺虚構ってわけか」

「はい……《暴巨の百腕ヘカトン・ケイレス》とでも呼んでください、です」

　さらりと答えるレネに、レイジは頭に掌を当てながら笑みを洩らした。

「【大いなグラン・エる十梯デイシヨン】に次ぐ実力者だもんな……そりゃ、〝解放〟くらいできるよな」

　神遺物の真の深しん淵えんに到いたる第二段階を意味する〝解放〟――それはレネの操る奇き跡せきの階梯レベルが引き上がったことを意味する。

　実力の伯仲していた事態があっさり覆ったことを実感しながら、レイジは拳を握り直す。

「戦力を全すべて晒さらすのはあまり得策とはいえないですから……初披ひ露ろうです。【大いなる十梯】以外に使う気も、使う必要もないといままでは思っていたです」

「それも……心境の変化か？」

　戦略的に言うならば、その場の勝利を捨ててでも優先すべきことがある。だが、目の前のレネは己おのれの意志を優先したのだった。

「ええ、私もあなたのようにすべてを賭として、自分の心に殉じます――私はあなたに勝ちたいのです」

「その期待には応えられないだろうが――俺おれも楽しいよ、レネ」




　わずかな見つめ合いの後――拳と戦斧による第二幕が上がった。




　　　　　◆




「レネねぇ様はやっぱりスゴイですっ！」

　レネの神遺虚構の〝解放〟に、観客席の最前列から見つめるミオが歓かん喜きを上げる。

「あらあら、なんかレネが楽しそうじゃない」

「!?　――バ、バレッタ！」

　声を掛けられ、ミオが反応して後ろを振り向むくとそこには第二位者・バレッタがいつの間にか腕うで組ぐみしながら佇んでいた。

　ミオは威い嚇かくするように身構えるが、彼女はそんな様子を気にせずミオの隣にズカズカと陣取ってくる。

「な、なんの用なの!?」

「可か愛わいい妹たちの様子を見に来たんだけど？」

「レ、レネねぇ様も私もあなたの妹なんかじゃありませんから！」

　ムスッとして見せるミオを、バレッタは片手を振りながら軽くいなす。

「はいはい、私が勝手にそう思ってるだけですよ～。でもま、楽しそうでなによりなにより。ミオも大だい丈じよう夫ぶみたいだし、ね」

　バレッタがそのままミオの頭にポンっと掌をのせながら身を案じるように言ってきた。その言葉遣いにミオは引ひっ掛かりを覚える。

「……私がって……どういう意味ですか？」

「ん？　あー……レネ、言ってないのか。まぁレネらしいっちゃレネらしいのかな？」

　怪け訝げんな顔をするミオの反応に、バレッタが首元に掌を当て思案げな仕草を返す。

「ど、どういうコトですか?!」

「いやいや、ほらアンタの今回の一件、軍からのお咎めがやたら軽くなかった？」

「？　え、ええ……それは確かに……でもそれがなんなのですか?!　なんでねぇ様の名前が出てくるんですか?!」

　神遺物の調整期間中の謹慎とは、実質的に罰則無しに等しい。

　『それが軍の決定なら』とミオは特に深く考えていなかったが、バレッタに指摘されればその通りだった。

　ただミオはレネという単語に激しく反応した。そして、そもそもなぜ、今回のミオの一件とその処分についてバレッタが知っているのか、という疑問も次いで湧わいてくる。

「それはね――レネのおかげだからよ」

　こちらの様子を面おも白しろがるように、バレッタが語る。

「そ、それはどういう……」

「軍に今回の任務とミオの処分について、彼女が掛け合ったの」

「そ、そんな……」

　軍に意見するなど考えたことのなかったミオは、バレッタの答えに衝撃を覚えた。

「今回のカナン奪取の作戦について、学園の生徒会や都市を統とう括かつする神卓機関は勘付いている、と。そして、これ以上作戦を継続すれば、彼かれらが相応の手段に出るだろう、ってね」

「……てねって……」

「最悪、サウガウド側の演者すべての【神話の再演】への参加停止なども十分考えられるって脅おどしたの」

「な……」

　ミオは言葉を失った。ただバレッタは何でもないことのように続ける。

「【神話の再演】は国力を誇示する場でもあるから、そこから締め出されるなんてサウガウドの体面上許容できるレベルじゃない。その辺を懇切丁てい寧ねいに説明したらお偉方は、コトの重大さを理解してくれたみたいで良かったわ」

「…………」

「サウガウド連合全体がこの神殿都市全てと事を構える気なら、それでもいいんだろうけど、【連合軍事機構】のさらには一部の強きよう硬こう派の行動だけで、そんな状態になるのはサウガウド側としては不都合が大きすぎるってね」

「なるほど……それで追加の任務や別令が下りなかったのですね……でも、私への処分が軽かった理由とは……？」

　これ以上、カナン奪取という行動を取れないというのは理解できた。だがミオが任務の失敗をしたのは事実のはずだ。

　それにサウガウドの体面を保つ為ならば、今回の一件を『ミオの個人的な暴走』という風に片づけるのが最善にも思える。

「だから――今回のカナン奪取の作戦自体をなかったコトにさせたのよ」

「な、なかったコトに……ですか？」

「そう。そうすれば作戦失敗のペナルティをミオに下すことが出来ないでしょう？」

　そもそもの作戦が無効化されれば、それの失敗に対して処罰を科すことはできない。

　ならば今回のミオへの謹慎命令も腑に落ちる。

　あれは本当に『神遺物を所持していない期間の謹慎』命令だったと理解すればいいのだ。

「そうだったんだ……レネねぇ様が、私の為に」

　ミオは掌てのひらを握り締めながら、言葉を零こぼす。

「ただ彼女はそういった進言や交渉が苦手っていうか……したことがなかったみたいだから、私に協力を仰あおいできたってワケ。可愛い妹が妹の為に頑張りたいっていうんだから、姉としては……ね」

「ねぇ様……」

　命令は下されるものであり上には従うものとして育ってきたミオには、そういう経験が皆無だった。

（それはレネねぇ様も同じだったはず……）

「ねぇ様が私の為にそこまで…………うぅっ!!」

　未曾有の行動を決意し、実行してくれたレネの心情を想像し、ミオは感極まる。

「ただ代わりに――この【神話の再演】で十位圏内に入るという条件を彼女は背せ負おうことになったわ」

「……え？」

「【神話の再演】でサウガウドの威い光こうを示せなくなるかもって材料で交渉したんだから……そういった以上、彼女はそれに見合った結果を出さなければいけなくなったのよ。当然と言えば当然だけど」

　いままでとは声こわ色いろを変え、バレッタが鋭するどく言い放った。

「そんな……っ」

　バレッタの話は、ミオの存在がレネにとって枷となったように聞こえた。自分が姉の邪じや魔まとなったのだと思った瞬間、自然と涙が滲む。

　だがバレッタはその誤解を解くように首を振り、言葉を進めてきた。

「彼女はいま、確かにあなたの為にも戦っているわ……でも別にそれは彼女にとって重荷じゃない」

「で、でも……！」

「彼女は自分から交渉し、この【神話の再演】に参加し、結果を出すと誓ちかったのよ？　それは誰でもない彼女自身の意志」

　バレッタが力強い眼まな差ざしをミオへ向けながら告げる。

「彼女はいま自分と自分の大切なものの為に戦っているの……それは素敵なことだと思わない？」

　そういった後、バレッタは戦技盤のフィールドに立つレネへ目をやった。その仕草を追うように、ミオもレネへ眼差しを向けた。

「ねぇ様……」

　瞳ひとみに映るレネの背中に、悲壮感は微み塵じんもなかった。

「はい、レネねぇ様は……輝いています!!」




　　　　　◆




　観客が見守るフィールド中央で、レイジの黒拳とレネの黄金の戦斧が激突する。

「――な!?」

　衝突の瞬間、起きたのは激突の金属音ではなく爆発だった。咄とつ嗟さに身を引き、衝撃をなんとか最小限に抑おさえる。

　右手に痺れと熱を感じつつ、レイジは後ろに跳んで距離を取った。

　身構え直しながら、レイジはレネが構える戦斧を見据え直す。

「ただの戦斧ってワケじゃなかったってことか……！」

　レイジは、自分がレネの〝解放〟の神遺虚構のことを読み誤っていたことに気付いた。

　単純なる二刀流――そして、最初に携たずさえた戦斧より金色の戦斧はやや小振りな為、取り回しを重視した牽けん制せい用の武具だと思っていた。

「――いまの爆発が、その斧の能力ってことか」

　レイジの不敵な笑みを、レネは肯こう定ていする。

「金色の戦斧は衝撃の結けつ晶しよう体……私の意思に従い、触ふれたものをただ爆砕しますです」

　語りながらレネは金色の戦斧の切っ先を、ゆっくりと眼前の地面へ置く。すると爆音とともに触れた地面が破裂した。

　そして、レネは二本の斧を携えながらレイジへと襲い掛かってきた。

「銀色の大だい戦せん斧ぷに金色の爆ばく斧ふの二刀流か……!!」

　振るわれた大戦斧に向かい、レイジは漆黒の右腕を全力で叩き込む。歪な金属音とともにレイジの身体を衝撃が抜ぬけて痺れが奔はしるが、大戦斧の威い力りよくを殺し切る。

　ただ攻防は一切停滞しない。

　レネのもう片方の腕から爆斧が放たれる。レイジはギリギリでその爆斧をやり過ごした後、再度レイジは漆黒の右拳を放つ。

　神速の拳でレネの身体を捉えようするが、即座に引き戻された爆斧がレイジの右腕の腹を撫でた。

　すると爆発が生じ、衝撃からレイジは身を退く。けれどもさらに爆斧はそのままレイジの身体に触れようと迫せまった。

「――クッ！」

　だがレイジは爆斧の柄の部分を狙ねらい、蹴り弾いた。

　なんとか爆斧をやり過ごすが、息つく暇ひまもなく、流れるように銀色の大戦斧がレイジへと襲い掛かってくる。

　体勢も満足に整えられないままで、さらなる回かい避ひが間に合わない――だがこのまま直ちよく撃げきを喰らうわけにはいかない。

　そう瞬しゆん時じに判断したレイジは爆発の衝撃でまだ痺れる漆黒の右腕を構える。腕を捨て身の盾たてとして大戦斧の攻撃を受け止めつつ、後ろへ跳んだ。

　なんとかレネの攻撃を受け流し、レイジは大きく距離を取る。

「くぅ……いまのは来たな……」

　レイジは衝撃に感覚が失する右腕をだらんと下げながら、愚ぐ痴ちる。

〈だ、大丈夫!?　レイジ！〉

「俺は大丈夫だ……カナンこそ大丈夫か？」

〈わ、私は平気だけど……レイジの痛いっていう感情は伝わるから……その〉

「強がりもわかっちまうか……けど、いまのはどうやっても無傷で回避は出来なかったからな。あれで良しとするしかない」

　レイジは掌を握り締め、わずかずつだが感覚が回復していくのを確かめる。改めて身構えながらレイジはレネの姿を見み据すえる。

　距離を開けた行動が示すように、いまレイジは押されていた。

　レネの戦斧が二本になったことにより、単純な手数だけではない変化が生まれていた。

　爆砕の衝撃は多分、全力で撃ち込まれた大戦斧よりも破壊力は落ちるのだろう。だが爆斧はただ触れるだけで威力を発揮できる。

　その為、レイジからは斧刃の部分に触れられず、また大きな見た目に反して振りかぶりも溜めも必要としないのだ。その為、爆斧は防ぎにくい上に大戦斧とはまったく異なる軌道とモーションから撃ち込まれる。
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（手数が二倍になっただけでも厄介だってのにな……）

　体術や技巧を凝らして見せてもいずれは競り負ける。

　どう攻めるべきか、思考する時間が欲ほしかった。だが彼女も易々と時間を与あたえるようなことはしない。

　距離を詰める為に、彼女が駆け寄ってくる。

「撃ち合いは終わりですか――!?」

「ちょっと休憩さ！」

　全力で振り落とされる大戦斧をレイジは紙かみ一ひと重えで躱す。大戦斧は床ゆかを破砕し、フィールドに放射線状の亀き裂れつを生む。

　回避しつつレイジは一定の間合いを取ろうとする。

　だがレネはそのままもう一本の爆斧を宙へ放ほうり投なげた。

「――!?」

　一瞬、その行動の意味がわからなかった。

（こちらへ投げるならわかるが――）

　思考が結論を出す前にその事象が、落ちてきた。

　レイジの居る場所を狙い撃つかのように、複数の金色の爆斧が空から降ってきたのだ。

　重力に従い落下してきた爆斧は、その自重のままに床にぶつかり、爆発した。レイジは超反応と体捌きを駆く使しし、降り注ぐ複数の爆斧を耐え忍ぶ。

　爆斧の豪雨によりレイジの周囲一帯はあっという間に壊滅状態になっていた。

　そんな破壊からなんとか逃のがれたレイジに、レネが再び迫る。当然のように、彼女は大戦斧と爆斧を構えていた。

「別に……一本しか出せないとはいってないですよね？」

「なるほど、百腕……これが《暴巨の百腕ヘカトン・ケイレス》の神性……!!」

　レイジは笑みを歪めながらレネが描えがく神遺虚構の本領をようやく理解する。それは一撃必殺の大戦斧と、破砕の事象を引き起こす爆斧の二刀流、などでもなかった。

　――爆斧を無数に、自由自在に現出されることが《暴巨の百腕ヘカトン・ケイレス》の本質なのだ。

　爆撃を辛くも凌いだレイジへ、レネが容赦なく襲い来る。

　レイジは極限の身体動作を見せ、爆斧をスルーし、大戦斧を拳で撃ち止めた。

　だがこのままでは押し切られると思ったレイジは現状を打開する為、斧を受け止めたままの拳にさらに力を込める。

「――カナン!!」

　声を上げ、レイジは心の奥おく底に存在する扉とびらを開けることをイメージする。そして、身体全体に展開された神域を拳一点に収束させる。

「限定破砕解除・第二神権発動――」

〈レイジっ！〉

　しかし、カナンの声が心に響くと同時に、神域の収束が断たれた。

「……カナン？」

　レイジは神権発動が失敗に終わったことを悟り、咄嗟にその場を離脱する。一いつ瞬しゆん遅おくれてレネの大戦斧がレイジの居た場所を両断していた。

　大戦斧の間合いから逃れつつ、レイジは意識をカナンへと向ける。

〈……ご、ごめんなさい〉

　同調するカナンの心がレイジへと流れ込む。そして、彼女の心を占しめる感情が不安であると知る。

「これは……？」

　レイジは彼女の不安の原因を探ろうとするが、拒きよ絶ぜつされる。レイジとカナンの同調が明らかに乱れていた。

　奇跡を引き出す神権発動にはカナンとの協力、より深い同調が不可欠だ。神権を顕せなかったのは、同調の不協和音が原因だろう。

「どうしたですか!?」

　レネはこちらの戸と惑まどいに気付いたようだった。ただ様子見するようなことはせず、こちらを追って容赦なく戦斧を振るってくる。

「――くっ！　まぁ色々あるんだよ!!」

　レイジは追つい撃げきを振り切る為、大きく跳ぶ。いまはカナンとの会話の時間が欲しかった。

「どうしたんだ、カナン？」

　なんとか大戦斧の間合いから逃れつつ、レイジは一呼吸置きながらカナンに問う。

〈………………〉

　カナンからの返事はない。だがレイジは責め立てたり追い立てたりすることはせず、ただじっとカナンの言葉を待つ。

　その間もレネの攻撃は止まず、爆斧の豪雨の第二波が来た。

　触れたものを破砕する爆斧は、ただ落下しながらも凄まじい威力を発揮する。絨毯爆撃の如く無数に飛来する爆斧群を、レイジは避よける。

　全身の五感を研ぎ澄まし、先読みし、ほぼ第六感的に回避行動を取り続けた。

「あなたらしくない――逃げ回る気ですか!?」

「ちょっと待っててくれ……勝負を逃にげる気は微塵もないからさ！」

　危機を紙一重で躱しつつ、レネの誘さそいにレイジは気勢を返す。その間もレイジは注意をカナンから逸らさない。

　そして、どれだけの沈ちん黙もくの後か、カナンが囁いてきた。

〈ごめんね、レイジ〉

「……どうしてカナンが謝あやまるんだ？」

　耳に鳴り響き続ける爆音を無視し、レイジは優やさしくカナンの心を撫でるように静かに聞く。

〈色々考えていたら……わからなくなっちゃって。レイジに自分が相応しいのか〉

「俺に相応しいかって……？」

　ふとレイジは、ミオとの事件があった日の晩に彼かの女じよが『自分が役に立てるのか』と不安がっていたことを思い出した。

　カナンの不安を否定するのは容易い。だが不安を失くす為には否定だけでは足りないと思い、レイジは彼女の想おもいに聞き入ることにする。

〈レイジは強いから……もっと強い神遺物の方が相応しいんじゃないかって……誰だれかに捕まっちゃったりしない、さ〉

　言葉と共にカナンの心情が、レイジの心に流れ込んできた。

　ミオとの出来事でカナンは自分自身の行動を責めていたが、彼女の心に起きた波はそれだけではなかったらしい。

　生身で神遺使いに挑いどむレイジ個人の強さを改めて知った。

　そして、即興でのレネとのコンビネーションにより逆境をあっさり跳はね除けた際に、カナンはレイジのポテンシャルの高さを実感したらしい。

　そしてふと思ってしまったのだ――地に伏ふす自分が、彼の実力と才能を発揮させるに相応しい存在なのか、と。

　レネのような戦せん闘とう経験もセンスもない自分が、レイジの潜在能力を活かせるのだろうか。いつかもっと優れた神遺物に自分が取って代わられるのではない、もしくはそれこそがレイジの為にはいいのではないか、と。

　些さ細さいなさざ波は、彼女の心を大きく掻かき乱みだしていったのだ。

〈……ねぇレイジ、本当に私はあなたの傍に、〉

「カナン――一つ、聞かせてくれ」

　彼女の心を知ったレイジは、ただ一つのことを確かめたかった。

「カナンは俺といたいと思ってくれているのか？」

〈……え？　そんなこと当然――〉

「俺は最強を目指しているんだ。平坦な道だとは思っていない。逆にカナンを危険な目に遭わせてしまうかもしれない……それでも一いつ緒しよにいたいと思ってくれるか？」

　カナンの想いを疑っているわけではない。ただ彼女自身からの言葉が、レイジは欲しかった。

　一拍ぱくの後、カナンの声が胸に届く。

〈うん、もちろん……私はレイジといたい〉

　その答えを受け取ってから、今度はレイジが一拍の後、語る。

「俺もなんだよ、カナン」

　レイジがカナンの手を離はなすことはない。そして、誰かが引き離そうとするのなら、自らの身など顧みず、全力で抗あらがう。

「俺の心は決まっている。だからカナン、お前が俺と在りたいと思ってくれるんなら――その心を信じてくれ」

〈レイ、ジ〉

　誰でもない自分の心を信じるようにカナンへ訴うつたえかけた時、フィールドにも一瞬の静寂が訪おとずれていた。

　爆斧の豪雨がいつの間にか止んでいる。レイジはカナンとの意思疎通を図る間も、爆発の衝撃に至るまで全てを躱し切っていた。
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「これは……！」

　だがレイジは周囲を見回した瞬しゆん間かん、レネに巧こう妙みように追い詰められていたことを悟さとる。

　辺りには爆発により生じた瓦が礫れきや残骸が山となり、それらがレイジを取り囲む壁となっていたのだ。

「――これでお終い、です」

　そしてあえて空けていただろう一方向から、レネが攻め入ってくる。回避ルートを塞がれているレイジは、レネを避けようがない。

　迎撃の為、レイジは拳を構えた時、

〈――――――レイジ！〉

　カナンの叫さけびがレイジの心を満たした。

「カナンっ!!」

　レイジも彼女の呼びかけに即座に呼応し、声を上げる。そのままレイジは拳を撃ち出した。

　大戦斧とぶち当たった瞬間、無意識の内にレイジは神権発動を察し、湧き上がる想いのままに奇跡を紡ぐ。漆しつ黒こくの拳に輝かがやきが灯り、歪いびつな美び麗れいさを宿すガントレットの刻印の内の二線に光が奔った。

〈「第二神権発動――《極点衝撃ブラスト・デバイン》!!」〉

　レイジの纏まとう絶対不ふ可か侵しん障しよう壁へき【神域】が拳の一点に収束・圧縮され、圧あつ倒とう的てきな破壊力を宿す。

「な――!?」

　そして、攻性の神域を纏った拳は、そのまま大戦斧自体を破壊した。

　亀裂が生じた次の瞬間、大戦斧は銀の破は片へんと化し、粉々に砕くだけ散ちる。

　さらにそのままレイジは拳を振るい、戸惑う様に停止していた爆斧をも打うち砕いた。触れた瞬間に生じた爆砕をものともしない。

　一いつ瞬しゆんにして無手とされたレネは、動きを止めずすぐさま後ろへと跳ちよう躍やくする。

「それがあなたの、本当の実力というわけですか……！」

　間合いを取り、大戦斧を再具現させながらレネが零す。

「俺とカナンの力さ」

〈やったよ、レイジ！〉

　いつの間にか再び姿を顕あらわしたカナンが、後ろからレイジに抱だきついてきた。

「なるほど、やはりあなたとの近きん距きよ離り戦……拳こぶしの交わりは止めたほうがいいです!!」

　レネの戦術転換は早かった。

　レネが両りよう腕うでを広げると、目の前に爆斧が次々の顕れ出いでてくる。彼女は大戦斧は取り出ださず、レネはレイジへ近づくことをやめて手数で押し切ろうとする。

「さぁ――屠り払うのです、《暴巨の百腕ヘカトン・ケイレス》!!」

　彼女は無数に湧く爆斧を次々にレイジへと繰り出す。

　最初の数撃は《極点衝撃ブラスト・デバイン》により砕けたが、それで全ての攻撃数には対処できない。

　避け捌きつつも攻せめあぐね、やむなく一時距きよ離りを置こうとする。

　だがそのレイジの背中をカナンが押してきた。

〈退かなくても大丈夫だよ、レイジ〉

　彼女はこちらの顔を覗のぞきこむと、にっこりと微ほほ笑えむ。特に説明もないのにレイジは自然にカナンのその言葉を信じていた。

〈私はレイジと一緒に最強を目指す。最強のレイジにとっての、最強で最高のパートナーになるんだ〉

「――カナン」

〈私も、レイジが強くなるために……強くなる！〉

　カナンの声を訊ききながら無意識の内に拳を構えていた。カナンとのより深い繋がりを感じ、身体の奥から新たな力が湧き上がるのを実感する。

〈――限定破は砕さい解除継続起動・第三神権発動――〉

　少女が紡ぐ言葉がレイジの心を満たしていく。

　そして、なにが為せるのかを脳の奥底が理解した。

　拳を以もつて、無数に襲い来る攻こう撃げきすべてを薙ぎ払う――明確なイメージが脳のう裏りに映る。

　そのイメージを現実の事象とする為、レイジは漆黒の拳を大地へと撃ち付けた。

〈「第三神権――《虚空インビジブル波動・シヤドウ》!!」〉

　次の瞬間、拳を起点として、レイジの神域が弾ける。

　拳から放たれた神域は光を伴ともない、無数に飛来していた爆斧を砕いて一いつ掃そうした。

「な――!?　まさか神域を〝飛ばす〟ですか?!」

「く――!!」

　眼前まで押し迫った神域の衝撃波をレネは、即座に生み出した白銀の大戦斧で相打つ。

　凄まじい破砕音と共に《虚空インビジブル波動・シヤドウ》は消え去った――だがレイジの攻撃は終わっていない。レイジは自ら衝撃波を後追い、すでにレネの前に到達していた。

「レ、レイジ!?」

「発動――《極点衝撃ブラスト・デバイン》!!」

　がら空きのレネに向かい、レイジは拳を放つ。

　まるで硝子ガラスが砕け散る音が響ひびく。同時にレネの身体を包んでいた神域の光がはじけ飛ぶ。

　破砕音が引くと、場内が静まり返っていた。

　そんな静寂の中、レイジの拳はレネの身体にピッタリと触れて――止まっていた。

　それはレイジがレネの神域を破砕したことを意味していた。

　茫ぼう然ぜんと立たち尽つくすレネに、レイジが笑えみを向ける。

「楽しませてもらったよ、レネ」




「……私も、です」

　レネが悔しそうに、だが微笑みながら言葉を零す。その時に、二人の持つ儀式証が明滅めつし、勝敗を告げてきた。




　――勝者：レイジ・アドヴェント／敗者：レネ・クリスタニア




「この敗北で私は……――もっと強くなれる、です」




　　　　　◆




「レイジはまた強くなったわね」

　観客席の最上段から見守っていたフレアが感かん慨がい深ぶかげに漏らした。

「灼しやく熱ねつ姫ひめと謳われる者からの手離しの賞賛！　今度やったら姫ひめ様さまでも危ういかい？」

　その横に立つ眼帯長身の男、ライナーが茶化しながら訊く。それにフレアは生真ま面じ目めに答える。

「……そう、ね。第十三位を倒たおしたんなら、十分射程範はん囲いでしょうね」

「これはこれは不動の【大いなる十梯】の一人が殊勝なコトで……惚れた贔屓目はナシでかい？」

「な！　至極真っ当な評価よ！」

「あれ？　惚れたは否定しなくていいのかい??」

「ぐっ……うう！　貴方あなたはぁ……っ、私の気持ちはそういうんじゃないんだから!!」

　フレアは無む駄だだと思いながらも赤い顔でライナーを睨にらむ。

「はっはっ、自分の気持ちに素す直なおになれないお姫様はツラいねぇ……まぁダダ漏れだけど」

「あ、貴方こそ、この前まで順位で並んでいたレイジの活躍を見てどうなのよ！」

　意趣返しのつもりで、フレアはイヤミを言ってみる。

　だがライナーは不敵に笑いながら「まだまだ、かな」と答えた。

「まだまだって……どういう意味よ」

「その通りの意味さ」

　いつも通りのライナーの適当な返しだと思いつつ、フレアはどこか引っ掛かかりを覚えた。

「ライナー、本当にそれはどういう――」

「レイジにしっかり強さを示しといて貰わないとフレアも自分の騎き士しに堂々と推薦できないだろ？　まったく身分違ちがいのラブラブってのも厄介だよなぁ……ま、そこが燃えるのかもしれないけど」

「～～!!」

　だがライナーはフレアに言葉を継つがせず、茶々を入れてくる。

「……って、どこ行くのよ！」

「コレでも忙しい身分でさ……勝利の祝福は女性陣に任せて、俺は退散するよ」

「だからどこへ……」

「ほらほら、早くいかないと良い位置を取られちまうぜ」

「あ――」

　そのままライナーはフレアの制止も聞かず、観客席から去って行った。

「なんなのよ……もぅ」

　振ふり回されたフレアが溜ため息いきを一つ吐ついた時、会場が揺ゆれるほどの歓かん声せいが沸いた。

　何事かと思い、フィールドに視線を戻もどす。

「……レイジ？」

　その動どう揺ようとも歓喜ともつかない騒さわぎの原因は――やはりレイジ。

　宙にはいまの勝敗の結果が明示されていた。

　勝者がレイジであることと敗者がレネであること。そして、勝敗による勲くん章しよう数の変動が示されている。

　さらにそれに伴い、レイジの神格序列の順位に変動が生じ、新たな順位が表示されていた。




　――レイジ・アドヴェンド　保有勲章数：５０

　――神格序列・第十九位。




『な、なんとレイジ氏の神格序列が十位台に大幅にランクアーーップ!!』

　アナウンスの声は絶ぜつ叫きように近かった。

『番狂わせ！　大番狂わせ!!　この前まで第九十九位セカンド・ワーストと呼ばれていた演者が、なんと十位台！』

　最初に十一位から二十位に配分された勲章数が５０なので、その同等と考えれば十位台は決しておかしい数字ランクではない。

　だが三連戦を経て九十九位より少し順位は上がっていたとはいえ、レイジが十九位に駆け上がるというのは、普ふ通つうのことではない。

「あ、ありえねぇ！」「マジなのかよ」「でも十三位に勝ってんだからさ」「それでもいきなり過ぎるだろう?!」と各所で声が湧き、場内には動揺に近い驚おどろきが駆け巡めぐっていた。

「……また注目の的ね、レイジ」

　周囲の様子を眺ながめながらフレアは、レイジの元へ行くべくゆっくりと階段を下りていった――少し、誇らしげに。







エピローグ







「夜の散歩はいいねぇ……静かに一人の時間を過ごせる」

　神しん殿でん都市西外郭――東西南北に一つずつ設置された巨きよ大だいな門、通称【審判門】の前にライナーは立っていた。

　神殿都市と外界との出入りには許可と検査が必要な為ため、審判門は常時閉鎖されている。さらに南門が通常使用される正門とされているため、他ほかの三門が開くことは平常時にはありえない。

　だが――目の前の西門は開かれていた。

　門というよりも開閉できる城壁といった方がいいスケールの門扉は、拉げて情け容赦なくこじ開けられていた。

「そして――静かに過ごせない時は、大概面白いことに出会えるんだからさ」

　本来ありえない異常事態の中、ライナーは眼帯に掌を当てながら周囲を見渡わたす。

　すると辺りには門の異常よりもさらに異様な光景が広がっていた。

「……これはお前がやったのか？」

　人気のないその場所にライナー以外の声が響く。

　現れたのは、騎士の甲冑を纏った男――半月が照らす風景の奥から一人の騎士がやってきた。

「これってのは審判門の破は壊かいかい？　それともこいつらのことかい――？」

　ライナーは後ろの門を指さした後、自分の足下の辺りを指し示す。するとそこには十数人の男たちが倒れていた。

　しかも地面に転がり気絶した男たちは、全員武装していた。

　騎士は門の破壊という異常を捨て置き、転がる男たちの姿を探さぐる。

　見れば男たちが纏うのは、加護付フオースミスト加繊維・フアイバーと装そう甲こうが一体になり顔までを覆おおう全身防護服。さらには複数の武具を所持していた。

　それらはどう見てもただの荒くれ者が持つには不相応なもので、なんらかの攻性組織に属することを表していた。

「まったく勘弁してくれよ。こんなあっさりと外部からの妨ぼう害がいが入るなんて……なにやってんだよあんたら」

　騎士は状じよう況きようを調べて口を開かずにいると、代わりにライナーが喋しやべり出す。

「サウガウドの強硬派の作戦を知らせてやったのはしっかり圧力をかけて、こういったコトが起きないようにだってのに……」

「この者たちは一部の暴走者だ。サウガウドが学園に干かん渉しようしないよう交渉はすでに済んでいる……これは瑣さ事じに過ぎない」

　妙にプレッシャーの込められたライナーの嘆きにも騎士は一歩も引かずに答える。

　そのまま二人は無言で向かい合う。

　それからしばしの間の後、ライナーの唐とう突とつな笑みにより睨み合いは終わった。

「そういうコトにしとこうか、アシュレイ・ギブスン――元・全一の極者様」

「最下位者ライナー・ライアーズよ――そういうこと、なのだよ」

　そのまま互たがいに歩を進め、二人はすれ違う。

　ライナーが去る途と中ちゆう、振り返ってアシュレイの背中へ言葉を向ける。

「誰であろうと邪魔をさせないでくれよ。もし誰かがこの祭りを妨害しようってんなら……俺おれが先に全部終わらせる」

　アシュレイはわずかも振り返らず、背を向けたまま言葉を返す。

「演者は黙だまって、舞ぶ台たいで神の代理を演じていればいい」

　視線も合わせないまま、二人の静かな戦意がぶつかり合った。




　それからまた、何事もなかったように二人は歩き出す。




　ライナーは静かに夜空を見上げ、月を眺めながら呟つぶやく。

「神殺しまでの余興――せいぜい楽しませてくれよ」




　　　　　◆




「レイジ――学食いこう！　学食！」

　昼休みを告げる鐘かねの音が響くとともにカナンが声を上げた。いつも通り教室内の生徒達たちは席を立ってどこかへ行ったり、おしゃべりに興じたりし始める。

「そんな張り切らなくても毎日行ってんだろ？」

「でもでも、いろいろ選ぶのに時間がかかるし、たくさん食べるにもいっぱい時間がいるでしょ？　それに昨日美お味いしそうな新メニューを見つけたの!!」

　目を輝かせながらカナンが一生懸命捲まくし立ててくる。その姿が愛らしい為、レイジもあまり無下には出来ない。

「……なんか俺より学園生活を満喫してるな」

「いいから～行こ行こ！」

　カナンに腕うでを掴まれ、レイジは席を立った。するとその時、別のところから声がかかる。

「レイジ――お時間、よろしいでしょうか、です」

　振り向むくとそこには凛りんとした空気を纏う、レネが佇んでいた。

「レネ。そういえばなんか久々だな」

　あのレネとの一戦から数えて今日は三日目。こうして会うのはその時以来だった。

「どうやら落ち着いているようです、ね」

「ああ……お蔭さまっていうべきなのかな」

　レネの言葉を受け、レイジは自分の儀式証オーダー・カードを示して見せる。プレート部に指を滑すべらせレイジへの挑ちよう戦せん申しん請せいリストを開くと、数日前までにはズラリと並んでいた名前が消えていた。

　全員撃げき破はした……のでは無論ない。

　レネとの戦いに勝利し、第十九位者となったレイジは、さらに注目を浴びるようになった。だが神格序列が急上昇したことにより警けい戒かいされ、全員が全員、レイジへの試合申しん請せいを取り下げたのだ。

　フレアとの一戦の後のレイジは、『順位が低い割に、知名度・注目度が高い』という演者だったため、やたらと狙われていたのだが、いまはもう神格序列に準じた実力を持つと周知されていた。

「で、どうしたんだ？　別に挨あい拶さつしに来たわけじゃないんだろ」

　儀式証をジャケットに戻しながら、レイジはレネに用件を率そつ直ちよくに伺うかがう。多分だが彼女の背後にいる人物に関連するだろうことは察した。

「ええ――ほらです、ミオ」

「ね、ねぇ様……本当に私は別にいいですから」

「あなたの良い悪いじゃないの、です。ほら」

　レネの小さな背中から現れたのはさらに小さく縮こまった、ミオだった。

　彼女らしい威い勢せいはどこかに、ミオはレネに背中を押されてレイジたちの前に来る。

　ミオの姿にわずかにカナンが戸惑う。怖こわがるというよりどう反応すればいいのかという感じだった。レイジはそんなカナンの頭を撫なでて落ち着かせた。

　ミオの方はしばらく一人でわたわたしていた。見かねたレネが一度背中を押すと、ミオは覚かく悟ごを決めたのかピシッと背筋を伸のばしてこちらを向いてきた。

　何の用なのかとレイジは様子を窺うかがう。

　すると、ミオがしっかりと口を開き、

「――ごめんなさい」

　と、謝罪してきた。

　そして、そのまま丁てい寧ねいに深々と頭を下げられる。

　それはミオがカナンに対して行ったことへのものだとわかる。

　あまりに率直で素直で、弁解のない言葉。それは逆に、どんな罰も叱責も受け入れるということを暗に表していた。

「彼女が行ったことをなかったことにはできませんです。あなたが望むなら神卓機関に事実を公表し、私も一緒に罪を――」

「了りよう解かい。別にもういいのに……わざわざありがとな」

「「え」」

　ミオの覚悟と思いを解こうとしたのだろうレネの言葉は、レイジによりあっさり遮られた。しかもなにごともなく、レイジは謝罪を受け入れていた。

「あの！　……あなたは私がなにを謝っているのか、ちゃんとわかっていますか?!」

「いや、あの屋上の……カナンのことだろ？　でもあれはあの時終わってる」

　若じやつ干かん憤りさえ浮うかべて確かめてくるミオに、レイジはまたしてもバッサリと切り返す。

「で、ですが、あなたが良くても、その、カナン自身の気持ちも……」

「私も……いいよ」

　食い下がるミオを、カナンもまた切り捨てる。

「こうしてちゃんと謝ってくれてるし……あの時のことでレイジと、もっと深く繋がれたし……」

　なぜか頬ほおを赤くしながらカナンが理由を告げる。なんか周囲から変な誤解をされた気がしたが……レイジは奥歯をぐっと噛みしめて耐える。

「それよりも！　レイジは学食に一刻も早く行きたいんだよ、それのジャマをしないで!!」

「別に俺はそこまで行きたいわけじゃないんだが……」

　レイジへの想いを洩らしたのが恥はずかしかったのか、カナンが誤ご魔ま化かすように大きな声を上げた。

「……そういうコトだからさ。ミオ、今度は【神話の再演】の演者として――戦ろう」

「――はいっ望むところです、レイジ・アドヴェント」

　ミオは苦笑しながらも折れる。そして今度は真っ当に戦うことを約束した。

「うぅ……レイジィ！　早く行こうってばっ！」

　こちらの空気を全く読まずに急かすカナンに、レネが謝ってくる。

「カナン……いまもですが、いままでお二人のお時間を邪じや魔ましていてしまって申し訳ありませんでした、です」

「う、ううん……色々あったけど、レネと一緒にいれたのも楽しかったよ。それにいまはもう家ではレイジとラブラブできてるし……」

「カナン、そのライナー的表現は誤解を招く……」

　実直なレネの謝罪にさすがのカナンもダダはこねられないようだった。

　そんな中、レイジがふと教室の時計を見やると、昼休みになってからすでに結構な時間が経たっていることに気付いた。

「時間も時間だからレネたちも一緒に学食に……」

「謝りついでにもう一つ――です」

　時計に意識を向け、視線を外していたレイジの隙すきを突つくように、レネが動く。

「ん？」

　レネはそっとレイジへと近づくと、そのまま顔を寄せてくる。

「――これが相手への親愛を示す表現なのですよね？」

　なにか囁かれるのかと思ったが、違った。




　小さな唇くちびるはそのままレイジの唇に触ふれる――つまりは、キス。




　やわらかな感かん触しよくが、心を満たす。

　レイジは一瞬、なにをされたのかわからなかった。

　だがしばらくして、顔を離してこちらを見つめるレネの微び笑しようが瞳ひとみに映り、ようやく自らの身に起きた出来事に気付く。

「な――!?」

　だが理解できても冷静に対処できなかった。

「――レネねぇ様！　なにをして……いや貴様っ、レネねぇ様になにされたぁ!!」

「レ、レイジ！　いまなにされたの!?　なにされちゃったの??」

　何な故ぜかされた方のレイジがミオに怒おこられ、カナンに責められる。

　誰もがあたふたする中で、当のレネだけは冷静に、こちらに笑みを向けていた。

　そして、呟く。

「私は本当に……あなたに興味を持ってしまいましたの、です」

　いまだに頭の処理が追いつかないながらも、レイジは頭が一杯になり、くらりとする感覚を覚えた。

　騒ぐカナンたちを眺め、遠巻きに眺めていた生徒達までもが騒ぎ始めていた。
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　レイジは今日も昼抜きだな……と逃とう避ひするように妙な覚悟をしつつ、溜息を吐いた。




　　　　　◆




　復旧作業はまだ行われず、破壊の爪痕がまだ痛々しい屋上。

　出入り禁止のはずのその場所を、ライナーは当然のように歩いていた。そして、ゆっくりと屋上端はしまで行き着くと、フェンスにもたれかかる。

「こんなところに呼び出して、なんの用だい？」

　フェンスに片かた腕うでをかけ、片掌てのひらを歩んできた方へ向けながらライナーが軽く呼ぶ。するともはや出入り口の体を為していない階段から一人の男が現れた。

「第一位者――ディオ・カディグナーグ様ともあろう方が、さ」

　浅い笑みを浮かべながらライナーが茶ちや化かす。だが、黒くろ髪かみ黒瞳の男――ディオは無表情のままだった。

　表情を微み塵じんも動かさずディオは瓦礫のような屋上の床ゆかを歩み、ライナーの方へと近づく。

　その間、二人の眼まな差ざしはわずかも逸れず、照準のように互いを捉え合う。

　ライナーの傍まで来て、ようやくディオが止まった。

「――第百位者ランク・エンド・ライナー」

　長い沈黙の後、剣を抜きながらディオの言葉が紡つむがれる。




「――私と、【神話の再演】を演じてもらおうか」




　それは第一位者から第百位者への――宣戦布告だった。







あとがき







　おひさしぶり、でいいでしょうか。お手に取っていただき、ありがとうございます。どもども、無な嶋じまです。

　……ということで『神しん話わ戦せん域いきのグラフィクスⅡ　十三番目の銀妖精』！　皆様のおかげでお届けさせていただくことができました!!




　前巻の時は色々と先を書けたらいいなぁとは思っていましたが、正直どうなるかわからなかったので……こうして続きを出せて嬉しいです。

　本当に皆様のおかげです。ありがとうございます！




　今回はページに余裕があるというかあってしまうので、思い出話でも一つ。

　本作『神話戦域のグラフィクス』ですが、元々はまだ前作――『ハガネノツルギ』のシリーズを書いている途中の打ち合わせの時、担当さんに「なんかハガネの他に考えている話とかありますか？」みたいに聞かれたのが始まりでした。

　特に前フリもなく、まったく手ぶらで打ち合わせに来ていた自分は地べたに正座しながら（※打ち合わせの時はすぐに土下座できるように基本、地べたなのです）「なんという不意打ち！」と、動どう揺ようしまくったのをいまでも思い出せます。

　ですが「これでなにもないと言ったら終わる！」「これがプロの世界か！　そして、これに応えてこそ……プロなのだろう！」と気持ちを奮ふるい立たせ、デビュー前に次に書こうと思っていたモノをシドロモドロに伝えたのです。

　すると「なんか面白そうな気がしないでもないので、とりあえずそれをもうちょっと詳しくプロットにしてください」と言っていただけたのでした。

　で、「よっしゃ！」と気合を入れて話した内容をプロットに纏まとめたのですが、提出の際に「……ここはヤル気を見せる意味も込めて、もう一つくらい別のプロットも送った方がいいのでは!?」と思い立ち、別に考えていた物語をこねくり回して一緒に送ったのでした。




　……で、その『もう一つ』が、『神話戦域のグラフィクス』なのでした。

　いやはや、わからないものです。




　そんでもって、そんな思い出（？）のある作品の、第二巻。

　今回の物語のメインは表紙やサブタイトルにもなっているコなワケで、最初は『あれ？　カナン、目立たない？　ヒロインなのに目立たない？』とか思っていたんですが……書き上がったら全然そんなことなかったです。メインヒロイン、頑張った！




　二巻の作業を振り返るとなんかもう苦労というか疲労した記憶諸もろ々もろがよみがえってきますが……全部、自分のダメさ加減ゆえなのでなんとも言えず……うん、いや、ホントなんとかなってよかった。

　頑張った、自分！

　結果が伴ともなってないと意味ないですけどね!!

　……うん……はい。わかってます……頑張ります。




　まぁ読者の皆様にはそんな苦労や悩みはまったく関係ないのですが、かたちになった本作、『神話戦域のグラフィクスⅡ』が皆様に楽しんでいただけたら幸いです。




　さてさて、それではやはりやはりな謝しや辞じを。

　まずは毎度お世話になっております、担当編集のＮ様。今回はいつにもまして大幅に助けてもらった気がします。Ｎ様の存在がなければどうなっていたことか、恐ろしい次第で……ありがとうございます！

　そして引き続きイラストを担当いただいた、すみ兵へい様。今回もステキ素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。バトルはカッコよく、ヒロインたちの可愛いこと!!

　また、編集部の皆様、出版流通に関わって下さった皆様。

　そして、本作を手に取っていただいた皆様。

　本当に、ありがとうございます！




　ではでは、この次がどうなるかはやっぱりわからないのですが、なんとか頑張りたいなぁと思っております。




　それでは、また。次でも会えることを祈いのって。

二〇十三年　四月吉日　無な嶋じま樹たつ了のり
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

無嶋樹了先生／すみ兵先生
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